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Ｉ。問題提起
　第１次大戦後のドイツは，革命・インフレー
ション期を経たのち, 1924年から29年までのい
わゆる相対的安定期を迎えることになるが，こ
の時期，比較的短期間ながら，ド千ツの過去の
どの時期よりも，また当時のどの資本主義国よ
りも，集中的に，かつ強力に，いわばひとつの
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国民的運動として合理化運動が取り組まれた。
この時期のドイツ合理化運動はドイツ独占企業
の復活・発展の過程であったが，そこでは，第
１次大戦によってもたらされた諸結果，すなわ
ちヴェルサイユ条約による植民地の喪失，領土
の割譲，巨額め賠償金支払いの強制などの国外
的諸条件と，11月革命において労働者に対して
認められた一定の経済的譲歩万(８時間労働日，
賃金制度の改善，労働組合と協約賃金の承認，
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ツ的とも,いえる国内的諸条件が,＼ドイツ独占企→ノ
業の復活･発展の足かせとなづでいた(1)。このよ＼
うな状況のもとで，ド寸ツ独占企業が輸出競争……==
力を強化仏土国際市場において外国√榴くにア………
メリカの企業どの競争を行うがめに＼ぱ,く何より………=
もまず，アメリ,カダの企粟に対する丁技術と生産｣レニ
の立ち遅れを克服し,◇生産コスト=を引責下げる
ことが重要な課題となった。すなわち，｢ごの時
斯のドイツ合理化運動は,ﾚ主としてアメリカとI
の競争においで，『技術と生産』の立ち遅れを克
服し√生産コストを引き/下げ√ふたたごび海外進
出に乗り出すごどを目標にしていた(2)｣1のであ
った。ﾚ　＼＼＼　　　　＼
　こめ時期の＼ドイツの独占企業の合理化は，ひ
とつには√生産技術の発展による合理化,犬すな
わち犬｢技術的合理化｣十と√ふ:だうには√テ子ラ
ー・ジス･テ万み，フォード・システムに代表岑れ
るアメリカノ的管理方式の導入による合理化4す
ﾚ根本的な技術的革新が導
灘ﾚとﾉも企業集中しに基づく
酌↓(:………廃物の利用などにむ
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而して，それが実際にどの程度行われたか√ま　:ﾉj
たどのようなかたちで行われたかが重要な問題
となるノ基本的には√ドイツの独占企業がおか
れていた歴史的諸条件によって√｢技術的合理
化上のあり方が規定され，ま＼た｢技術的合理化｣
のあり方そのものが労働組織の合理化のあり方
を一面でjは規定していたとyいえる。＼それゆえ√
こめ時期のjドイツレ独占企業の合理化をみる場
合，まず生産技術の発展=との関連で下技術的合
理化｣のあ2り方・性格を明らかにすることが重
要となる。…………:　　　…………I　づ　　　　ニ
　この時期の丁技術的合理化上の方策どしては,こ
機械設備の更新・革新,尚材料・仕掛品の搬送の
機械化,＼副産物や廃物の有効利用などがみられ
たが，ごこ=での問題は√合理化の過程においてi
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両大戦間期のドイツ重工業における
合理化過程は，すでに1927年で終った」として
いる。また第３局面では，「資本投下をともなう
技術的合理化はもはや退き，かわって生産組織
の再編成による労働の強化√賃金制度の変更，
恐慌の圧力が前面に出てきた」としている。　つ
　そこで，つぎに，合理化過程の各局面におい
て，「技術的合理化」の方策がどのような位置を
占めていたか↓　またそれはどのような役割を果
したかを知る手がかりを得るために，合理化過
程の３つの局面との関連で，この時期の設備投
資の動向をみていくことにしよう。
　しこの時期のドイツエ業における設備投資の動
向をみる上で考慮に入れておかねばならないこ
とは，ドーズ･プランによる外資の利用のうち，
比較的大きな部分が公共部門の投資にあてられ
ており，工業における投資がこのことによって
一定の制約をうけたために，ドイツ経済全体に
占める公共部門の投資の割合が比較的に高かっ
たのに対して，工業における投資の割合は相対
的に低かったということである（6）。表１は1924
41
年から29年までのドイツ経済における新規設備
投資の推移を主要経済部門別にみたものである
が，それによると,づ1924年から29年までのドイ
ツ経済全体の新規設備投資総額に占める工業の
割合は12.3%となづている力斗一方，電力犬･ガ
ス=･水道の部門のそれの全体に占める割合は10.
1％,交通部門のそれの割合は15.6%となってい
る。また公益事業部門のそれの占める割合は21.
6％となづており4公益事業部門に電力・ガス・
水道および交通の両部門を加えた寸公共部門｣
では，経済全体の47.3%の新規設備投資が行わ
れている。それゆえ，これらの諸部門と比べる
と，経済全体の新規設備投資総額に占める工業
のそれの割合はかなり低いもめであったといえ
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　ニ
　そこで，このことを踏まえて，まず1924年か
ら29年までの主要工業部門における資本金100
万ＲＭ以上の取引所上場企業の設備投資の推移
をみると(表２参照)，重工業では, 1925年に比
較的大きな額の新規投資が行われているが√合
表｜　主要経済部門別の新規設備投資の推移
(単位:100万ＲＭ)
年　　　　　　　　度 1924 1925 1926 1927 1928 1929
1924～29
年の合計額
経済全体
に占める
割合(％)
１．工　　　　　　　　業
２．電力・ガス・水道
３．交　　　　　　　　通
４．農林粟･畜産業･造園業
５．手　　　工　　　業
６．小　　　売　　　業
７．卸　　　売　　　業
８．住　　宅　　建　　設
９．公　　益　　事　　業
10.社　　会　　施　　設
11.そ　　　　の　　　他
329
235
746
683
　57
　47
　35
－25
495
　25
　84
975
539
789
137
166
103
　85
685
849
61
163
　484
　622
　827
　628
　116
　　97
　　30
　884
1,249
　　67
　177
　865
　469
1,080
　657
　209
　179
　　85
1,826
1,569
　　79
　180
1,010
　731
　937
　297
　157
　202
　100
2,068
1,515
　109
　177
　407
　736
　763
　134
　100
　153
　　50
1,975
1,443
　113
　160
4,070
3,332
5,142
2,536
　805
　781
　385
7,413
7,120
　454
　941
12.3
10.1
15.6
　7.7
　2.5
　2.4
　1.2
22.5
21.6
　1.4
　2.7
　　合　　　　　　計
そのうち控除分一工業の住宅建設l）
2,711
　　10
4,552
　　20
5,181
　　25
7,198
　　30
7,303
　　30
6,034
　20
32,979
　　135
一
一
差　引　合　計 2,701 4,532 5,156 7,168 7,273 6,014 32,844 100.0
（注）:l）「工業」と「住宅建築」とに二重に算入されたもの。
（出所）:G. Keiser ・15. Benning, Kapitalbildung und Investitionen in der deutschen Volkswirtschaft 1924
　　　　bis 1928, Viert司政ｒheftｅ　ｚｕｒ　Ｋｏｎｊｕnktｕｒfoｒｓｃｈｕｎｓ',Sonderheft 22, 1931, S. 17およびＳtα幽幽ｃｈｅｓ
　　　　lahｒhｕch ｆｕｒ　ｄａｓＤｅtttｓｃｈｅｎＲｅｉｃｆｅ,Berlin,1932, S. 532より作成したもの。
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表2＞主要工業部門における取引所上場企業
の設備投責め
………☆………1……=:
=ぺしﾚ:(単位ニ
･推移＼〉
:100万ＲＭ）二　　　　　　（単位:100万RM）
年　　度
新　規　投　資 1924～28
年の新規
投資の合
計額
　(Ａ)
1924～29
年の新規
投資の合
計額．
　(Ｂ)
1924隼初
めの生産
設備価値
　(Ｃ)
1924～28
年の新規
投資の合
計額の占
める割合
　(D)3に
1924～29
年の新規
投資の合
計額の占
める割合
　(E)4)
1924～28
年の減価
償却額2）
1924～29
年の減価
償却額2）
1924 1925 1926 1927 1928 1929
重工業1） 28.3 123.4 36.8 151.1 196.8 8.0 356.4 364.4 2,460.5 21.8 22.1 1,033.2 1,272.2
化学工業 32.3 60.4 54.6 62.6 132.6 94.0 342.5 436.5 689.2 49.7 63,3 461.6 542.6
電機工業 2.0 34.0 25.8 40.8 36.4 35.0 139.0 、174.0 330.5 42.1 52.6 119.9 152.9
機械製造業 12.8 37.7 １．６11.5 17.7 5.0 81.3 86.3 668.6 12.2 12,9 260.5 308.5
自動車工業 12.6 20.8 13.1 21.1 17.7 10.0 85.3 95.3･ 116.4 73.3 81.9 58.1 76.1
全工業 192.8 574.1 300.7 535.5 679.9 313,0 2,283.0 2,596:0 8,2 １．１ 27.8 31.6 3,710.2 4,555.2
あ.1にm . Miiri-T:. at-em^m（注）:1’石炭・鉄鉱石・鉄鋼業。1 鉄鉱石/･鉄鋼茉｡犬ト　　　ノ　＞　………プピ=:=二………==
2）特別償却費除く‥。ＧレカイザーとＢンベニング，およびｿﾞﾄﾞ丿ツ
しる1額が更新投資にあてられたとされている
ド(功十言(4如屑)＼…………………
で)＼(目卜言ｲ単作:･碩……………ｹﾞ………　＋4'＼(£)ミ帯仁憚修:％)……… に　　……… =ﾉ∧ﾉﾉ=………
Iﾌﾟにjｽにjj
(出所):G. Reiser・B. Bennin妬心α丿八∧Ｓtａtiｓtiｓｃｋｅｓ　ＪａｈｒｂｕchヶfUr
　大成レニ　　十二‥〈：………:･……j………………:･………:･)〈･j≒･＼し〉:∇ﾚ゛j
同製鋼が設立された1926年には大ぎく落ち込ん
でいる。 また1924年かち29年までの新規設備投
資額の年度別分布率を示した表万3をみても,ニ
1925年の分布率は22.7%かな＼づでいるのに対し
て, 1926年めそれはわずか6.7%にすぎﾚない6ご
のことは,プシノユディンネス∇･コンツＪリレンの破………∇入jｿ……yﾌとy:く
表３　主要生業部門における取引
Jの新規設備投資額の年度別分布率
れば,……減価償却に相当 す
'ｅｕtｓｃｈｅｎﾄ辰必私1936,乙名√508より作
:, 1925年半ばに始ま･り26年
きﾚかうたものと
R工業四独占体は√ヴェル
ヒめ割譲jにと:もﾚなう生産設
額=四補償金を獲得しで=お
ﾚ÷ル古領のﾚさいには,◇そ
vv^l/Vしnx. ufHjJt.八Ｍｙｔｖ／ｌ i:x.JJ'iJj IIJ-･77
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：%）
年　　度 1924 1925 1926 1927 1928 1929
1924～29
年の合計
重工業1） 5.2 22.7 6.7 27.8 36.1 I.5
00.0
化学工業 7.4 13.8 12.5 14.3 30.4白 21.6 00.0
電機工業 1.2 19.5 14.8 23.5 、20.9･ ・20.1 100.0
機械製造業 14.8 43.7 1.9 13.3 20.5 5.8 100.0
自動車工業 13.2 21.8 13.8 22.1 18.6ｿ 10.5 00.0
-
全　工　業 7.4 22.1 11.6 20､6 26.2 12.1 100.0
(注)ニ1)石炭・鉄鉱石・鉄鋼業
(出所)犬:表貪の数値をも:とに作成したも==,の4………1 ,: =万::
両大戦間期のドイ おける技術的発展と合理化＞(山崎)
の損失にみあう補償として７億640万金マルク
もの補償金を政府から手に入れたとされてお
り(7) 1り25年の比較的大きな額の投資はこれに
よって可能になったといえる。 1924年には，す
べての製鉄所および製鋼所において設備価値の
かなりの増大がみられる。それは主に，一部は
ルヽ¬ル占領によって中断されたが，すでにイン
フレーション期に取り組まれた建設が完了した
ことによるものであったとされている。また
1925年には,しその年の前半の好況が楽観的な期
待をもたせたので，多くのケースにおいてさら
に拡張が行われている。このような1924年およ
び25年の投資は，その大部分が精錬設備に向け
られていたとされている。例えば，ボフーム・
フェライン炭鉱・鋳鋼会社は, 1924年から25年
にかけての営業年度に鋳鋼工場，製鋼所および
鋼管工場の拡張のために1,600万ＲＭの金額を
支出しており，ヘッシユは新しい薄板圧延工場
および自動車発條工場を建設している。またラ
イン製鋼は溶接工場の新規建設を行っており，
ヘニングスドルフ製鋼は薄板圧延工場および分
塊圧延工場の建設を完了してIいる。ルールのす
べての工場において, 1924年には，ルール占領
による損害をうめあわせるためにさらにかなり
の費用が必要であるこlとがわかったとされてい
る。これに対して, 1926年には設備の根本的な
増大はみられない。すなわち，そこでは，更新
投資を超える追加投資は約6,000万ＲＭにすぎ
ず，経営の集中や組織的合理化に主たる注意が
向けられていたとされている(8)。
　うぎにその後の第２局面および第３局面をみ
ると，そこでは, 1927年の設備投資およびそれ
以上に1928年の設備投資が重要な意味をもって
いたといえる。すなわち, 1927年には１億5,110
万RM, 1928年には１億9,680万ＲＭの新規投資
が行われており,し1924年から29年までの新規投
資総額に占める年度別分布率をみても, 1927年
には27.8%, 1928年には36.1%となっている(表
２および表３参照)。この時期の設備投資の実態
をドイツ重工業の最大の企業である合同製鋼に
ついてみると, 1926年４月１日の設立時から
1929年:9月30日までの営業年度別の固定設備額
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の推移を示した表４によれば, 1926年４月１日
に合同製鋼が設立されて以降固定設備額め著し
い増大がみられるが，とくに1927年10月１日か
ら28年9月30日までの営業年度の固定設備額の
純増加額は１億4,057万2,000RMとなってお
り，最も大きな額となっている6=この時期の固
定設備額の純増加額の営業年度別分布率をみる
と(表５参照), 1927年10月１日から28年９月30
日までの営業年度には，この時期全体のうちの
47.7%もの増加をみており，約半分におよんで
いる。こめように, 1927年および28年には，合
理化の時期をつうじて最も大規模な設備投資が
行われていることがわかる。　　ノ　　　＝
　／ここで,合同製鋼の新規建設についてみると，
第１営業年度には√あらゆる種類の経営の改善
および新規建設のための通常の費用と同様に，
一連のより大規模な新規建設が完成されてい
る。それには，とくにル＝ルオルトにおける電
動式の分塊・プlイツト圧延ラインの完成，アウ
グスト・ティセン製鉄所における高炉および製
鋼所の一層の拡大，そしてドルトムント・ウニ
オンの圧延工場設備の一層の拡大，さらにハン
ペボルンコごクスエ場の完成およびエリンとミニ
スターの炭鉱の縦坑施設の完成をあげることが
できる(9)。つづく第２営業年度には,合同製鋼の
設立によって統合された工場の技術的編成は，
徐々にしか実施されていない経営の再編成の範
囲内では，通常の経営の改善と同様に５年にお
よぶ大規模な新規建設計画の策定を規定した
が，資本力の強い外国との競争の進展の結果，
その実施ははやめられねばならず，そしてさら
に新しい労働時間の決定の諸要請に合わされね
ばならなかった。この年度には，総額約１億マ
ルクが新規建設のなめに支出されたが，そのう
ち約手は石炭炭鉱およびコークス工場にあてら
れ，残りの額はさまざまな製鉄所，精錬工場お
よび原料工場の拡大や工場間鉄道および港湾施
設，そしてガス経済および電力経済の改善なら
びにー,層の拡大に役立ったとされている(1o)。第
３営業年度には，前年度に策定されたこのよう
な新規建設計画の実施があらゆる努力でもって
おしすすめられたが，一般的にぱるかに低い製
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　　　　　　　　　　　表４　合同製鋼株式会社における固定設備額7）の推移
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：ＲＭ）
営業年度
1926.4 . 1～
　　9 .30
1926.10.1～
1927.9 .30
1927.10.1～
1928.9 .30
1928.10. 1～
1929. 9 .30
1929.10. 1～
1930. 9 .30
1926.4. 1～
1929. 9｡30の合計額
926. 4 . 1～
930. 9 .30の合計額
固定設備順の増加順
固定設備額の減少額
68,594,121"
10,415,814≫
93,206,000"'
21,136,000"
148,587,000
　8,015,000
-
-
-
-
一
一
一
一
固定設備　の
純　増　加　額
58,178,307 72,070,000 140,572,000 23,640,000 67,165,000 294,460,307 361,625,307
営業年度初めの
固定設備額
1,077,704,228 1,135,883,000" 1,207,953,000 1,348,525,000 1,372,165,000 - -
営業年度末の
固定設備額5）
1,135,882,535 1,207,953,000 1,348,525,000 1,372,165,000 1,439,330,000 - -
(注):1)新規設備投資の他に,他社の工業設備の取得を含む。それば主にニーダーシュレュジュンのシヤルロツ
　　　　テン製鉄株式会社，ボーフムにおけるヴェストフアーレン製鋼およびベンドルフのコンコルディア製
　　　　鉄所の工場の取得によるもの。
　　　2)テイセン機械製作会社のデマーク株式会社への編入および小規模な土地売却によるもの。
　　　3)合同製鋼が当営業年度に合併した参加企業の工場設備の取得を含む。
　　　4)合同製鋼のもつブランデンブルクのヴューバー製鋼・圧延部門の中部ドイツ製鋼への編入およびボー
　　　　フムの製鋼部門のドイツ高級鋼製造所への編入，さらにいぐつかの土地売却および設備の廃棄による
　ニ　2)ﾉテイゼン機械製作会社のデマ÷ク株式会社への編入紅ぷ=び小規模な土地売却による=もめ=6……………
　レ　3）合同製鋼が当営業年度に合併した参加企業め工場設倫め取得ノを含む]J………=レヶ∧ニ……………＼……………ご＼尚
‥　
‥‥‥‥‥
　∧　4）合同製鋼の禾っブランデンブルダの=ヴューバ≒製鋼犬灰延部門碓中部ノドイﾉツ製餌ペの編入ぉよ/びボー
　　　＼プムめ製鋼部門のドイツ高級鋼製造所への編入,万………さレ句ごj=い……く、=サづ=力4の万=土地売却および設備め廃棄によレる
　　　　もの。　　　ニ　　犬　　　　　J　　犬　　　‥　‥‥ノ∧。=ノ……エ..1……＼………∧ノ………レ………＼ノスレ/しノ…………………ニ……………＼………………:
　　＼5)滅価償却を差し引ケく前の鉱山尚・製鉄施設6　＼　………j:……ニ………∧……レ……]=………∧………＼……1…………………∧レ＼………………………………
　　り]第２営業年度の営業報告書には√すべてめ額にづ牡す圭准珀:ＲレＭ未満ゾぱ表示=されておぢず√同営業年度
表５　合同製鋼株式会社に=おける
営.･業･年度
営業年度別分布率
1926. 4 . 1ぺ
……9 .30･
　　19.8
1926.10.ご1～
1927ト9 .30
………24.5　ト
（注）:1ト設備価値の減少がみられる場合にはこれを控除し
（出所）：表４に:同じ．　‥　･･...・.　　　　･･../‥‥　‥‥犬
造コストでもって操業しており．そ.してそこで………:.:･j
は，そのよ＼り良い財務状態め結果，＼技術的には………i
非常にすすんでいた外国の競争相手のより有利万……I:｣?
な状況は,＼合同製鋼が自丿由に使用ずることがで犬＼?
きるあらゆる財務資金の支出のもとで設備の技コ………I
術的な生産能力をできる限り大:き＼く/改善する∇こ…………1;=4
とを合同製鋼に強制したとトされているノこめ報……=万丿
告年度には,薦額約１億5,000万ｊＲＭの資金が新…………|
…………(単位:％)
)26ソ４ ．１ ぺ1929.
9…….30め合計額
ために支出さ
ニ約8,000万Ｒ
い＼るｿ(リ)ノまた
の工場におけﾚる技術的
に四27年に策定さ1れた
ゴ÷yク……スエ場の完成で
i]程度の終了ﾌに達:したので,∧同社の合
出に………の万営業年度にﾉは主に経営組織の
のドイツ重工業における技術的発展と合理化（山崎）
簡素化および改善,特定の技術的諸方式の実施，
そして同社の質的な能力の向上におよんでいた
とされている(12)。さらに1929年から30年にかけ
ての第５営業年度には,全般的な状況に応じて，
この営業年度に炭鉱および製鉄所における新規
建設のために支出された金額は無条件に必要な
範囲にとどめられたとされている<13)。　△
　＼このように，合同製鋼でも, 1927年から28年
にかけての第３営業年度までに新規建設のかな
りの部分が行われており，その後の時期には，
合理化諸方策の重点は設備投資をともなう｢技
術的合理化｣以外の領域にもおかれていたと考
えられる。
　そこで, 1927年および28年にどのような設備
投資が行われたか，その具体的な内容をみてい
くことにしよう。好調な販売状況の兆候がみら
れた1927年および28年には，ド子ツ重工業全体
において総額４億9,000万ＲＭの新規投資が行
われているが，ほとんどすべてのコンツェルン
がこのような大規模な投資過程にかかわってい
たとされている。とくに, 1924年から25年にか
けての諸年度に拡張を手控え，そして本質的に
は減価償却分のみを投資していたコンツェルン
も一層大規模な建設計画を打ち出したとされて
いる。例えば，クレックナーは，ハスペル製鉄
所に４基の転炉を備えた新しいトーマス製鋼所
を建設したほか，ゲオルグス・マリーン製鉄所
に新しい高炉設備を建設している。またクルッ
プは，エッセン中央工場を完全な｢結合工場｣
(“gemischte Werke”)に拡大するためにこの
工場に大型の高炉設備を建設したほか，新しい
鍛造プレスエ場および新しい大型の溶接設備を
建設している。ヘッシュも大規模な拡張(新し
い高炉，新しいトーマス製鋼所，新しい冷間圧
延工場，埠頭用クレーンなど)を行った。さら
に合同製鋼も, 1927年および28年には，減価償
却に相当する額の更新投資を上回る非常に大規
模な投資を行っており，そこでは，新しい高炉
やタルボット炉のほかに，完備した鋼管圧延工
場がヘントロップに建設されており，またガス
管溶接設備がミュ･Ｔルハイムに新しく建設され
ている。さらにアウグスト・ティセン製鉄所の
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新たな拡大（とりわけ電動体鋼圧延機の建設）
や港湾施設および鉄道施設の建設・拡張もかな
りの費用を必要とした。また既存の設備の合理
化めための投資についてみると，そこでは，コ
ンツ土ルンの生産が集中され，そして専門化さ
せられた工場を大規模生産に拡大することが主
に問題となった。つすなわち，圧延ラインが延長
され,/高炉が拡大さ=れ，垂直的組織が発展され
たレまた廃熱利用の改善,＼炉頂ガスによるコー
クスエ場の加熱およびコー¬クスガスによる圧延
機の加熱への転換√く電気による高炉ガスの精製
などのためにも多額の支出が行われた。さらに
高炉セメントエ場もしばしば新しく建設された
か，あるいは拡大された（14）。し
　また石炭業では，炭鉱における合理化の主た
る表現であるところのある経営へyのより多くの
縦坑施設の集中は，既存の資料によれば，まれ
にしか一層大規模な新規投資のきっかけを与え
ることはなかうたとされている。このことは坑
内における合理化にもいえるとされている。そ
こでは，たいてい比較的小規模でかつ強力に使
い古された機械が問題となるので，採炭経営の
機械化（電動機を備えたシェーカー･コンベア，
コールカッタ，圧搾空気ハンマーなど）のため
の全体では確かに非常に大きな額の支出および
よ町良いランプ設備などのための支出は，設備
勘定においては，まれにしか新たな増大として
現われていないが，とぐにライ仁大蔵省はこの
種の多くの調達については記帳を合法と認めて
いる。これに従って，坑内における合理化投資
については,単独で貸借対照表にのせられたが，
それには,:圧搾空気設備，新しい電気搬送設備，
新しい充てん設備の建設をあげることができ
る。また坑外の設備の改良は非常に大きな額の
支出を必要とした。そこでは，とりわけ石炭の
搬送を機械化する努力が行われた。自動搬送車，
ケーブル，ベルト・コンベアあるいは圧搾空気
か吸い込み空気による縦坑，洗鉱工場とコーク
スエ場との間の搬送の結合が生み出された。＼よ
り長い搬送経路のためには近代的な大型炭車が
調達された。積載設備は機械による大出力のも
のに切り換えられ，工場内の駅および港が建設
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ふるい分け設備および練炭裂造設備が強化さ…………万･｡ﾇ:
れ,そして給水設備およ=び軟水装置が拡大さくれ,………=lyl=ﾀ1
また改良された。さ/らに質の悪い石炭のための…………1!
乾留設備および浮選方法による洗泥用の選鉱設ニ＼癩
備が配置さ｡れた。ﾉま=た¬連の大経営によって若∧………万4と
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れたが,炭鉱の最も重要な新規投資ぱ他の領域J　／S
すなわぢ，たいていはコンツェルンのシステム　　ぞ
のための中央発電所と考えられていた近代的な……j才う
ボイ＼ラ設備を備えた新しい発電設備に関係し七　…………お
いた。＼炭じんめ燃焼ないしぐず石炭の利用へのニ＼=く
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dofen)にとって代えられ√また加熱は,サプ→ク
スガズをできる限り他の目的に広く利用する禿
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／また石炭の新しい利用形態を開発するための
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しおしよび建股が
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jか々合理化が強力に行
)1927年お:よﾀﾞび28年
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√｢技術的合理化｣はこれら
ﾉにおしすすめられたものと
ゴレぐ≠三ヒ･のかﾚうし第3万局面に
刎ね∧合理化1の時期
資が行われてい
19年であらて,ニこの年度に
みちれず;:年度別分
L･5％にすぎないy(前掲表
参照几ｻﾝﾚﾓ･.れゆえ｢第し3=局面におい
.Tなうｿﾞ合理化はも……1よや退きﾆ，
jよﾄる労働の強化,=
Eｶﾚが前面に出て来
四年万について妥当す
づて,し重工業におけ
みこ]るjlとIき,万万゜更新投資がど
両大戦同期のドイツ重工業における技術的発展と合理化（山崎）
のような役割を果していたかが重要な問題とな
ろう。　　　　　　　　　　。
　そこで，つぎにこの時期の設備投資の動向を
みる上で重要な意味をもっと思われる更新投資
について考察をすすめ，設備投資全体のなかで
更新投資がどのような位置を占めていたか，ま
たそれがどのような役割を果していたかを明ら
かにしていくことにしよう。
　まず1924年から29年までの更新投資と新規投
資どの関係をみると:(前掲表２参照)，重工業で
は，減価償却に相当する‥額の更新投資が大きな
額にのぼっている。すなわち,犬この時期の更新
投資の合計額は12億7,220万ﾄＲＭとなっており，
新規投資の3.49倍にものぼっている。また重工
業における更新投資の年度別の推移をみると
(表６参照)，し1924年を除くと1929年まで一貫し
て３億ＲＭを超える更新投資が行われている。
新規投資が最高の額を示している1928年をみて
も，更新投資が新規投資を上回っており，新規
投資がわずかな額しかみられない1924年および
26年には，更新投資は新規投資のそれぞれ約６
表６
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倍, 5.6倍にもおよんでいる。この時期は合理化
過程の第！局面にあたり，とくに1926年は大規
模な企業集中が行われた年であるが,そこでは，
更新投資が非常に大きな役割を果していたとい
える。j一方，合理化過程の第３局面にあたると
思われる1929年には,新規投資はわずか800万Ｒ
Ｍしかみられなかったのに対して，更新投資は
２億3,900万尽Ｍとなっておりﾄ,更新投資は新規
投資の約30倍にもおよんでいる(前掲表２参
照)。このように,)この時期のどの年度をみても
更新投資が新規投資を上回っていたことを考え
ても, G.カイザことＢ･ベニシダが指摘する如
く，重工業の大規模な合理化過程は，そのかな
りの部分が毎年の普通減価償却に相当する額の
更新投資の範囲内において実施されたといえ
る(17)ｏ
　ここで更新投資の状況を合同製鋼についてみ
ておくと(表７参照)，そこでは, 1926年10月１
日から27年９月30日まjでの営業年度以降ほぼ一
定の額の減価償却が計上されている。 1926年か
ら27年にかけての営業年度には，固定設備の純
重工業1)における取引所上場企業(資本金100万ＲＭ以上)の
減価償却額2)の推移　　二
　　十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位:100万ＲＭ)
年　度 1924 1925 1926 1927 1928 1929
金　額 169 203 206 225 230 239
(注):I'石炭・鉄鉱石・鉄鋼業。　　　　■■　■　■　㎜　■　・　　･。　。　　　』
　　　２)特別償却を除く。Ｇ.カイザーとＢ.ペニングおよびドイツ帝国統計
　　　　年鑑によれば，減価償却に相当する額が更新投資にあてられたと
　　　　されている。　　　　　　　　　　　　　　ニ
(出所):G. Kiser ・Ｂ. Benning, a｡α｡0., S, 40およびＳｆｏtiｓ山山2 Ｊａｈｒbｕch
　佃ｙ ｄａｓＤｅｕtｓｃｈｅｗＲｅｉｃｈ,　＼^Z6,S. 508より作成したもの。
表７　合同製鋼株式会社における減価償却額の推移
(単位：ＲＭ)
営業年度
1926. 4 . 1～
　　　　9 .30
1926.10. 1～
1927. 9 .30
1927.10. 1～
1928. 9 .30
1928.10. 1～
1929. 9 .30
1929.10. 1～
1930. 9 .30
1926. 4 . 1～
1929. 9 .30
　の合計額
1926.4. 1'ヽ一
1930. 9 .30
　の合計額
金　　額 26,136,000 85,461,000 86,821,000 83,523,000 80,753,000 281,941,000 362,694,000
（出所）:Vereinigte Stahlwerke Ａ. Ｇ,　Ｇｅｓchaf岫?むｈt　itbeｒ ｄａｓ５.Ｇｅｓｃｈａｆｔｓｊａｈｒt･ｏｎｌ．Ｏｆｅtｏｈｅｒ１９２９ Ｗｓ ３０.
　　　Ｓ砂面S.25より作成したもの。　　　
■■　　■
・　　　　　　　　　　　・　　
■
・　　■　■・
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増加額7,207万ＲＭを上回る8,546万l.OOORMしる√I. M.プケ:イ.ﾉ.丿.=が･ﾉ･ﾚり
の減価償却が計上されているの鱗対しす√つブニ＼･j .･のJ･j
く19酋年から28年にかけ七の営業年度には√固＼……∧実例士==……万と万:Jしjｹz取ﾉ=:り=万上jりfXりゝべ
定設備の純増加額は１億4,057万2,000RﾌﾞＭごとな□…………:
つており/，減価償却額8,682万1,0 OORMを上回し丁万==万=
つている。ﾌﾟまた1928年か＼ら29年にかけての営業
年度をjみjる七√そこでは√固定設備の純増加額
2,364万ＲＭを大きく上:回くる8,352万乱｡000･RM･
の減価償却が計上されてい=るレこレ=のようしにけ合＼……:や:
I
技ly
同製鋼Tでは,犬1927年かﾉら38年にかけての営業年………1.=万そ.=万=.=じう
度に最も大規模な新規投資が行われてい:る:が,…………万おI=り:I↓:=:
こめ営業年度に〕お:いごでも減価償却jに相当する額………西゜部φ
の更新投資ぱ大きな額にのぼうてお＼り√合理化＼∧足jめこtl
の時期全体をづうトじて更新投資が重要な役割を六白産能17
果してい:たといえるノ(前掲表５および表こ7ﾚ参‥＼や＼くご=j.j4
照)ｏ　……1　〉　　＼　ノ‥‥‥‥‥‥‥　‥‥‥
　ただここで注意してjおﾚかなければなら,ないこ
とは，更新投資として行われた設備投資のなか
にも新規投資にあたる内容の:ものが多くみられ
るという△こ上と=である。例えﾉば合同製鋼では,1926
年４月１∇目から1928年9/丹30日求犬でに約１億9，
800万Ｒ/Ｍの減価償却が計上され七おｸﾞり=↓設備勘
定の増大が新規の建設や購入を示している場合
には,十このよ=うな設備勘定yの増大は減価償却に
よってすべて相殺されたとされでいるノそこで
は，それ以前の強力な再編成のための費用およ
びひきつづき行われた経営の改善以外に仏ア
ウグズ・サイヤン製鉄所の標準工場(Standar-
dwerk)への拡大，ﾉﾄﾞﾉﾚﾄﾑﾝﾄﾉ(ウニオンにお
け右新しjい圧延工場の建設，=他め製鋼所におけ/
るより多=くの転炉の配置がみられたほか，鋼管
圧延工場のかなjびの規模の拡大，坤央フケグス＼
製造工場の建設など(･8)，その多くが更新投資ど
して行われたと考えられるが↓そこには新規投
資の内容･･をなすものが多くみられる。/それだけ
に,＼重工業の場合，更新投資が果した役割の評
価については4宍新規投資の問題も考慮に入れて
おくべきであろう○　　　　　　■■■　　　　　　　　・　■
　また重工業における設備投資の動向=をみる上
で注意しておくべきいまひとつの点は,レカルテ＼
ルやシンジケートの割当目当ての｢不良投資｣
(“Fehlinvestition”)が行われたというﾚこどであ
て
二あ宍だ……る,jl
ノクンノトソ……l
＼工業ｹﾞぐI
＼……新規投う
y同製鋼を〔生産力
古休め最も顕著な
,が4………そこﾉでは,＼合
ノしたコこクス設備
プ〕ラ千ンおよび
であノ仏………不良投資
こｿﾞ巳=万一に･ラ=ｲ.･j..･マ･
.
ン.
一lこよ.
:は生産能力の拡大
卜割当‥を獲得し，
大ざせようしとして
㈲よﾚく組織jされた
最Jも＼ひどい資本不
ｽ=うつあ･るときに生
;ﾔしい設備や工場が
も:はげしｿﾞく
ば石炭√加里の
多数は国民
かしらみて不良投資であ)うかと
誰よ△うﾚな割当ﾚ目当ての投資は
必ず……し万･..も･:..･･目･的･とし.･･なViだけで
産能力を生み出すこﾉとになる
,……=万合理化の過程において過剰
=さ=れる傾向にあ二り〉√∧そこで蓄
?
工業部門の設
萱口参照)√こ
の第/3:局面に
れでいる。＼とくに化学
も√1928年にうぐ大規模な
七新規投資と更新
は, 1924年
がに]電機工業および
を上回っ
両大戦間期のドイツ における技術的発展と合理化（山崎）
ている．さらに1924年初めの生産設備価値に占
める1924年から29年までの新規投資合計額の割白
合をみると，重工業では22.1%となっており，
全工業の平均31.6%を下回っているが，化学工
業では63.6%,電機工業では52.6%,自動車エ：
業では81.9%となっており宍，全工業の平均を大
きく上回っている．このように，重工業とこれノ
らの新興工業部門とでは，設備投資の動向は大
きく異なっていることに注意しなければならな
いゝ．　　．．　　　．．．
III.生産技術の発展と合理化
　これまでの考察を踏まえて，つぎに合理化の
時期における生産技術の発展をあとブけ，その
なかで，「技術的合理化」の主要特徴をおさえ，
そのあり方，性格を明らかにしていくことにし
よう。　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　犬
　　１．炭鉱業における生産技術の発展と合理
　　　　化
　まず炭鉱業，とくに石炭業における生産技術
の発展を機械化の進展叫)を中心にみていくこ
とにしよう。　　　　し
　石炭業の労働過程の構造について，隅谷三喜
男氏は,｢石炭生産の一応完成された体系におい
ては，採炭と運搬の二基本過程の前後に，これ
を補完する過程として掘進と選炭が付加され
る。･･…･次に採炭と運搬の基本過程を可能なら
しめる補助過程として,これらと並列して排水，
通気および支保の過程が存在し,ニこれらが一体
をなして石炭生産過程を構成しているわけであ
る(23)丁と指摘されているが，大野英二氏は，炭
鉱機械化の第１段階の指標を石炭鉱業の固定資
本の最大部分が投下され，基本的労働過程たる
坑内運搬め機械化に，その第二段階の指標をい
ま一つの基本的労働過程たる採炭の機械化にも
とめて考察されている。そこでは，｢ルール炭鉱
業は世紀の交に炭鉱機械化の第十段階〔産業資
本の確立〕から第二段階にの本格的展開は1920
年代の『合理化』運動による〕への移行過程に
あった(24)｣とされている。このように, 1920年
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代の炭鉱業における機械化はとくに採炭におい
て本格的な展開をみたと考えられる。
十まず第１次大戦前における採炭の機械化につ
　いてみておくど，｢圧搾空気を動力とするコー
　ノレ・カッタによる採炭機械化は1860年代にイギ
　リスが先鞭をつけたにもかかわらず，その後の
上普及は停滞して，機械採炭の割合は採炭高のう
　ち1900年に1.5%, 1913年に８％を占めるにすぎ
　なかった。これにたいして,1880年代にコール，
　カッタを導入したアメリカの機械採炭は急速に
　進展し七，その割合は採炭高のうちμ)00年に22
　%, 1913年に51％を占めるにいたった。ルール
　においても1870年代に採炭機械化の企図がみと
　めjられたが容易に実現をみるにいたらなかっ
た。最初はイギリスやアメリカの石炭鉱業に使
　用されていたゴール，カッタめ導入が試みられ
　たが√ルール炭層め自然的条件に適合しなかっ
　たため，コール・カッタの国内試作が進行し，
　ようやく19世紀末葉にいたって採炭機械化が結
実しはじめた｣とされている。しかし，｢ルール
　石炭鉱業を総体としてみるならば, 1907年にお
いても採炭高の↓％未満が機械採炭によるにす
　ぎず,つつちとたがね(Schlageトund Eisen)を
　使用する手労働の採炭が支配的であうた(25)｣と
　されている。こjのように，第１次大戦前には，
ドイツの炭鉱において採炭の機械化はほとんど
進展しておらず, 1920年代の合理化の時期にな
ってその本格的な進展をみること/になった。
　トそこで√ドイツの炭鉱業における合理化の時
　期の機械化の進展を地域別にみると，ルール炭
　鉱(表８および表９参照)においては√機械化
　が急速にすすんでおり，コｔルピック(Abbaｕ-
　hammer)以外の機種では，その台数は1925年に
　頂点に達しでいる。すなわち，石炭裁断機
　(Kohlenschneider),回転穿孔機(Ｄｒehbohｒ-
　maschine),コ÷ルカッタ(Schrammaschine),
　ハンマードリル(Ｂｏｈｒｈａｍｍｅｒ)，ジェーカーコ
　ンペア(Schilttelrutschenmotor)などの機種は
　1925年に最も普及しており，その後は減少し七
　いるが，コールピックのみがその後も増加を示
　している。 1913年との対比でみると, 1927年に
　は,表８にあげられた機械の合計では7.5倍に達
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機　械ニの　種
コ ル
??
ピ
ル
?????
シェニカーコンベア
類
????ー
ノヘ　ンマ＼－ド1ﾘ．ル
支柱コレニルカツ〉タ
合 計
1913年
△217
一
??
??
?
??
?
?? ???????
11,656
＼265
-
14,112
―????????
36
89,441
１
6,461］
88,1
（出所）:A. Scheffbuch,くＤｅｒ Ei可1叩ｄ妙工Ｒａ励･ｎｄＨｓｔｅｒｕｎｇｿﾞ&がｿ面
∧S. 259より作成。　ニ ■■■■■　　　　　十＼…………………:………11:I:lにj:J:j::jl°IJ:
している。また機種別にみると，コールゼック∧
は297倍にも増加しておlり，つ回転穿孔機は46倍√ノ
シェーカ÷jコンベアは3.4倍,：ハｙマ→ドリトルはし
2.9倍,大型コペールカッタは24倍，支柱マニルカニ
ックはL.6倍に増加しでいる。採炭作業のための＝
機械であるコ÷ルピック，回転穿孔機,∧大型戸
－ルカレヅタ，ハンマーノドリル，支柱コー彫カヅ
夕の合計台数でみると,1927年には100,466台と　………に
なっており,1913年の12,190台の8.ｿ2倍どなうて　∧ﾔ=鉱仁牡け宍るﾉ棉
いる。しまノだルール炭鉱における機械作業による………万度万:lこjlそれ万t=求:六
採炭と手作業・発破作業による採炭どの割合の　十二は1ﾌﾟﾚ,:｡294kg･jと
推移をみる七(表10参照)，ユ913年には機械作業十△37倍七ﾚなうﾉて
によ:る採炭の割合はわずか２％にすぎな:かった
　　　　　■■■-●〃Ｗ　■-　■　　　－
力ちそれ;は1925年には48%, 1929年には90％に十＼ぴとう=の
も増大しており,:合理化運動が終了した直後の＼ダ，
時期には，採炭作業のほとんどが機械の利用に＼IJ=ﾑ
よづて行われていた。ルールでは, 1922年にこ
のような技術的革新のはじま＼り上をみるごとがで
きるとされている(26)。　　＼ニ　　　＼　　ダ
　ごのような技術的革新jの導
1925年以降,ニ採炭高は増加の傾向に＼あるjが,ト一
方労働者数は減少傾向にあり,ト1926年から39年
までのどの年度をとっでみても1925年の労働者
数を下回っている。すなわち,1913年およ＼び1925
年から29年までのルール炭鉱における採炭高，
労働者数および職員数の推移を示した表11によ
れば, 1929年には，採炭高ぱ1925年に比べ｡て191
:…………=ト(186)゜:
十…………46倍ﾉ=
………1 万
，24倍尚
…………3･.4倍
＼∧2
.
ｊ倍∧
………
…=
…………1L6倍∧
………7.5倍
Stuttgart,!931,
両大戦間期のドイツ重工業における と合理化（山崎）
表９　ドイツ石炭炭鉱における機械化の進展
51
ライン・ヴェストフアーレン地域の炭鉱 オーバー・シユレェジェンの炭鉱
,,ＡＬＰＨＡ“ ,,ＢＥＴＡ“ ,,ＤＥＬＴＡ“･ ,,GAMMA“ ,,EPSILON“ ,,ＪＯＴＡ“ ,,ＫＡＰＰＡ“ ,,ＬＡＭＢＤＡ“
ハンマードリル●●・●●・・
さく岩槻
糠星カッタ　　　　　・・・
支柱カッタ　　　　　・・・
コールカッタ　　・・●●・・
コールピック●●●●●●●●
空気ウインチ・・・・・・・・
索道ウインチ　・・・・・・・
小型ウインチ　　　・・・・
支柱ウインチ　・・・・・・・
ドラムウインチ・・・・・・・
水平坑道昇降ウインチ‥‥
シュートモーター●●●●●●
シェーカーコンベアの距離‥
ポンプ　　・・●●・・．●●
換気扇　　　・・・・・・・・
圧縮機の空気動力
機関車　　　　・・・・・・・
主要索道モーター　　‥‥
トン当りの圧搾空気一低圧
トン当りの圧搾空気―高圧
トン当りの蒸気力消費
トン当りの電力消費
トン当りの動力消費
1920/21
19251/II
1923/24
1923/24
1922/23
1926Ⅵ/Ⅶ，
1926VII/YⅢ
1926VI/W
1925II/I1I,
1925111/Ⅳ
1924VⅢ/K,
1926 V/VI
1912II/III,
1913V/VI,
1913 / ,
1925 VI/W
1926II/III 1925 X/H
　1924101/
　1923/ I
1925 X/H
1924IX/X
1925VI/ini
1923 V/Ⅵ
1920/21
1924/25
1923/24
1923/24
1916/17
1923/24
1912/13
1921/22
1918/19
1915/16
1925/26
1925/26
1919/20,
1920/21
1916/17
1921/22
1921/22
1917/18
1917/18
1920/21
1915/16
1923/24
1923/24
1925/26
1924/25
工925/26
1925/26
1919/20
1919/20
1924/25
1919/20
1924/25
1925/26
1923/24
1924/25
1921/25,
1922/23
1918/19
1920/21
1916/17
1917/18
1919/20
1916/17
1917/18
(出所):Enquete Ausschuβ，(Ⅳ)-2,Ｄｉｅ ＡｒbeifｓｖｅｒhSltniｓｓｉｍ Ｓtｅｉｎｋｏｈｌｅｎｈｅｎrｇｂａｕｉ７１ｄｅｎ Ｊａｈｒｅｎ１９１２ 玩ｓ
　　　　１９２６,Berlin, 1928, S. 154.　　　　　　　　　　　　犬　　　　　　　　　　　　　犬
表10　ルール炭鉱における機械作業と手作業･発破作業との採掘割合の
　　変化（％）　　　　犬　　　　ト　　　　　　　　　　　　　十
採　掘　方　法 1913年 1925年 1926年 1927年 1928年 1929年
コールピックおよび機械
手作業および発破作業
　2
98
48
52
67
33
83
17
88
12
90
10
（出所）:A. Scheffbuch, a.α.０.｡S. 260
コールピックのみが1925年以降も増加を示して
おり,1925年を100としたときの1927年の増加率
は56％となっている。全体的にみてﾀﾞも，またコ
－ルピック以外の各機種をみでも，=ルール炭鉱
における機械化は1925年にそのひとつの頂点に
達しているが, 1927年にはコトルピックの増加
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表目　1913年および|､925年から1929年までのルザル
　　上jの推移　………=　　ｊ　①　ニレ‥‥‥=:　　〉
び職員数
年　度
採　　炭　　高 労　働　者　数 職　Ｉ員　　数(1,000人)
100万トン 1925年=100の指数 1,000人 1925年=100の指数 技術職員 商事職員
1913
1925
1926
1927
1928
1929
114.5
103.8
112.2
118.0
114.6
123.6
110
100
108
114
110
119
410.0
430.0
384.6
407.6
382.0
384.4
　95
100
　89
･95
89
89
一
一
16.1
16.3
16.2
1配7
一
一
7.2
7.1
7.1
7.0
ゞIWχ　　　　　　　　　　　Z乙Ｊｋ　　　　　　　　　　　　　、
(出所)=:ﾉEb四面･. S. 260より作成。
(出所)]:Ｅｂｅｎｄａ,S. 263
もほぼ頂点に達し,∧この時期に機械化の進展は………=･1ﾝ｡･
ほぼ終了に近づいたものど思われる。　十　……………X
　また石炭業におけるいまぴとうの基本的労働………=才･l
過程であくる坑内運搬の機械化にういてみると，＼ﾚ]ﾎﾟ
そこでは√炭鉱機械化の第１段階において石炭　ｿﾞ)
鉱業の固定資本の最大部分が投下されていた。…………:f
すなわち＼｢堅坑の深度の増大にともない,犬捲揚…　…l｣14
機をはじめ，ﾚ索道∇｡犬換気装置ｙ排水機等の強化　丁丁J
が進展して,ノ固定資本は著しく増大していた｣………万･･･ｲl
のであった６そこで，坑道運搬にTついてみる……と,……万:=jぺ
それに凪＼運搬夫による人力運搬の段階√馬匹:…………j
運搬の段階および機械運搬の段階の３つの段階………jlS
がみられるが,し｢世紀の交では，坑道が格別に狭=……ﾚ:･ｲl
陵で曲折していない限り,つ人力運搬は切羽にの…………1万:j
みみとめられる現象であづて運搬夫は排除され〉＼6/
ており，馬匹運搬が支配的であづだ｣ﾀﾞとざれてくし々
=しではごｲ:ギリス
入しされて=いたが，
こしすすめ=られ
期には√坑内
よ]÷カ･÷コ･ンベアの
れ，/坑内運搬の機械
づJたy。ﾄ前掲表㈲こ
台か回ら1927年には
増加ｹしている。十こ
ク以外ｿの機械と同様に1925
のドイツ重工業における技術的発展と合理化（山崎）
年をピークとしてその後は減少を示している。
ただ，コールピックをはじめとす｡る採炭作業の
ための機械め1927年の合計台数が1913年のそれ
の8.2倍となっていることを考えると(前掲表８
参照)，この時期の炭鉱機械化の第２段階におい
ては，採炭の機械化に最も大きな重点がおかれ
ていたといえるであろう。　　　　し
　とはいえ，シェーカーコンベアの導入は坑内
運搬の合理化において大きな役割〕を果したので
あった。坑道の体系化が確立した段階では，坑
内運搬は切羽運搬と水平坑道運搬とに大別され
るが,｢このうち前者は第一次大戦前まではほと
んど人力を用いて行われていたのに対し，後者
は19世紀の中葉には捲揚機の導入がみられ，19
世紀め末葉にはかなりの普及がみられたもの
の，なお馬匹運搬が支配的であり，ようやく第
一次大戦の直前期になって人力，馬匹運搬に代
置しつつあった｣。このように｢水平坑道運搬に
おける機械化過程が思ったより緩慢なのは，炭
鉱業の二つめ主要労働過程のうち採炭が生産力
的に能動的で運搬は受動的という両者の位置関
係によるところが大である。すなわち手労働に
基づく採炭・切羽運搬における生産性の伸びの
　　　　　　　　　　　　　●　●･●　●　●　●　●　●･低さが，坑道運搬において本来可能であった生
産性上昇を低く抑えていたのである｣が，こう
した状況は切羽運搬における揺動運搬装置の導
入によって一変したとされている(29)。すでにみ
たように，ルール炭鉱では，第１次大戦前には
機械による採炭はほとんどみられず, 1922年に
ようやく採炭の機械化が始まりi合理化の時期
に本格的にすすむことになるが，このような採
炭の機械化とあいまうて，切羽運搬におけるシ
ェーカーコンベアの普及は水平坑道運搬におけ
る一層の生産性の向上の可能性を与えたのであ
った。坑内における石炭の運搬においては，人
間や動物の力にかわって，圧搾空気や蓄電池で
動く運搬用機関車が利用されるようになり，以
前には坑内運搬に不可欠であった馬が姿を消し
たとされている(30)。　　■■　　■　　　　　　　■
　ここでドイツの石炭炭鉱における坑内運搬の
ための方法の変化をみておくと(表13参照)，
1913年には機械化された運搬方法の占める割合
表13　ドイツ石炭炭鉱における坑内運搬
　　　の作業方法の変化
1913
％
1926
％
手作業による採掘坑道
馬匹運搬
シュートなし
固定式のシュート
57.33
20.45
　2.40
　6.94
41.46
0.0
0.0
4.83
87.11 46.31
シューカーコンペア
スタツカによる運搬
重力運搬斜道による運搬
索　道
機関車
0.99
2.09
5.17
2.88
1.76
6.23
3.32
0.27
0.0
43.87
12.89 53.69
(出所):Enquete Ausschuβ, (IV)-2, a. a.
　　０｡,　Ｓ. １５５.
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はわずかに12.89%であり，ほとんどの運搬作業
が人間や馬の力によって，あるしいは動力機をも
た=ない簡単な搬送手段によって行われていたの
に対して, 1926年には全運搬作業の約半分か機
械化ざれた運搬方法によるものであった。なか
でも,機関車による運搬の割合は1.76%から43.
87％に大きく増大している。またシｘ一カーコ
ンペアによる運搬作業の割合も0.99%から6し23
％べと増大している。一方,手作業の割合は57.
33％から41.46%に減少しているが,とくに馬匹
運搬は20.45%であうたものがもはやみられな
くなっている。 例えばドルトムント地域では，
1913年には8,042頭の馬が炭鉱において利用さ
れていたが,:1920年までにその数は3,712頭に，
そ万して1927午までに2,02蝉に,すなわち約士に
減少したとされ七いる(31)。　犬　　　　し
　さらにシヱーカーコンペア導入の意義は切羽
運搬の機械化というた面にとどまらず√炭鉱業
全体における労働過程と労働組織ひいては生産
力構造の変容を促すところにあったとされてい
る。すなわち，まず第一にそれは，払面の長さ
の飛躍的な増大を可能にし，このことによって
同時に切羽の集約が可能となり，拡大された切
羽における機械の導入を促す技術的前提をつく
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表14ヶオ二八二・シュレエノジュヅ西部=:にお廿石機械の普及〉……ﾉ=＼＼………I.･.
　　　‥‥‥‥‥‥‥iattｏｎｓｚeif　ｍ=Ｕフニtdl ｄｅｒ ｄｅｕｔｓｃｈｅｎﾚL加4面]Ｇ面砂""feＧｈａｆｔｅｗ√=………:…………;…………万………………
　＞　………　:　　　　………Jena, 1930, S. 102.　………:……=＼ﾉﾉJ……＼ﾉ…………=ﾉ………万……＼………＜＼上∧j＼＼ﾄ…………
表15ノドイツ領のオ＋バデ･シ……エレ=£ジ土ン地………i:俳√戸………頒÷が……卜丿……==丿万;づ丿Jり
　　∧域における就業者リ|尚人当りの｜作業方…………ゴ≠ル甘ﾃﾞﾀﾙl.･ま万万一1-^
　　.●..a･･JII●■.一一la●.j･.　.　・　　　　　　　　　・　・　・　・ ･･　・　･･ 一一一一･一一･　　・･･ ････
当､り:採炭高の推移
年　度
1913年=100と
したときの指数
1924年=100と
したときの指数
1913
1924
1925
1926
1927. 1月
1927.10月
100
　89
106
U2
114
125
112
100
124
126
128
140
（注）:」）石炭および岩石の採掘をおこなう=鉱夫　ノ
（出所）:E. Schalldach, a｡a. O., Sト101よりﾉ作成し
　　白丁だもの。　　‥‥‥‥‥　　‥‥‥‥‥
りあげ，また第二に，「それは運搬労働を厳格に
組織化し,＼三交替制の円滑な実施を可能にし,∧
ひいては全鉱夫に課業労働を強制する＼こ=と＼とも
ならだ(32)。」く∧　……………………万……………
　このように，採炭の機械化忙=最:も大万考な重点
がおかれていたこの時期のル≒ル炭鉱の機械化
においては,し採炭作業め機械化とともない,/坑丿
内運搬の機械化も「技術的合理化」の方策としし
て重要な役割を果たしたのであうた。
　ル十ル炭鉱七同様の傾向はオーバー･‥シュレ万
エジ土ンにおいてもみられる。＼ただ=ごの地域に万
おいては√ルール地域とは異なり，〉コールピ：ヅ:
クだけでなくハンマードリル，コールノカッタお
よびジェI一カーゴンペアも･1926年まで増加して:
いる。1926年の台数を1913年のそれと‥比べると,=
ハンマードサルは3.3倍，ヤプルカッタは39.5
両大戦間期のドイツ重工業における と合理化（山崎）
表16　プロイセン炭鉱における機械の普及
機械の種類 1913年 1925年 1926年 1927年
ﾉx　ン　マ　ー　ド　リ　ル
回　　転　　穿　　孔　機
コ　ー　ル　カ　ッ　タ
石　炭　　裁　　断　機
強カコールカッタ
コ　ー　ル　ピ　ッ　ク
シェーカーコンベア
12,317
　　40
　　294
　－
　　17
　　264
2,200
43,165
　3,366
　1,103
　　447
　　809
44,993
　9,398
39,159
　2,618
　841
　340
　733
50,821
8,399
39,779
　2,173
　773
　345
　638
70,145
8,612
（出所）：ＲレA. Brady,Ｔｈｅ ＲｅポｏｎａｌｉｚａtｉｏｎＭｏｖｅｍｅｎt　ｉｎ
　　　　Ｇｅｒｍａｎ　Ｉｎｄｕｓtｒｙ.: Ａ　Ｓｉｉｉｄｙin tｈｅ ＥｖelｕＵｏｎ可
　　　　Ｅｃｏｎｏｍｉｃ Ｐｌａれｎｉｎｅ.Barkeley, California, 1933, p.
　　　　75.
表17　主要各国における労働者｜人当りの｜作業方当り採炭高の推移1）
(1913年=100)
55
年　度
ノレーノレ フランス ベルギー イギリス オランダ
　ポーランド領
オーバー･ｼｭﾚｭｼﾞｪﾝ
Ｉ II Ill Ｉ II Ｉ II ｍ Ｉ 13） II Ｉ
1920
1924
1925
1926
1927
1928
66.9
90.9
100.3
118.1
120.0
126.3
71.5
92.9
101.6
118.4
119.4
126.0
　　－
103.4
113.8
128.9
131.9
136.3
68.3
78.9
80.2
88.1
87.2
93.5
78.3
80.7
81.3
86.5
85.9
93.6
91.7
87.3
89.4
96.9
97.9
104.9
　92.9
　92.2
　95.5
102.6
101.4
108.8
104.6
111.0
112.4
122.8
124.6
133.3
76.22）
　87.8
　88.8
92.05
102.5
106.2
87.1
103.1
116.5
140.9
143.5
161.7
　94.6
104.2
118.4
142.2
145.6
166.7
　－
60.6
85.1
100.1
107.1
113.9
（注）：１’ Ｉ：全就業者１人当りの１作業方当り採炭高
　　　　II :坑内労働者１人当りの１作業方当り採炭高
　　　　ｍ：坑夫１人当りの１作業方当り採炭高　　　　　　　　　　　　　　　　　犬
　　　2）1914年=100
　　　3）1人当りの年間採炭高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬
（出所）:Enquete AusschuB, （III）-1，　ＤｉｅｄｅｕtｓｃｈｅＫｏｈｋｎｗｔＴtｓｃｈａｆｔ，Berlin,1929, S. 86.
の後の1927年にはそれは70,145台に増加してお
り, 1925年と比べても約25,000台（56％）の増
加をみている。また坑内運搬のためのシェーカ
ーコンベアは1913年の2,200台から1925年には
9,398台に，すなわち4.3倍に増加している。こ
のように，プロイセン炭鉱でも，この時期の機
械化は採炭と坑内運搬のいずれの労働過程にお
いてもおしすすめられたが，とくに採炭の機械
化に最も大きな重点がおかれており，最も大き
な成果がこの領域においてみられたのであっ
た。　　　　　　　　　　犬
犬そこで, 1920年代の合理化の時期におけるド
イツ炭鉱業における生産性の上昇を他の諸国の
それと比較すると（表17参照), 1913年を100と
した場合の1928年の数値でみると，ルール炭鉱
では126.3となうているのに対して,オランダの
それは161.7となっており，ドイツのこれらの地
域における生産性の上昇を大きく上回っている
が，フランスでは93.5,ベルギーでは104.9,イ
ギリスでは106.2,そしてポーランド領のオーバ
ー4シュレエジェンでは113.9となっており，い
ずれもドイツにおける生産性の上昇を下回って
56
いる(34)。上述したよう･･に,ヶルニ。ル炭鉱におい:で
は, 1922年に技術的革新の揉じ∇ま=りﾉをみる＼こ=と
がで/きﾚる･が，そこでjは√コー，ダピ,ツ＼クを例外jと
して機械の利用は1925年にほぼそのピデクに達
しており,▽短期間に急速に機械化がすすんでお
り√このよ/うな急速な機械化の進展が√他の諸
国と比較した場合にみられる:片≒ル炭鉱の比較
的に大き/な生産性の上昇をもたJらした主要な要
因であづたとﾚいえるであろう。|…………：　………
　もしとよりドイツの炭鉱において:は√とｹく宍に採
炭の領域における機械化が第１次大戦前･の時期
には立ち遅れており，／それだけに,▽19顕年代に……ﾚ=l……:･
は機械化が急速にすすjんだのであるが，褐炭炭犬
鉱においてと同様にドイツの石炭炭鉱において
は√大量の同種の原料採掘が問題と=なるので。＼し
例えば加工工業よりもはるかに容易に,し求だ急＼
速に合理化が実施されること1ができ‥たのであづ
た(35)ノこのよすな事情もあづて√炭鉱業では，
合理化過程の比較的にはやい時期に機械化がす
すんだのであうたレ上述したように√J.べ土二十
ヒは，合理化過程の第･2=局面(1926心217年)＼に△
おいで合理化が個別経営のレベルで本格的に始
まうたとしていいる＼が，そこでは｡｢1925年からのこ
鉱山=のｹ機械化は先駆者であ＼つたトとしてい
る(36)。七の指摘にもみられるよう:に，また重工
業,＼とくに鉄鋼業では合理化過程の第2局面の
始まる1926年以降の時期に設備投資が最も活発
に行われている=こ:とにみられるよﾉうに√炭鉱業
では，他の工業諸部門とは異なり，合理化過程Ｉ
の第１局面において機械化を中心とする｢技術＼
的合理化土が強力におしすすめられ，すでにこ………1万……:==こ]こ:……万万'
の時期にそのピークに達してい=ること,▽この段………ｿﾞ……=)………j＼ﾉﾉ=……1
階でjは合理化の諸方策のなかでもこめ＼ようﾀﾞな十＼j･ﾐ〕∧j……………
｢技術的合理化｣の諸方策が最も重要な役割を巣…　………万……
…1ﾚｿﾞ………｣……………:……
して/いたこどに注意して=おぐ必要があろう万．　　　………………ﾉﾉ………:〉j……
　ただ，機械利用にと=もなう採炭高の増大，生………ｿ……＼六白………ﾚ………
産性の上昇などをみる上で考慮に入れておかな犬ﾕ……ﾉ･.〉……=＼…………宍=……
I
ければならないことは,ノ企業集中をテゴとして犬　;………I//=.〉j/万丿万j･..･
おしすすめられた｢消極的合理化よ(“negative十∧……=＼∧ﾉ…………I……
Rationalisierung”)の諸方策がそごでは大きな　□…………＞∧=……万
役割を果していたということである．炭鉱業で＼ﾉﾉｿﾞ.／y万万･一万.:･=･=j:j･=･==1:=･f
は,1925年忙ぽぼそのピークに達し,ﾉそして1927……∧ﾉﾀﾞy･.＼……=j万…………，
七=至う＼だ考えﾉられる機械化と
ﾚ1926年ま/での時期には企業の
すすめﾚられてお
凍を補完したと
(る企業数は，ド
であﾌﾟづたが,1925
314社に減少
も:1923年の
乙=叩7人,ﾚざらに
して=いﾀﾞる(37)ニ(表18
傾向がみられ,万そ
社から19郎年には
数/も134,
19参照)。
数をみる
71,000人
lが閉鎖ﾉさくれているが,十これ
y雇用す＼右甘め炭鉱が1926年
57両大戦間期のドイツ重工業における技術的発展と合理化（山崎）
表20　:1923年から26年までにルール地域において閉鎖され
　　　た炭鉱数の推移
年　　　度 閉鎖された炭鉱の数 そこでの就業者数
　　　1923
　　　1924
　　　1925
　　　1926
1923-26年の合計*
13
24
31
19
87
1,500
8,398
35,810
25,293
71,000
（注）：その=うち1926年には5,778人を雇用するﾉ11の炭鉱が操業を
　　再開している。
（出所）:D. Warrineｒ.　Ｃｏｍｂｉｎｅ　ａｎｄ ＲａＢｏｎａｌｉｚａｉｉｏｎｉｎ　Ｇｅｒ-
　　　　ｍａｎｙ １９２４-１９２８. London, 1931, p. 193より作成。
に操業を再開しており，したがって, 65,222人
を雇用する76の炭鉱が完全に閉鎖されたことに
なる。このように，合理化過程の第１局面にあ
たる1926年までの時期に炭鉱業では機械化が急
速にすすんだが，そこでは，同時に経営の集中，
炭鉱の閉鎖など｢消極的合理化｣がドラスチッ
クにおしすすめられたのであり，このような整
理過程は√強力な機械化の進展とともに1924年
以降の採炭高の増大，生産性の向上に大きく寄
与したのであった。　　　　　　　し
　この時期の炭鉱業における機械化の進展にと
もなう採炭高の増大，生産性の上昇をみる上で
注意しておかなければならないいまぴとつめ点
は，このような機械化の進展は一層大規模な組
織的諸変化と結びづいていたので(38)，機械の導
入それ自体がどの程度生産性を向上させたかと
いうことを確認することが困難であるというこ
とである。例えば,し坑夫の作業形態は孤立した
個別作業から給付標準(課業)および時間統制
のもとにおかれた集団作業へと変化しており，
そこには，テイラーの考え方の適用をみること
ができるが(39)このことはシェーカーコンベア
を利用する経営においてみられたとされてい
る。そこでは,個々の労働者およびグル,一一ﾌﾟは，
彼らの労働給付の標準においては，ストップ・
ウォッチでの測定によって算定される課業を義
務づけられていた(‘o)。上述したように，坑内運
搬のための機械設備であるシェーカーコンベア
の導入はたんに切羽運搬の機械化という面には
とどまらず,それは運搬労働を厳格に組織化し，
三交替制の円滑な実施を可能とし，ひいては全
坑夫に課業労働を強制することになった(41)。す
なわち，このようこな機械的搬送システムは坑夫
の作業における諸変化をもたらし，個々の労働
者は時間の計測によって算定された課業を強制
されることになった。そこでは，作業の種類に
応じた段階的な出坑にょって損失時間が回避さ
れたとされている(42)。このようなテイラー･プシ
ステムの諸方策にみられる課業管理の導入は中
部ドイツこの褐炭炭鉱においてもみられる。この
炭鉱でも, 1920年代半ば頃から合理的な作業方
法への転換がすすんでいるが，そこでは，(とく
にテイラー･ヶシステムによる)労働強度の増大
と同様に，新しい機械設備が大きな役割を果し
たとされている(43)。　　　㎜　　■■　　■　㎜　㎜
　このように，炭鉱業における機械化には労働
組織の変革や賃金制度の変更，管理の強化など
をともなっている場合が多くみられ,上これらの
諸方策は機械化による技術的諸変化を補完した
ことに注意しなければならない。石炭業でも，
労働給付はまだ人間の労働力の給付に依存して
いたので9ﾂ企業家は労働組織の再編成，管理の
強化および坑夫や補助労働者に対する賃金制度
の変更によって技術的諸変化を補完したのであ
った(44)。このように，近代的な炭鉱経営は管理
の一層の強化をはかったのであり，その結果，
個々の労働者はその作業においてはもはや以前
のように自由ではなくなり，自らの作業時間を
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勝手に決めることはできなくなづたとﾚされていく……………る1(?:?'乙I
る‘45)。こうして、このよ=う/な組織的諸変革は目ダ=、
にみえないﾉかたちで¬層の労働強化をもたらﾄし……………=Ij
たのであり√機械化と結びついてそれは労働生
産性の向上において大きな役割を果したのであ
った．　　　　つ∧‥‥‥　　‥‥:･　･..･.・　　　・　.・　..
　なお石炭炭鉱においては,(褐炭炭鉱と比べるこ
と，一般に機械の導入条件が不利に作用したと／
されているレぞの理由として凪◇①個人的に経
営されていた多くの小規模な炭鉱がひ=きうづき
存在していたこﾀﾞと，②多;くの炭鉱所有者の保守
的な態度,＼③市場，労働および輸送,/そして他
の同権の点=における諸問題をあげﾉることができト
る叩)J……………=　　　………=　　し∧　八入
　そこで√/つぎに褐炭炭鉱における機械化の進
展に/ついてみておくっと,=そこでは，厚層の特質
およﾚび地表との近さが採炭作業および精製作業
のぽとんどすべでの領域をほとんど完全に機械万
化する＼こ=＼とをﾉ可能ﾆにしてきたとﾄ吝.れて＼い
る(47)．すなわぢ．鉱山業とりわけ石炭採掘にお
いても，｢動カエネルギツＴの分配力ぢ工場制度の
場合と同様に√克服しがたい困難をもたくらして
いた｣ために,ニ蒸気機関の使用は抵抗にであっ
たのであり/√1900年以前には,⊃搬出と通気以外
には蒸気機関はほとんど用いられておらず,＼こ
の時期にはi一石炭輸送を除いでＴ経済的およ
び技術的原因が√=鉱:山業での労働節約的な技術
導入を阻止していたが√｢褐炭鉱業にお¨いでは，
ただ1885年以来特別の発展がみられたノそこで
は露天掘によﾉつて褐炭搬出のための蒸気機関の
設置が,＼あまりたいした困難ﾚもなく可能ガプだ
………J;う,叉
:=こ:万=でB
〉的=に乖拝
＼鋸らﾉに↓
……ﾀ=よ宍
………ン）……,;
∇ルに………よ万:t
･･Wﾐ〃　ノ　ミ･･「　　　　　・･｀･　．　　　　㎜㎜　　　　　　　　　■　■■　　■■■
ためであり.，その結果,ニ石炭鉱業とは違づて労ダ＼……さﾚれﾀﾞ岑か,ﾉ……j
働生産性は，すでに1900年以前に著しく増大し　レノ的
たからであった」：とされている（4≒＼…………　………間=J
　ドイツの炭鉱では√石炭は坑内採掘において……=j=V=Ii
ばﾉ次大戦後の石炭不足の
∧も万ぱふるﾚかに:急速に拡大さ
でありﾚ,∧ ら28年ま
)消費は約ﾚ4％減
増大し
?
よﾚる石炭の駆遂で
りﾚ]も
,にすﾚぎj
??
jか:に少ﾌﾟない生
ぎないからである万。
る石炭の生産費のう
うｿﾞだ=め比対して√中部ドイ
う/も/わずか20％が労賃であ
におけるこの
型的な褐炭炭
ｹﾞぎ取ﾌﾟられ√=そ
yリッヂアそれ
ぷ十め使用に
丿のであ=りこ,ﾀﾞそ･
jがすニぐ記＼もう）度農業目
う＼な方法で堆積］される。
C動ｹﾞさ宍れる歯車機関車に
配接車jに降ノろすチ単一
㈲タイプの蒸気ジョベ
fが処理される〉ノ褐炭は
ﾉ送ｹられ√そこで水分が
∧ﾄか減入らjSこ｡れる。原炭は
Iのﾚた:めlに化学的に解体
Eお＼よ/び家庭の暖房の目
tJ………最初か画終りまで人
Fお……jよjび操作の役割にお
りﾋﾉされでい:る(52)。褐炭
取得されなければならず，グェスこトフアーlイン………J=……炭鉱で:は√しと:i =万く万=4ご露天掘りﾀﾞ炭鉱に=おいて第工次
では,縦坑施設の創出は５年から10年かかるが,づ＼大戦前しにす々ﾉに運搬め機械化ﾉがすすんでいた
これに対して，褐炭の地域では,犬廃石を取り除エニ)/が,ﾚ=ﾄ=jそ:に4万ｻﾞrもJ=採゜炭;l:j
いた後に褐炭が掘削機にようて処理されることﾆﾉj………求=;j=だ=戦時中仁ぱそ:の多……:く万:ｶﾀ手作業によづて行わ
ができる大規模な露天掘り設備が非常にぱやしく………<＼れてﾚおﾉ柾門4:==万丿万採炭作業め機械化か本格的にすす
配置されることができ，褐炭の取得ははるかに＼＼むﾉめ/は四20年代頓入づｹﾞてかﾉらﾚの仁‥とであうた
強力に機械化され，より安くついたとされてい……(表れ参照几宍………=褐炭業6とま
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表2「褐炭炭鉱の炭鉱経営（露天掘り経営）の技術的発展
59
19 13年 19 14年 19 2 3年 19 2 4年 19 2 5年 19 2 6年
東エルペ
炭鉱Ｉ
褐炭の
取　得
わずかな部分が手作業
主に機械による取得
１?および２?から2.5?までの容量をもつ３基の
機械ショベル
３基の連続バケット掘削機
　そのうち１基は二重掘削機
３基の機械ショベル
３基の転轍機
搬　出
チェーン規道，２基の主電動力
４基の羽根チェーン動力
４基の移動式中間歯車
lOkfflのチェーン規道
1,300台の鉱山運搬車
１キロリットルの電気機関車,750キロリットルの鉱
車
20トンの容量をもつ大型鉱車，５台の電気機関車
20トンの積載容量をもつ６台の大型鉱
車，15トンの積載容量をもつ４台の大
型鉱車，１基の電気機械，第１鉱舎の
接続線
第２鉱舎の接続線
15トンの積載容量をもつ
16台のワイドボディの大
型鉱車
２台の電気機関車
１台の電気
機関車
ライン
炭鉱Ｉ
褐炭の
取　得
もっぱら手作業 　(1916/17年以降)１基の高性能掘削機，１基の坑内掘
削機
搬　出 チェーン規道 チェーン規道
ライン
炭鉱IT
褐炭の
取　得
(1911)
もっぱら手作業
２基の電動掘削機による
機械採炭への転換
１時間当り100トンと120トンの能力をもつ２基の電
動掘削機
搬　出
電動式チェーン規道 ８ヘクリツトルの容量の車を備えた電動チェーン規
道
中　　部
ドイツ
炭鉱Ｉ
褐炭の
取　得
もっぱら手作業 ３?の容量の３基の機械ショベル
75ツェントナーの容量をもつ１基の追切掘削機
および50ツェントナーの
容量をもつｉ基の追切掘
削機
75-1のバケットを備えた
１基のカタピラバケット
掘削機
搬　出 チェーン規道 チェーン規道
東エルベ
炭鉱II
褐炭の
取　得
もっぱら手作業 (1916年以降)掘削機：１基のリューベックのＢ掘削
機　予備用の１基の機械ショベル，１基の転轍機
追切における純粋な手作業での採炭
搬　出
中央ステーションまでのチェーン規道
そこからは索道
改造貨車を備えたチェーン規道による搬送
中　　部
ドイツ
炭鉱II
褐炭の
取　得
手作業による取得および１基の機械ショベル(2.5?
の容量)
手作業によ
る取得およ
び１基の機
械ショベル
（３?の容
量）
60-1のバケ
ットを備え
た２基の連
続バケット
掘削機
純粋な手作
業
手作業および３?の容量
をもつＩ基の機械ショベ
ル
60-1のバケットを備えた
１基の連続バケット掘削
機
2.5?の容量を
もつもう１基の
機械ショベル
搬　出 ６ヘクトリットルの車を備えたチェーン規道 ６ヘクトリットルの車を備えたチェーン規道
(出所):Enquete AusschuB, (Ⅳ)-3, ＤｉｅＡｒbeitｓl臨細昭ｄｍ Ｂｒａｕｎｋｏｈｌｅｎｂｅｒｇｂａｕ　inｄｅｎJahｒe 1913 biｓ　１９２６,
　　　　Berlin, 1928, Abbildung.　　　　　　　　　ニ　　　　　　　　　　＼　　　　十
60
年、度
1913
1913
1925
1926
1927
1928
1929"
企業数
????? ?? ???
就業者数
58,958
58,947
82,023
76,688
72,324
72,589
73,610
〉87,23乱く
　87,228.:
139,724.1
139,150:j
1:50:,5叩こ!
ニ(注):l)し官庁の暫定的な算定に＼よjる．
(出所):ＳtaiiｓtiｓｃｈｅJah咄咄fｕｒ ｄａｓ
　　∧　　したも=の.ト　．・・．･．：
均38.9馬力の出力をもつ30,587台の機械が利用ﾚ
されて=いた(54)。‥‥‥　‥‥‥‥‥＼　……:　＝
　このように，褐炭業においても,し1㈲O年にな
って機械化が本格的にすすんだめであるがけこ
こでは,∇この＼ような機械化の進展にどもない採
炭高および労働生産性がどﾚの程度増大したかを
みておくことにしよう。し褐炭炭鉱＼における企業
数，就業者数，採炭高および就業者１人当りの
採炭高の推移を示した表22によ‥れば，採炭高は
1913年か･ら19叫年までに87,233,1佃卜十シから(
174,454,000トｙに,jすなわぢ約２倍に増大して………万゜芯万乙.=:.=とij
おり,ニこれを価格でみるど, 191,920,000マルク…………で.･.k
がら496,ﾚ294,000 RMに，犬すなわち2j6倍に増大＼ﾚの水
してlいる．就業者も同じ時期に58,958人jから73，　し地域jの
610人に√すなわち1.25倍に増加:しでいる斌就………j万゜れ.た.=と
業者１人当り‥の採炭高も1,480トツから2↓370∇ﾄ…………………Iﾚa):
ンに，すなわち60％増大していくる．さ:らに褐炭…………ﾉ………=.b/)ﾑﾉﾌﾟ
炭鉱におげる労働者１人当りの採炭高の推移を…………万しし=………j………
主要地域についてみると(表23参照)，西エルペ……………゜j=(ｽﾞ:I=:=)j=
の中部ドイツ地域，東エルベ地域,トケル丿地域　　∧４丿ﾉ
のいずれにおいても，労働者１人当り･め１作業………:.ｹ･:万.･,･jy.･φ｡j=)･,=I･一
方当り採炭高は大きく増大しており,〕上述した　…………j 万･=･f:.･j･･).･j=..･==･
よ＼うににかール石炭炭鉱における労働者ｉ人当　＼:………=……………/し
りの１作業方当り採炭高め1913年から28年まで……:<,.…………も:I‥と
の上昇が26.3%であったことを考えると,/褐炭…………:j孝い……し
炭鉱においては機械化が石炭炭鉱=よりも犬はるか………=(製塩j
に容易で，かつ急速にすすんだこともあって,上十……だ=動力
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表23　褐炭炭鉱における地域別め労働者ﾀﾞ|人当りの採炭高の推移
(1913年=100)
61
年　　度
褐　　　　炭1）
西エルベの中部ドイツ 東エルベ地域 ケ　ル　ン　地　域
労働者全体
(露天掘経営)
露天掘におけ
る労働者
労働者全体
(露天掘経営)
露天掘におけ
る労働者
労働者全体
(露天掘経営)
露天掘におけ
る労働者
1920
1921
1922
1923
1924
1925
1926
1927
1928第１四半期
　　第２四半期
　　第３四半期
　　第４四半期
52.0
53.6
61.2
57.3
93.6
118.1
125.7
145.8
159.8
149.7
151.7
179.7
53.3
58.0
67.2
65.1
118.1
144.3
154.8
177.8
189.7
174.1
179.4
214.5
46.9
50.0
57.6
60.9
94.2
127.7
143.5
164.2
166.1
149.5
150.8
150.1
46.1
54.7
62.2
66.6
102.6
141.9
161.2
186.2
183.0
161.8
162.7
163.4
60.6
64.4
68.4
　　－
110.9
123.6
139.3
180.0
197.3
187.5
190,0
201.3
61.3
66.9
72.6
　　－
112.0
132.6
152.6
181.1
195.9
186.1
188.9
200.0
（注）:」）プロイセン地域のみ
（出所）:Enquete AusschuB, （III）-1,　ａ,　ａ,　Ｏ,S. 85.
には，蒸気機関では1,091,311馬力，電動機では
240,555馬力であったが,1925年にはそれぞれ4，
266,788馬力, 2,614,268馬力となっており，そ
れぞれ3.9倍, 10.9倍に増大をみていjる(5?)6また
作栗機の動力として利用された風力機・水力
機・熱力機の馬力数は, 1925年から33年までに
1,866,545馬力から1,846,029馬力に，すなわち
1.1%減少しているのに対して,電動機の馬力数
は可じ時期に2,073,888馬力から3,049,989馬力
に，すなわち47.1%増大しており(57)，1920年代
の合理化の時期にすすんだ産業電化にともな
い，炭鉱業においてもこの時期の機械化は電力
利用の増大と結びついていたことがわかる。例
えば，プロ千セ=ン炭鉱においては，シェーカー
コンペアのそ一ター数は1913年には2,200であ
ったが, 1925年には9,398に，すなわち4.3倍に
増加しており(58?，またル十ル地域においては，
1913年から1926年末までにそれは24台から104
台に，すなわち4.3倍に増加しており，シェーカ
ーコンベアの総延長は26kmから91kmに，す
なわち3.5倍に増大している(59)。　　　　　ニ
　つぎに，炭鉱業におけるこの時期のこのよう
な急速な機械がどのような諸結果をもだらした
か，とくに労働者におよぼす影響にういて考え
てみることにしよう(60)。アンケート委員会の調
査報告によると，石炭炭鉱における調査された
経営の進展している坑内の機械化の目的は，1経
営費の節約，労働者１人当りの採炭高の増大お
よび安全性の向上にあうたとされている。なか
でも経営費の節約についてみると，それは労務
費の低減と爆薬の節約に分けられるが，前者に
おいては，間接的にしか生産にかかわらない多
万くの労働者（補助労働者）が節約されうるよう
に経営は機械化によって再組織されたとされて
いる。また安全性の向上についてみると，コー
ルカッタやシュートの導入に関係する労働組織
の諸変化に関して，車が石炭を受け取り，そし
て運搬斜坑まで運んでいく切羽坑道を一杯にし
て長壁式採掘か水平坑道から水平坑道まですす
むということが，以前には広く行われていた長
壁式採掘の特徴としてあげられるが，この運搬
斜坑は危険の源泉であり，劣悪な作業条件のも
とで行われなければならない修理を必要とす
る。充てん係はまったく低い坑道を通って車を
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となった(6七またＬ√ポヤプによれば,≒厳しい天六十石:ツ)=j6＼=こ万.一万.:万仁･.万･･う:
候のもﾉとでの手作業,＼また肉体的に非常にはげ…………==j=ｲﾋ=iまj労働名
しく酷使され右手作業の根本的な軽減は掘削機∧＼ｹか労働災害
の導入と結びついでいたと＼ざれているりノさら………万万
..=.万一.点万一j･4こ.･.一万:･.も万万.注丿意
にＥ.シヤｊレダッノｖによれば,機械化に:よ･づで発…………:･
.
･道･具.･:でj.･の
.
作
破作業が不要jとなり√岩石の速やな除去紅よyび………::゜:だ
I
:jJ:JJ:そ万‘れt=ま゜
廃石の充てん挿入にようて危険な場所は短い時…………cheidられjられt
間で離れら.れることかできた=ほか√鉱山用電気＞＼が↓]ﾉﾉ)労ｲ動者
表示器の如き近代的な補助手段
9 .1:岩粉法,入溢流………ｽもくらj.:こて.･.･作･券
法の改善などの導入.は坑夫の作業の軽減に役立………右/よ………j一一ﾌﾟ.万口.万j.ｲ･
．
つたとざれている．∇また機械作業がもたら=した……:害件数ﾉぱ19
ところのしばしばみられjた共同作業は労働者に〉＼ﾉが機械化の
より大きな安全性を与えたとjされてやる門．……
…
…ドliに
のように，炭鉱業におけるこ＼の時期の機械……………=件数の増加
化の進展によつ:で労働者の作業の負担が軽減さ◇十社会民主党
れたほか，作業上の安全性も高めら＼れてﾉお＼りJ，………jl=る:こ議丿論の対
石炭採炭の領域においても√ごめような部分的∧万……∧そ=てごｹﾞかj4ｿ……:
な機械化でもってはじめて他の工業諸門:なくみの…………病め::発生状
作業条件が存在するようになうたとさﾄれでい:　=……万じ£.･=:･ジ.:･jj.･.･j･シ=地
る(64)．しかし，機械化にとjもない労働災害，疾……:……生状1況め推
病の増加や二層の労働強化がひき1おこされてお………=ら25年ま=jｹﾞで
り,白炭鉱業における機械化が労働者に不利な影犬ﾉ働災害件数
響をおよぼした点をも重視しな:ければ=なちない　＼に;=ﾉす･jな･わj:万
であろう。 Ｅ.クヤルダッハyは,＼この時期の炭鉱ﾉ……ﾚ:か労働丿万災゜害
経営の機械化が労働者に対して十方では危険に………万万=数万
I
の割合宍は
対する保護をもたらしたが，他方では彼の生命二………分゜t乙丿減少万L
のより大きな危険をもたら＼したとしている=ノ機………j発･J生=
I
し
.I.･･か･･労
械の大きな騒音は差し迫る危険のさ=いめ鉱山め十ﾚれなトケ÷
鳴動をあまりよﾆく聞こえないようにさせたとし八入＼な寸4ﾔ…………不.幸
ている．恐らく坑夫は以前にはあま＼り大規模な………万お=こﾉ)らjlだJjlj=と1
技術的補助手段を自由に使うごとはでぎなか
‥づ十六:どめ被害者
たが√彼は何年もの炭鉱での作業しによってj劈開　∧いうレケ÷ノメ
および天候の激変の差し迫る＼危険に対する直感……………必万要ｶﾀあ万万ろ:
を身につけたのであった．ﾄしかし,ト電気照明=を十∧炭鉱にﾚお計
備えた騒音のはげしい近代的な炭鉱経営はこの＼＼み/る=七ﾉ(表2
ようトなj直感を大きく低下さ
.
せたと∇しﾉでい　…………ら･.･
.2･61年･iと･j･=･l;
る(6‰しごのように，炭鉱においてlは,つつシェーカ………す牡呪jｹﾉj･坑
－コンベアやゴ六ルガッタの騒音は，労働者が十万斯紅=501,:788
岩盤の動きを聞き，そしてﾄそれによって倒壊の……万･ .･増･力･口.･･しﾈ.･･.･:ｽﾞ一万･Q:=ゝ･
ことﾌﾟを妨げたのであ:つ
こ
た
．また危
､･1y.41t･.f.･l.･i.-､｢Z･え=i:.･h.･･i°､..･...ゝ･･. 　.-･nhttp://www.●.･S｢ﾋ･に:｣=よ.･ら1で駆遂され
万は増加してい
==こ=のj時期の機械
7けでなﾚぐ，二方
･るﾉこ:とﾌになった
√また圧搾空気
こと きないとざれてい
磨よれ凪∧年間災ど : ばＥ丁 災
い＼る＼が√ﾉこのこと
るﾆご＼と]は官庁サイ
こめようﾚな災害
叫に憾たびたび
び州議会にお＼け
いる叩。＼∧
動災害および疾
∠まずオ÷バ十。……シ=ユlｲ
昿に幸ﾚけﾚ右労働災害の発
表24に万よ＼れyば, 1912年か
険者1のうぢ申告された労
きjはt3ﾚ.48%から23｡85･％
加=しでい右力斗＼申告され
義務の＼あｹﾞる労働災害の件
6かﾚら8.17%に,すなわち約半
レこくのｿﾞよｿﾞうｿﾞに4ﾀﾞﾉ･炭鉱にお:いて
対象ﾅと認定さ
そればかりで
によって
な､いほ
れると
ておごく
での石炭
の推移を
,077件か
％増加し
ﾉは同じ時
ち約25％
によ:る労
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表24　オーバーシユレユン地域の石炭炭鉱における労働災害
　　　の発生状況
被保検者のうち申
告された労働災害
件数の割合(％)
被保検者のうち補
償義務のある労働
災害件数の占める
割合(％)
申告された労働災
害のうち補償義務
のある労働災害の
割合(％)
1902
1912
1916
1919
1925
　9.11
13.48
12.33
　8.72
23.85
1.92
2.29
2.41
1.89
1.97
21.12
17.01
19.51
21.68
8.17
（出所）:Enquete AusschuB, (lV)-2, a. a. O., S. 236
表25　1924年から27年までの石炭炭鉱における申告された労働災害の増加‘)
63
1924 1925 1926
1927
上半期
申告された労働災害の総件数
10,000作業方当りの申告された労使災害件数
坑内における申告された労働災害件数
10,000作業方当りの坑内における申告された労働災害件数
鉱石および石炭の落下による申告された労働災害件数
10,000作業方当りの鉱石および石炭の落下による申告された労働災害件数
61.077
　5.42
50.788
　6.02
18.075
　2.14
72.896
　6.19
62.336
　7.06
23.263
　2.64
72.688
　6.76
63.330
　7.66
23.781
2.91
48.603
　7.47
42.757
8.60
12.487
2.56
(注)：＊)炭鉱連盟の報告による数値
(出所)：Eb四加:, S. 239.　　　犬
働災害件数は18,075件から23,781件に，すなわ
ち32％が増加しているが，とくにこのような労
働災害は，坑内採掘における機械の利用にとも
なう騒音の増大によって労働者が差し迫る危険
を十分にはやく察知することが困難になったこ
とに大きな原因をもっていたといえるであろ
う。またこのような災害については，合理化さ
れた節約経済に規定された安全装置や保護装置
の欠如の結果，鉱石や石炭の落下が多くの犠牲
者を必要としていたということが非常に特徴的
であったとされている(69)。さらに疾病の発生状
況についてみると，この時期にみられた「技術
的合理化」の各諸方策と具体的な疾病の症状と
の関係は表26にみられるが，ライン・ヴェスト
ファーレン地域のある石炭炭鉱における疾病件
数の推移を示した表27にみられるように，発生
している疾病のほとんどが1925年に最も多くな
つていること，また疾病の内容が多岐にわたっ
ており，しかも重い疾病が多いことが特徴的で
ある。　　　jト
　このように，炭鉱業におけるこの時期の「技
術的合理化」をみる場合，それが労働者におよ
ぼす影響においてはこのような２つめ相異なる
諸結果をもたらしたことに注意しておく必要が
ある。
∧　２．鉄鋼業における生産技術の発展と合理
　　　　化：　　　　　　犬
　づぎにドイツ重工業の基幹をなす鉄鋼業を取
り上げ，合理化の時期における生産技術の発展
をあとづけ，そのなかでド｢技術的合理化｣の主
要特徴をおさえ，そのあり方・性格を明らかに
していくことにしよう○　　　　　　　　　　　■
　し(i卜鉄鋼業における生産技術の発展
64 ダ　　ト＞　……高･知大学学術研究報告:第41巻ﾌ……………(1992年)ﾔ:………:.:･社‘会科学二……ﾄ……………………
表26　石炭炭鉱にしおける労働者の健康状態にﾀﾞおよぼす丁技術的合理化よﾄの影響＼
疾病の発生した部位
筋肉組織　　　九
関大節　白
指先め感覚
神経系＼／
聴十覚　　　　　十
呼吸器系▽
皮　膚∧　十
全般的な肉体状況
一般的な災害､の危険
(出所);コＥｂｍｄ,　Ｓ.２‘Z5.
J犬　　‥‥‥　‥‥
I
:　　　……万………＞ｻﾞしこし…………∧……jJj=;::
ト衣づﾉﾘ皿＼ハルドケ↓……
…jｻﾀﾞ十jﾒ(ｿﾞ4j万万}･ヽ戸づニリ水ゲハル（叶言介巾j=j万申ニ2万jヤ万jヤjキ
ニこ
ヤ1ニドメ|メヤjjソTニヤj才jヴアや今育
さまざまな道具にニよる粉じんjの発生↓…………j岩二粉方式=万めＩガ:j=ニyメめ粉ニロニんの=発生J＝発破のさ
|:ﾖ
表27　ライン･･ヴェストファヤレン
　　　･件数の推移＼上　　　　　＼ltixC/ﾉ1旅ぞi･
絶　対　件　数*
1912年と
の1920年
]の対比
1920年と
の1925年
の対比1912 1920 1925
潰　瘍
足関節打撲症
脊柱，あご，中手骨部，脚の
骨折,足の指の打撲症,肋骨，
骨盤，肩甲骨の打撲症
鼻骨骨折，脚，足，指の打撲
症，脊柱の打撲症
中手骨部の打撲症
頭がい骨，鎖骨，肋骨，腕，
骨盤，足の指，指関節，中足
の骨折，股関節打撲症
指の打撲症
炎　症
腕の打撲症
足の指の打撲症
脚の打撲症
指の骨折，中足の打撲症
　　就　業　者　数
　(410)
　(23)
(35)
坤
　(69)
　(25)
(865)
(207)
　211
　125
　432
　　31
3,289
1,488
　　51
　　77
　(7)
　　81 .
　　63
1,011
　374
(209)
(112)
　531
　　27
3,395
1,502
　123
　106
　　21
　180
　､28、
､1,766
　291
　299
　U9
(286)
　(18)
3,044
　＋262％
　＋122％
　＋120％
　－42％
ﾚ＋17％.
＋152％
　＋,17％
・＋81％
　－1％
　一n％
　＋23％
　－13％
　＋3％
　＋8％
＋141％
　＋38％
＋200％
＋122％
　-56%
　＋74％
　－22％
　＋43％
　＋6％
－46％
－33％
－10％
（注）：*）それぞれ３つの数字の最大のものがゴチックにされており，最も
　　　　zl､き１、ぷ膚峠必､｡,､T-7≫HI*･1ヴi､Z小さい値はかつ=こ｡で囲まれてあ]るぶ………jl.=一一j｡･
（出所）：Ｅｂｅｎｄａ.％. 230√
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　　　１)製鉄部門における生産技術の発展
　まず製鉄部門における生産技術の発展をみる
と√そこでは，高炉への原料装人の機械化・自
動化i高炉の改良および拡大をあげることがで
きる。高炉への原料の装人は従来手装人のかた
ちで行われていたが，この時期には自動装人さ
れる高炉がみられるようになっており，それに
よって,人間の労働力は大幅に排除される(70)と
ともに，装人速度の上昇によって生産の効率化
がはかられた。また装人速度の上昇にともない
高炉の容量も拡大された。そこでは，例えばそ
れまでの400m3の容量をもつ高炉が廃棄され，
そのかわ万りに600m3の容量:をもつ新しい高炉や
800m3の容量をもつ新しい高炉が配置されるよ
うになり，1,000トンを超える丁日の生産高が数
基の高炉によって達成されている(71)。この時期
の近代的な炉は約800m3の容量をもち，以前の
ものに比べると約3こ倍の寿命をもっていたほ
か，送風においても，より大規模な機械設備の
建設によって一層の改良が実現されてい
る(72)ｏ　　　　　　　　　＞　　＼　j
　そこで，合同製鋼についてみると, 1926年１
月14日から９月30日までの第ｔ営業年度には，
アウグスト・ティセン製鉄所において高炉の一
層の拡大が行われている(73)。また第２営業年度
(1926/27年)にはアウグスト・ティセン製鉄所
の第８高炉の新規建設が行われていたが(74)つ
づく，第３営業年度(1927/28年)には，ティセ
ンのこの第８高炉が完成したほIか，ボフーム・
フェラインにおいて高炉設備のための２基のガ
ス装風機を備えた新しい機械室が完成してい
る(75)。第４営業年度(1928/29年)には，ヘルテ
ル・フェラインの第２高炉の改築が終了したほ
か, 1,500トンの容量をもつ新しい混銑炉(Ro-
heisenmischer)が操業を始めており，またルー
ルオルトーマイデリイピの設備も新しい混鉄炉
の配置によって拡大されている(76)。世界恐慌へ
と突入する第５営業年度(1929/30年)にも，ル
ールオルト・マイデリイヒ製鉄所において第９
高炉が日産750トンの生産能力に拡大され,高炉
の送風の安全性をはかるために新しいガス送風
機が作動するようになっており，またヘルデ
65
ル・フェラインでも第５高炉が完成している。
さらにこの営業年度にはドルトムント・ウニオ
ンが閉鎖されていた第４高炉の操業を再び開始
している叩。また合同製鋼以外の混合企業をみ
ると,/IIにおIいて指夥したように, 1927年から
28年にかけての時斯に，クレックナーはゲオル
グス・マリこン製鉄所に新しい高炉を建設して
おり，クルップもエッセン中央工場を完全な｢結
合工場上(‘'gemischte Werke”) に拡大する尭め
にこの工場に大型の高炉を建設している。‥ヘッ
シュでもこの時期に大規模な拡張が行われてい
るが，その事例のひとつとして新しい高炉の建
設をあげることができ＼る(78)。　　＼　十　ノ
　このよう＼に，製鉄部門では，高炉への原料装
入の機械化・自動化がはかられ，それとともに
高炉の容量が拡大されたが，合同製鋼におﾚいで
みられたように,し製鉄部門における機械化とそ
れにともなう設備の拡大は，主に銑鋼－貫の製
鉄所において行われている。つまトりレこごでの
｢技術的合理化｣は，:つぎの工程である製鋼部門
における生産技術の発展との関連をもらてjおし
すすめられたことに注意しなければならない。
またアンケ＝ト委員会の報告に基づいて√い
くつかの高炉企業における技術的発展について
みておくごとにしよう。アンケー¬卜委員会はそ
の第４部会の調査において√それぞれ日産最高
300トンの生産能力の２基の高炉をもうドイツ
西部の企業，それぞれ日産最高90トンの生産能
力の３基の高炉をもうドイツ南東部め企業，そ
れぞれ最高100トンから120ﾄ＼ンの生産能力の４
基から６基の高炉をもつ南ドイツの企業を扱っ
ているが,高炉ぺの原料の装入についてみると，
ドイツ西部の企業においては，それは完全に機
械化されたバケット装填によって行われて=いた
のに対して，南ドイツの企業では索道設備によ
って行われており，ドイツ南東部の企業では手
動式の垂直巻上げ機亡よって行われていたとさ
れている。アンケー:ト委員会の報告によれば，
人間の労働給付は本質的には原料および銑鉄の
搬送や溶解工程の監視において発生してい=ると
されている。すなわち，鉱石，コークスおよび
石灰の搬送係や操車係は高炉への原料の積み込
66 ＼高知大学学術研究報告こ第=41巻……jj万ﾚ･I(･19･92,年ﾄﾌﾟ万社会科学,……………=.j･j･;,.=.
みおよび搬送を行い√重力測定係おﾚよ･ぴ測量係
は車のなかにある原料の重量を確認し，そして…………J万=転すl
その差異を調整するのであり，一方チップラ操∧
作係寸ドイツ西部の企業の場合)〉および装填係コ
や装大坏:伴イツ声東部4r)企業芦よび中部万イ…………
ヅの企業の場合)は装大皿を装大するのであるよ=∧
ドイツ西部の企業では,＼装人係の作業は√１大八
の機械係がその操作を行うバケツ下装填の助ﾉけ
でも｡ヴてト行われでいる√ま＼だ＼溶解作業＼係……
(Schmelzer):は,ﾉ職長や管理者と同様に溶解工＼
程の進行を見守り√そﾄし=jて観察しなけれjばなら
ない(79)。しこのように，これぢの高炉企業でも,ト
高炉への原料装入の機械化がこの時期におしす
すめられ，人間が直接かかわる作業は原料およ
び銑鉄の搬送√溶解工程め管理な/どに限られる……
ようﾄになづた。　犬　……………………白＼
　製鉄部門･に＼おけるこのjような生産技術の発展=.=ﾆ===1･
について√金属労働者組合(Metallarbeit政一　………
Verband)の年報は√つぎのよう＼に述べて=い:る。
　｢恐ら:ぐ労働過程の機械化は製鉄業において
最もすすんでいるであろう。こめにくとは製鉄経
営のもつ特質によ=るものである。▽ここでは，連………=･･･ｶ:jjン:期゜･｡;に:.j;i･t
続的に高炉に送られる大量の原料の搬送が問題十∧業集車が垂
となるぶ=その操作にでL人の人間しか必要としな　＼だ他方で……は
いような機械的搬送手段がこ=の目的に適合し七　＼で=]き=:……る=平炉
いる。装人係はずうと以前に姿を消くして==いる。　　＼………:ﾉ畢くご鸚ﾚﾉ万j，
コークス√鉱石およ=び石灰広▽融解工程にとっ………＼推=;移をみ:j名j
両大戦間期のドイツ重工業における技術的発展と合理化（山崎）
土でみた場合，トーマス炉の数は1913年の59基
から1924年には60基とわずか１基しか増加して
いないのに対して,平炉は同じ時期に362基から
466基と104基も増加しており, 1913年の数値を
旧領土でみた場合でも，トーマス炉の数は109基
から60基に大きぐ減少しているのに対して，平
炉の数は432基から466基に増加している。また
粗鋼の総生産高に占めるトーマス鋼と平炉鋼の
割合をみると(表29参照), 1913年の数値を新領
土でみた場合,トーマス鋼の割合は1913年の44.
0％から1924年には41.7%に低下しているのに
対して，平炉鋼の割合は同じ時期に53.1%から
57.1%に上昇している。これを生産額でみると。
トーマス鋼の占める割合は40.5%から37.8%に
低下しているのに対して，平炉鋼の占める割合
67
は53.5%から58.9%に上昇している。また1913
年の数値を旧領土でみた場合，同じ時期にトー
マス鋼の生産高の占める割合は54.5%から41.7
％に大きく低下しているのに対して，平炉鋼の
生産高の占める割合は43.8%から57.1%に大き
く上昇している。＼これを生産額でみても，トー
マス鋼の占める割合=は50.5%から37.8%に大き
く低下しているのに対して,し平炉鋼の占める割
合は44.9%から58.9%に大きく上昇している。
　犬ところで，この時期のトーマス製鋼所の生産
状況をみる1と，そこでも生産技術の進歩がみら
れたわけで，戦前のものよりも大きなトー々ス
転炉およびより強力な送風機の配置にようて戦
前と比べ進歩が達成されている。この時期には，
専門家たちの間では，トーマス製鋼所において
表29　1913年から24年までの各製鋼法による粗鋼の生産と粗鋼の全生産に占めるそれらの割合の推移
年度
生　　　産　　　高
トーマス炉 ベツセマー炉 平　　炉3） るつぼ炉 電　　炉 合　計
1,000トン
総生産高
に占める
割合(％)
1,000トン
総生産高
に占める
割合(％)
1,000トン
総生産高
に占める
割合(％)
1,000トン
総生産高
に占める
割合(％)
1,000トン
総生産高
に占める
割合(％)
1,000トン
総生産高
に占める
割合(％)
1913
1913'〉
1917
1917"
19222）
1923
1924
9,226.0
5,165.6
6,278.0
3,968.7
5,093.8
1,982.6
3.990.1
54.5
44.5
45.6
39.4
37.2
32.5
41.7
146.8
146.8
103.2
103.2
47.0
　6.6
27.0
0.9
1.3
0.8
1.0
0.4
0.1
0.3
7,417.9
6,147.6
7,094.6
5,808.8
6,714.6
4.021.1
5,461.9
43.8
53.1
51.5
57.6
61.1
66.1
57.1
　79.7
　77.3
104.5
100.2
　53.6
　15.9
　13.4
0.5
0.7
0.8
1.0
0.3
0.3
0.1
　72.4
　48.3
198.5
101.4
107.9
　59.1
　76.7
0.4
0.4
5.3
1.0
1.0
1.0
0.8
16,924.8
11,585.6
13,778.9
10,082.3
10,998.9
6,085.3
9,569.1
100.0
100.0
100.0
100.0
100.0
100.0
100.0
年度
生　　　産　　　額
トーマス炉 ベツセマー炉 平　　炉3） るつぼ炉 電　　炉 合　計
1,000M
　　/
l.OOORM
総生産順
に占める
割合(％)
l.OOOM
　　/
l.OOORM
総生産額
に占める
割合(％)
1,000M
　　/
l.OOORM
総生産額
に占める
割合(％)
1,000M
　　/
l.OOORM
総生産額
に占める
割合(％)
　l.OOOM
　　/
l.OOORM
総生産順
に占める
割合(％)
l.OOOM
　　/
l.OOORM
総生産額
に占める
割合(％)
1913
1913"
1917
1917"
19222）
1923
1924
751,135
420,439
970,840
609,187
　　　　－
　　　　－
381,805
50.5
40.5
40.0
33.1
　－
　－
37.8
15,333
15,333
22,105
22,105
　　　－
　　　－
3,488
1.1
1.5
0.9
1.2
　－
　－
0.3
　66,780.8
　55,571.5
1,281,845
1,081,250
　　　　－
　　　　－
　594,884
44.9
53.5
52.8
58.9
　－
　－
58.9
34,131
32,816
82,178
78,903
　　－
　　－
6,689
2.3
3.2
3.4
4.3
　－
　－
0.7
17,991
13,942
70,731
45,552
　　－
　　－
23,126
1.2
1.3
2.9
2.5
　－
　－
2.3
1,486,401
1,038,245
2,427,699
1,836,997
　　　　－
　　　　－
1,009,992
100.0
100.0
100.0
100.0
　　－
　　－
100.0
(注):1)新領土を基準
　　　2)1月から６月まではオーバーシュレユジェン東部の生産を除=く。
十　　3)塩基性平炉および酸性平炉によって生産された粗鋼の合計。犬
(出所)：Eb四加!, S. 86より作成したもの。　　　　　　ニ
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は，はる＼かに大=きな混鉄炉:の建設およびよﾀﾞり多＼　:ﾉの転炉かjﾉら万構成者]れ岑転炉峰
くの転炉の操業開始によって収益性は高ﾅめられ∧＼第ﾚj
うる，とされていたがi　そこでは√くこのよう○な………日･jの｡･
諸変化は十般的に，既存の構造めlものがそれ以I…………j量
上の負荷に耐えることを可能には,しなかづた。，……………):1I=:
それゆえ↓二般的には,＼そめよ=うしな根本的な諸▽……:=一万で｡･
変化はまったﾉく新しい製鋼所の建設をもﾄたら七…………I……交T
た(83)。また酸素を多く含んだ風を送るこ,とによ犬万み
って,十転炉で生産される鋼の品質の向上に成功………:I備
した(84)。この＼ように，卜ごマズノ製鋼所では√強　ノご
力な送風機の配置がトーマス鋼の生産に=おいて
大きな成果を＼もたらしたどいえるノさら＼に転炉
め容量の拡大をみると,∧こ＼の時期には√トーマ
ス転炉の容量は16トンから30下ン以上にまで拡
大されてい:る(85)。合同製鋼では√第2ト営業年度
(1926/27年)に，アウグスト・ティノセｙ製鉄所
において新しい転炉の配置による下－マス=製鋼
所の拡大が行われており√その結果,∇この工場
の粗鋼の生産能力はこの営業年度の半ば以降に
は年間約250万トンに拡大されたほか↓ノレールオ
ルト･ヤイデリイjピ製鉄所の新しい転炉の配置
やドノレトムソト・ウヒオソにおける新しい下し
マス転炉の配置がみられた(86)。 ま た クレックナ
ーも1927年から28年にかけての時期にパスペル
製鉄所に↓基の転炉を備えた新しいトごマズ製
ば,］
備を，
鋼所を建設している．ヘッジズでもこの時期に　…………ﾄ
大規模な拡張が行われているか，それには.,‥新＼………(L
しいトーマケス製鋼所の事例をあげるごとができ　＼………ン
る(87)ｏ　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　ﾄ1さﾚ
　つぎ=にアンケート委員会の調査報告に基づい………万=j で
てこの時期の下←マス製鋼所における生産技術万………j……1｡9
の発展=をみておくことにしよう．＼アヅケヽ¬ト委＼ト炉
員会はぞの第４部会の調査にお＼いﾔで,＼ド千ツ西……ｹﾝｿﾞ･き万
部の２つの＼ト：－マス製鋼所および中部ド子ツの………に..･..:万=..･1:
=1つの下一マス製鋼所を取り上げでいるが√こ………1万こ=I
れら３つの経営すべてにおいて√調査の行われ…………1所
だ1913年から1920年代後半までの筒に卜-Ｔマズ………万万丿鋼
転炉の数が増加したとされている．市部ドイツ……I定
の経営では,ス926年３月にそれぞれ12しトンの容∇＼j･:一万･･.t･9
量をもう４基の転炉に第:5番目の転炉がさらに十………万ｶﾀ
加えられており，またド千ツ西部のあ=る工場で………=jj部
も，伺様にそれぞれ16ふ=トンの容量をもづ4=羞万……/jjﾄ
６月に
ﾚれてお曹,ﾉ同じ地域
ｹﾉ.そ.･=れ.ぞ...･れ訟ドンの容
Eに第ﾚ6ﾚ転炉が1927年
⊇::ま==だ送風機につい
におい
ｿﾞさ……
I
に
Jる:?隻ｿﾞ……さらlこ搬送設
ﾌﾟｲﾚﾂｼﾞの製鋼所では，
期間:にわjたって同じ
ﾉの＼に対して,十ドイッ
ヤ＼氏]……:搬送設備は一
営設備の拡大と＼の関
す強化ﾌﾟさ]れた。例え
べの搬送のための設
ﾚあ……jる::製鋼所では，混
脊ペノのj搬送のための
暑さﾉれた土台の蒸気
羽年にかけて同じ目
車が導入ｊ=れたが。
レトノ丿力数は変わら
/たﾔﾄﾞ半ツ西部のもう
年かﾚら↓4にかjけてめ
溶量をもう∧2:基の
]およびそれぞれ40
J/のy走行クレーン
に10:ﾄ
が配置
[にﾚは√トご々ス転
おいては大
いくて取==り上げられた
営に雷いては,▽製鋼
してお非,それゆえ。
祀ﾉ]よづで決定的に規
規模な高炉の配置後
報告期間jに転炉設備
:と=がで]きたノドイツ西
お卜て,ﾌ=高炉設備と
係:が最ﾉも=ぱづきりと
両大戦同期のドイツ重工業における技術的発展と合理化（山崎）
明らかになるとされている。この製鋼所は当初
は月52,000トンの生産のために建設されてお
り，一方高炉設備は1925年９月末では約38,000
トンしか生産することができなかった。規模や
生産能力と同様に，とりわけ高炉設備の有効利
用が重要であり，高炉の数はあまり重要ではな
く，とりわけその能力が非常にさまざまな大き
さである場合には，高炉の数は重要ではないと
されている。また製鋼所における生産量におよ
ぼす銑鉄生産の影響については，さらにすべて
の銑鉄が製鋼所に供給されるか否かが重要であ
ったとされている。南ドイツの製鋼所およびド
イツ西部のある製鋼所では，すべての銑鉄が下
－マス製鋼所に入り，その結果，これらの経営
では，銑鉄生産の規模が鋼生産の発展にとって
決定的であっ=だ。ドイツ西部のもうひとつの製
鍋所では, 1924年から25年にかけては高炉工場
の銑鉄生産全体の80％から85％がトーマス製鋼
所に送られていたが, 1926年から27年にかけて
そのパーセンテージは95％から100％に上昇し
ており，その結果，製鋼所における生産のテン
ポに対する銑鉄供給の圧力は最後の報告年度に
はかなり強くなったとされている(90)。
　このように，犬製鉄部門と製鋼部門とを結合し
たこれらの経営においては，製鋼部門における
生産技術の発展は製鉄部門のそれと深いかかわ
りをもっておしすすめられたのであるが，そこ
では，混銑炉の配置が重要な役割を果した。混
銑炉は高炉工場とトーマス製鋼所の経営設備の
中間に調整要素として導入されたもので，さま
ざまな出銑および高炉の銑鉄を混合することを
目的とした炉であり，それでもって，製鋼所は
銑鉄のより均一な品質を得ることができる。さ
らに，とりわけ，同様に銑鉄の品質の改善に役
立つところの銑鉄の脱硫が混銑炉において行わ
れる。またその調整機能を備えた混銑炉は同時
に一種の緩衝機として働き，そこでは，それに
よって製鋼所における生産のテンポに対する高
炉工場の圧力がある程度まで保たれ,犬そして制
御されるのであり，その結果，ある工場におけ
る中断はすぐに必然的に他の工場にまでひろが
ることはないのである。にこで調査の対象とさ
69
れた３つの製鋼所に｡ついてみると，南ドイツの
経営では√1913年から1920年代後半までの調査
斯間全体を通じて300トンの容量をもつＬ基の
混銑炉しか存在しておらず，ドイツ西部のある
経営でも,750トンの容量をもつ１基の大型の混
銑炉と/それぞれ200トンの容量をもつ２基のよ
り小型の混銑炉がみられたが，つねに２基しか
使用されておらず，その結果，つねに１基が予
備としておかれていた。またドイツ西部の:いま
ひとつの経営では, 1913/14年から1926年12月ま
でそれぞれ1,000トンの容量をもつ２基の混銑
炉が稼動されており,1927年１月には1,400トン
の容量をもつ第３混銑炉が追加され，それにょ
って，混鉄炉は銑鉄生産および鋼生産のかなり
の増大に合わされることになったとされて=い
る（91）ｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥ニ
　かくして，トーマス製鋼所においても, 1920
年代の合理化の時期に生産技術の発展がみられ
たが，その結果，下－フス鋼の生産は大既ぐ増
大している。入表30は1924年から29年までの各製
鋼炉による粗鋼生産の推移を示したものである
が，それによれば，トーマス鋼の生産高は1924
年の3,990,1000トンから1929年には7,390,500
トンに，すなわち85.2%の増大をみており，ま
たその生産額でみても,同じ時期に381,805,000
RMから640,852,000 RMに,すなわち67.8%の
増大をみており, 1920年代の合理化の時期に大
きな成果が達成されたことがわかる。しかし，
上述したように，ヴェルサイユ条約による領土
の割譲にともなう原料確保の問題から，平炉に
よる鋼生産の比重が第１次大戦後に高くなった
こともあって，こめ時期には,/製鋼部門におけ
る生産技術の発展は，むしろ平炉の改良・発展
を中心にしていたものと思われる。　　　　ニ
　そこで√つぎにこの時期の平炉の技術的発展
についてみると，その主要なものは，炉の大型
化，炉の構造の改良，溶銑の装入方法の改善な
どにみられる。第１次大戦の直前には，当時非
常に高いと思われていた80トンから100トンま
での容量をもつ新しい設備が建設されていた
が，この時期には，このような経営方法は，は
るかに大型の炉(150―200トンの容量）が生産
70
年度
1924
1925
1926
1927
1928
1929
トーマス炉
ﾄ生産高=
!,0001トン
－
3,990.1
5,111.1
5,452.8
6,906.5:
6,541.8
生産額
l.OOORM
-
381,805
485,918
480,729
582,008
542,472
640,852
表30……1924年ヵヽ=:ら29年までの
ベッセマー炉
☆生産高
1,000卜し
ｰ
｡･27｡0/
22.5
　･I皿
　０．０
生産額
3,488
2,964
　・㎜
＼尚4
＜／12
＼　0
＼生産高
1,000トン
－
5,461.9
6,607.0
6,581.6
8,878.4
7,489･9
8,332.8
594,884
702,911］
625,199ﾚ
864,587ｿ
706,480ｽ
823,ﾚ416
(注)：゛'塩基性平炉と酸性平炉の生産を合計したもの｡……J,:1:
（出所）:Ｓtａttｓtiｓｃｈｅ　Ｔｏｈｒｂｔtcfi　fｕｒ 面ｓ Ｄｅｕtｘheｒ:Ｒｅｉｃｈ, １９１７√S. lC
を一層効率的なものにす右どいうことを:教えた＼
と芦:れているよただ，こめような大型の炉にお
ける装入および溶解工程には長い時間を要/した
ので，この種の平炉については√それがよ/社多∧
く存在している場合にのみ採算が合うとされて･。
いた6･アメリ==力でﾚは200＼ドシの容量を＼もう12基の
平炉が同万時に存在していた｡七報告ざれていし
る(92)ノドイツでjは，この時期に＼は平炉の容量が……=
50トンから100トン以上に拡大さ入れカレとざれて＼
いる(93)。トまた平炉の構造の改良:としては,二それ十
までの固定式の平炉から傾注式平炉(kippbar-
er Martinofen)への移行がみられる。合同製鋼j
では，第２営業年度(1926/27年)にそれぞれi5L∧
トンと200下几ンの容量ﾚを〉もつ｡2基の傾注式平炉□
がボフーム・フ土ラインにおいて完成されでお＼
り，ルールオルド･マ千デリイ七製鉄所でも200
トシの容量をもつ傾注式平炉の建設が開始され……
ている(94)。またアンケ≒ﾄ=委員会の報告による
と，調査の対象とされたドイツ西部のある平炉……万=
製鋼所では√戦前にはそれぞれ40トンめ容量を＼
もつ３基の固定式の平炉が存在していたが,ト＼
1921年から2j2年にかけて平炉の数およびヤ部で
はその容量も増大されており,犬そこでしは,十それ‥
ぞれ40トンの容量をもつ４基の固定式平炉が使＼
用されており，そのケち工基は1921年から22年十
にかけて60下ンの容量忙改造された。しさらに①
1921年１月には75ドンの容量をyもつ傾注式平炉十
が操業を開始してお今,∧1923年には別の固定式∧
平炉の容量が60＼トンに拡大さ犬れているよぞの結い
果，設備全体の容量は,＼戦前の120下ンおっよび
合ト＜計
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電炉では，高い温度を得るために電気エネルギ
ーを適切な方法で熱に変えることができるよう
になった。また電炉の利用による容易な作業の
規制と正確な溶解制御は，高品質め利用価値の
高い金属製の原料の溶解のための条件をつくり
だしたとされている。高温によって合金鉄の生
産をも可能にしたアーク炉(Lichtbogenofen)
あるいは誘導炉(Induktionsofen)において，思
いどおりの合金の含有量をもつ鋼の生産が行わ
れるようになった(98)。このように，冶金学や物
理化学の研究成果を利用した/この時期の電炉の
技術的発展は，特殊鋼，とくに高級鋼の生産の
増大に大きく寄与したのであった。前掲表30に
よれば，電炉による粗鋼の生産高は1924年の
767,000トンから1927年には142,500トンに，す
なわち86％増加しており,ト生産額でみると，同
じ時期に23,126,000R Mから39,631,000R M
に，すなわち71.4%増加してJいるが，その後は
わずかに減少している。 1927年の粗鋼の生産高
の合計は15,936,600トンであjり，その生産額は
1,494,422,000 RMとなっており，それゆえ，１
トン当りの金額は93.8RMであるが，電炉鋼の
１トン当りの金額は278RMであり，このことか
らも，この時期の電炉の技術的発展は高級鋼の
生産において大きな役割を果していたことがわ
かる○･　　　　　　　　　．Ｉ　　　・　：　　　。　　。
　このように，製鋼部門においても，この時期
には設備投資をともなう｢技術的合理化｣がお
しすすめられているが，そこでは，製鉄部門ほ
どには技術的再編成がすすまなかったことに注
意しなければならないであろう。上述したよう
に，合同製鋼では，製鉄部門にあっては第１営
業年度から合理化運運動の終了する第５営業年
度(1929/30年)まで設備の拡大や新規建設が行
われているのに対して，製鋼部門においては，
第１営業年度にアウグスト・ティセン製鉄所に
おいて製鋼所の一層の拡大が行われたほ
か(99)，第３営業年度にトーマス炉および平炉の
拡大や配置がみられたが，その後については，
第３営業年度(1927/28年)にアウグスト･ティ
セン製鉄所の製鋼所の設備が拡大されており，
またルールオルト・マイデリイヒ製鉄所におい
て最初の傾注式ダルポット炉(der　kippbare
Talbotofen)が完成されている（100）∧ほかはとく
に大きな変化はみられない。ヴァイネルトは，
アンケート委員会の1930年の報告において，銑
鉄生産では技術的にも組織的にも非常に広範囲
に切り替えが行われたが，製鋼所および圧延工
場では，まだとうてい締めくくりをつけるとこ
ろまではいっていない，としている（101）。合同製
鋼の事例にもみられるように, 1920年代後半の
合理化の時期には，製鋼部門における技術的再
編成，とくに技術的革新の導入は十分にはすす
んでおらず，比較的にはやい時期に縮少される
ことになうたといえる1．　　　　　　犬〉
　３）圧延部門における生産技術め発展
　うぎに圧延部門をみると，この時期の最も重
要な技術的発展としては，とくjにアメリカにお
いてその導入がすすんでいた連続圧延機の利用
をあげる=ごとができる。ニ連続圧延機の導入は，
この時期記進展をみた産業電化にともなう電
力・電動機の利用を基礎にしていた。 1930年の
アンケ十ﾄ委員会の報告によれば,ト圧延工場で
は,しつねjに進展している生産過程の機械化に対
して大きな利益を与えた電化が当時の専門家た
ちの間でも，最も重要な進歩とみな吝れてい
た(102)。丁どりわけ大型高炉による銑鉄生産の改
良と，そめ万ために必要な鉱石装填装置には，蒸
気機関がうIまく用いられた。しかし，圧延工場
内部での発展は,=ここにおいても蒸気機関の通
常の使用が=，機械工場においてと同じ矛盾を惹
き起こしでいたため，うまくいかなかった」と
されている。すなわち，「動力体系および伝力機
構による≠ネルギ←の伝達は，作業機の特殊的
な使用を制約しており,十それは道具機を電力で
個別的に動かすようになってようやく克服する
ことができた」のであり√このことによフて初
めて，生産過程自体を労働対象の合理的加工の
基礎とな七，生産過程めいっそうの専門化を達
成し，製作される製品の質をほぼ¬-定に保つこ
とが可能Iとなうた叩3）。こうして4こjの時期には，
産業電化の進展にともない電力の利用がすす
み，電力の利用に基づくこのような労働手段の
技術的発展によって，連続圧延機による生産が
12=　　　:　十　　………高知大学学術研究報告Ｉ
技術的には可能になうている√Ｗ.ペヅカト広
｢圧延技術の新方法は,1922年にはいわゆる連続
圧延の導入を可能に=した(104)士としているここの
ように√圧延部門では,:→般的には，連続圧延＼］
機の導入はこの時斯の最もく重要な生産技術の発…………………=.:工刄
展を示すも=の･といえ宍るで参ろう．…………………1………れ,……日.=･..･=
　しかし,し実際には，しアメサカではすでノにレこの……::j力万ﾀﾞ突
時期に連続圧延機,の導入がすすんでいたのに対＜＼ﾉ机ﾉ
して,＼ドイツでは,＼まだあ:まり取り組まれでおく＼……び第
らず，その導入が本格的にすすむのは1930年代上ﾚﾚアﾌﾟウ
に入ってかぢのことであっ=たふ……これに関して，レ
この時期め下イツの鉄鋼企業におけ:る連続圧延
機の導入についでの合同製鋼の取締役,/エブエ
ーグラーの1930年のアシケー下委員会での報告
が重要であ1るjすなわち,トドイツでば近代的な
連続圧延機を操業させしるには棒鋼の生産の割合
があま＼㈲とも少なかったために√どの=工場でも
アメリ=力式の圧延機を導入するyことができず，
半製品め場合√１ケ所に月産12万=トンを集中さ
せるのがやっと犬であり,＼アメリ＼力に比ぺ=jると√∧
その量は少ない，と報告されている。ま万だ彼ら＼
の算定によれば,j資本コ＼ス下と減価償却費がア
メリ万力の最新鋭の圧延機の導入によ∇つて可能と＼
なる費厠の節約よりもぱるかに大き＼く，例えば
薄板を生産するための近代的な圧延機の導入で
もって１トン当りlORMが節約されうる=としで／
も，まったく新しい設備:に/はすべての付属品を
加えると約4,200万ＲＭかかり，その結果，この
lORMの節約に対して資本コストが１トン当り：
９ＲＭかかることになり，このよう:な機械設備
の導入はコストの計算上引き合わないが√も七ノ
利子負担が４％まで引き下げられ,＼税率が変更し
されれば,＼そのよう呟合理化は可能であ=ろう=，十
とされている(リ５)。　。･　　。･　十　∧　犬　　　十　レ
　そこで,犬圧延部門における/この特期の技術的=
革新の導入をみると√合同製鋼では√第１営業
年度には√ルールオノレトにおけるＴ基の電動分
塊（フレット圧延ラインの完成およ/びドル下ム
ント（ウニオンの圧延設備の一層の拡大がみら
れる(106)。つづく第２営業年度(1926/27年)には･，
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くつかの圧延工場における技術的再編成の事例
をみておくことにしよう。まず分塊圧延工場に
ついてみると，ドイツ西部，中部ドイツおよび
ドイツ東部の地域の３つの圧延工場が調査の対
象とされているが，ドイツ西部と中部の経営に
おいては，つねにそれぞれ１台の二重式スタン
ド(ein Duogeriist)が存在していたので，経営
手段の数および規模はあまり変わらなかったと
されている。つ中部ドイツの圧延工場では，入れ
替え設備(die Verschibevorrichtung)およびマ
ニュピュレータ¬(die Kantvorrichtung),動
力機にも何ら変化はみられなかったとされてい
る。ドイツ西部の圧延企業における分塊圧延工
場の技術設備は, 1920年に水冷機とともに同時
に鋳鋼圧延機が導入されたことによっで変化さ
れたが，この方法でロールの硬度が高められ，
そしてロールの破損数が減らされることができ
た。さらに1921年には第２番目の原動機が加わ
り，そして同時に搬送設備の改良によって故障
の数が少なくなり，その結果，このことによっ
ても生産のテンポが加速された。1925年１月に
はジブ(das Filhrungslineal)が取り付けられ，
これによって鋳塊は機械的に圧延に送られるよ
うになり，それに応じて手作業の一部がなくな
ったとされている。また搬送設備では，ドイツ
西部の圧延工場においてのみ変化がみられる。
そこでは, 1922年に１基の均熱炉用のクレーン
が追加されており，その結果，全部で３基の均
熱炉用のクレーンが存在するようになったが，
汎用圧延ラインの炉が共同使用されていたの
で，一部では１基の汎用圧延ラインのクレーン
も分塊圧延工場における作業にかかわったとさ
れている。 1922年３月には水圧式剪断クレーン
(der hydraulische Seherenkran)が５トンのス
ラブクレーンによってとって代えられ，そして
1924年９月にはさらにもう１基の分塊・スラブ
ストリッパー(ein Block-und Brammenstrip-
per Kran)が操業を始めている(112)。　■　　　■■
つぎに仕上げラインをみると，調査の対象と
されたドイツ西部の２つの圧延工場と中部ドイ
ツの１つの圧延工場のいずれにおいても，その
数および規模は上述の報告期間には変化はみら
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れなからたとされている。中部ドイツの圧延企
業では√仕上げ圧延工場は１基の二重式圧延機
(eine Duowalzenstraβｅ)と三段圧延機(eine
Triowalzenstraβｅ)から構成されていたが，ロ
ールスタンドレ(das Walzgeriist)の数はどちら
の圧延機においても変わらないままであり,ニ動
力機および搬送装置も何ら変化はみられない。
ドイツ西部のある工場では，14の二重圧延スタ
ン下を備えた１基の高速圧延機√１台のニ重圧
延スタンドと４台の三重式スタンドを備えた粗
圧延機から成る中間圧延機，そして２台の三重
圧延スタンドと２台の三重仕上げスタン下を備
えた棒鋼圧延機が仕上げ圧延工場に含まれてい
たが，これらの３本の圧延ラ不ンにおいてもス
タンドの数は変わらず，ロールの種類も同じま
まであった。速度の加速化のためにこの報告期
間にロこラテーブルにおいて一連のよ1り小さな
改良が行われている。高速圧延機および棒鋼圧
延機のためにガス動力機が存在していたが，一
方中間圧延機は電動機を備えており, 1924年に
はこれは強化され，それによって，故障の数お
よび修理の時間は減らされることができたとさ
れている。ドイツ西部のいまひとつの工場では，
中間圧延機は電動機を備えた３台の三重テーブ
ルを使用しており，中間スタンドは粗圧延スタ
ンドとして使われていたが，一方これらは仕上
げスタンノドとしても機能した。これらのどちら
め工場に｡おい･ても，チソレチングテーブル
(Wipptische)およびリフチングテーブル
(Hebetische)は存在しておらず，そのかわりに
個々のスタンドヘの送り作業がてことトングで
もって行われなければならなかうた。この作業
の軽減と改善のために, 1927年から28年にかけ
ての時期に仕上げスタンドの前に取り付けられ
た遊びロｔルが稼動されている(113)。
　さらに厚板圧延工場および薄板圧延工場をみ
ると，アンケート委員会の調査の対象とされた
のは，ドイツ西部のひとつの厚板圧延工場と３
つの薄板圧延工場であったが，厚板圧延工場で
は，1ﾀﾞ台の二重粗圧延スタンドと三重仕上げス
タンドを備えた厚板および中板のための１基の
電動圧延機が存在しており，必要な場合には，
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さらに１基の波板圧延スタノン下∇(ein Riffelger-　＼…………をjﾀﾞ台にめ1す万V:>°万jj布
ust)が結合される仁とができた6づま/だ３うめ薄…………IJ=延工場:Iｹぐ万j4万よ:↓万=j;J:3:台万
I
の圧延ス:ﾀJンド万力1稼動してい
板圧延工場のうﾉちの大きい方め工場で伝＼同様ニレ＼=ぺjたが√jﾚ6=･､｡.
I
基=万=のj.力tlj熱･炉ｽﾞ
に１台の粗圧延機と丿3台の仕上げスレグンドを備＼………Ij.j･･ ･j.･j･･らI･==万一u
えた＼1基力電動薄板圧延ラケヰンがみらjれた。しこ万………jｹ＼だ万言:万万IjjﾐJjyl九万搬万送設備々ﾚ臨………j厚゜板圧延工場お:よび大
れらの両方の圧延ラ不丿のノだめに､……スラブおよ………1万=I1万規模な薄板圧延工場にﾚ斡いず搬送設備の拡大おイデンの=だめに,……スラプおよ。
びシートバニめ加熱のための石炭で加熱される
押型炉(6姐△StOβｏｆｅｎ)＼がjそくれぐれ/1＼基づつ使
用されていたこさらに厚板圧延工場では√必要
な場合に限りj完成した鉄板は焼参なまし炉(ein
Gluhofen)しで焼きなましをきれたがドニ方薄板
工場では√発生炉ガズでの重ね板の加熱のため
に，同時に鉄板の焼きなまﾉしにも利所されてい
た加熱炉が使用されて：いたノこの薄板圧延工場…………Iこ==延=j
では,◇戦前には押型炉が存在せずレ１基の溶接
炉(ein Scれ糎eiβofen)くのみが存在していか。▽圧
延機の動力は1913年かちく14年にかけては＼まだ蒸
気機関;によjるものであったが，＝このﾉと･き:から………
1921/22年までの間の時期に=押型炉の建設およ
び焼きなまし炉の改造にとﾄも力い第3/番回目の仕
上げテーブルが配置され,くぞして稼動さﾀﾞれてお‥
り，これによって，∧就業者数ぱわずか27％増加……:
されたにすぎないのに対しTご，生産量は50％増上
大されたよ1922年には，古い邪魔になっていた
１基の加熱炉が廃棄され，その結果，より長い∧し
鉄板が圧延されることがで吝るようになり,二そ
して重量では生産の増大が達成されることがで
きたノさノら=に1926年に送風機が変更されたこと………
によってかくばん(Stochen)の:壽いに衝風を止
める必要がなかっただけでなくﾉ，炉のより高いy
効率を達成するごとができたとされでいる。ま
たドイツ西部のより小規模なある薄板圧延工場ｊ
では，戦前には３台の圧延スタンドを備えたい1犬
基め圧延機がみﾚられた/が, 1925年:に:2ﾚ台の圧延
スタンドを備之たもう＼1基の圧延機が建設さ……
れ, 1927年に操業が開始されたレi台の粗圧延し
スタンドおよび仕上げス＼ダンドもこの新/しい圧‥
延ラインに含まれていた。そ＼こﾉでは粗圧延用に∧
=＼=………た
=
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∧……if
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をもたらしたほか，同社は連続圧延機(durch-
laufende Walzen-Straβｅ)および冷間圧延機の
ための複雑な設備を供給したとされてい
る(118)。しかし，この時期になると，ドイツの鉄
鋼企業はこのような電動機を備えた近代的な設
備の導入を差し控えたとされている。例えば，
ジーメンス・シュケルト社の1928年から29年に
かけての営業報告書によれば，ドイツの鉄鋼業
は新しい設備の購入を強力に抑えたが，ヨーロ
ッパの外国からよjり大きな注文，とりわけ３台
の大型の可逆圧延機用の完備した原動機の供給
を獲得することに成功したとされている(119)。つ
づく1929年から30年にかけての営業報告書によ
れば，ドイツの鉄鋼業は緊急に必要なものの注
文のみを比較的小規模に与えたすぎなかった
が，同社は外国からより多くの圧延機の完備し
た電気設備の注文を得ることに成功したとされ
ている(120)。またＡＥＧの1929年から30年にかけ
ての営業報告でも，同社は可逆圧延機および連
続圧延機のためのかなりの数の電動機を鉄鋼業
に供給したとされているが，そこでは，注文者
としては外国が支配的であったとされてい
る(121)ｏ
　それゆえ，とくにアメリカにおけるこの時期
の技術的再編成とは異なり，このような根本的
な技術的革新が導入されたのはごく一部の先端
工場に限られており，ほとんどの工場では，こ
の時期にはまだこのような技術的再編成はほ:と
んどすすんでいなかったといえる。この点に関
して, R.A.ブレイディは，｢ほんの限られた数
の工場においてのみ一合同製鋼のアウグスト・
ティセン製鉄所においてのみ一技術的再編成は
ほぼ完全に成し遂げられた(122)｣としている。
　ただここで注意しておかなければならないこ
とは，このような技術的再編成が強力におしす
すめられた先端工場でも，導入された電動式の
連続圧延機は分塊圧延機，仕上げ圧延機，棒鋼
圧延機などが中心となっており，広幅帯鋼を大
量に生産するための最新鋭の連続帯鋼圧延機は
この時期にはまだほとんど導入されてはいなか
ったということである。技術的再編成がほぼ完
全に成し遂げられたとR.A.ブレイディが指摘
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しているアウグスト･テしイセン製鉄所の場合で
も，上述したように, 1926年から27年｡にかけて
の第３営業年度にその建設が始められ，翌年の
第４営業年度に完成された電動式の連続圧延機
も棒鋼圧延機であった。 J.ペエニヒが指摘して
いるように，圧延工場の生産性は，－とりわけ
価額でみると一大コンツェルンにおける生産の
専門化によﾀﾞつで,＜また電気圧延動力，操作およ
び搬送の機械化の一層の普及によって上昇した
が,アメリカ以外では,連続広幅帯鋼圧延機(die
kontinuierliche士Breitbandwalzstraβ(?)は1930
年代にはじめて配置されたのであった(123)。この
ことは,=何よりもこの時期のドイツにおける自
動車の国内市場の狭小さとそれに基づ=く自動車
の大量生産の立ち遅れにょって帯鋼の大量生産
がドイツでは行われえなかったことに主要な要
因をみることができるが,:このような事情は,=
この時期のドイツ鉄鋼業の合理化のあ=り方を強
く規定しでいるといえる０．１　　　　　＼ﾚ･｡
　このように，当時のドイツの鉄鋼企業におい
ては，最新鋭の圧延機を導入するにはあまりに
も生産量が少なすぎたこと，そのよケな設備の
導入にともなう利子負担が大きく，コストの計
算上引き合わなかったことから，アメケリカでみ
られたストリップ・ミルのような最新鋭の機械
設備の導入がすすまなかったのである。この時
期の産業電化にともない電動機によって作業機
が個別駆動されるようになり，そのことによっ
てはじめて可能となった連続圧延機の導入は，
鉄鋼業におけるこの時期の最も重要な生産技術
の発展のひとつであったといえるが,実際には，
ドイツではその導入がわずかしかみら(れなかっ
たことは√ドイツ鉄鋼業における｢技術的合理
化｣の成果にも深くかかわっているものと思わ
れるJすなわち，製鉄，製鋼および圧延の各部
門におけるこの時期の総生産高および労働者１
人当り年間生産高の推移をみる上と(124) /表31参
照)，圧延部門では,製鉄部門および製鋼部門と
は異なり，総生産高も労働者Ｔ人当り年間生産
高も1927年にピークに達し，その後減少してい
る。また労働者１人当り年間生産高の伸びをみ
ても，最も高い数値を示している1927年でも√
　　尚2）Iベッセ々≒鋼を含むレプ‥‥‥‥‥‥‥‥‥　‥　‥
∧　　3）半製品は含まれてjいない.‥
‥‥‥‥j　　　‥
　　　4）（∧）＼は1924年=100の指数．=筆者算定による．
　　　5）溶製鋼製造工場十　．．．･．．．．．･．　　　　．･∧
（出所）:Ｓtａtiｓtiｓｃｈｅｓ血目bｕck fｕｒ　ｄａｓ Ｄｅｕtｓｃｈｅｎ＼Ｒｅｉｃｋ，
-2,　Ｄｉｅ ｄｅｕtｓｃｈｅ=eiｓｅｎｅｒｚｅｕｓ四ｄｅ Ｉｎｄｕｓtｒｉｅ,
製鉄部門，製鋼部門と比べるとかなり低ｿくなっ　ﾌﾟな
ている。このこ1とからも明らかなように。……Iドイ
ツでは圧延部門において最新式の機械設備jめ導………jド=j
入がほとんどすすまなかつ:だことは√ドイツの
鉄鋼企業におけjる丁技術的合理化⊥の限界を示
すも:のであり√それゆえ,……ドイツの鉄鋼企業凪
アメサカどの競争を行うていく上で一定の限界
に直面せざるをえなかうためであ宍るノ＼=十
十上述のＡ.フズーグラこの報告にみられるよ
うに,¨=ドイツでは，との時期には√連続圧延機
のような最新鋭め機械設備を導入するには,しあ
まりに＼も生産量か少なすぎたと/されている=が，
この問題以√国内市場の狭陰性と輸出市場の諸
困難がこのような最新式の機械設備:を導入する
上で大きな障害になうていたということ/を意味
している。そのだめに，アメリカの場合とは異
iqueteﾚAusschuB (II!）
t生産体制を十分に
こくのであﾉり,∧ニ.こ.こに
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j/運用の
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十分に行われ
耳テレデトは,し
において。全
両大戦間期のドイツ重工業における技術的発展と
国内および国外における近年のあらゆる技術的
諸経験を利用すれば，生産を増大させ，同時に
また賃金上昇のもとでざえ賃金の占める割合を
かなり引き下げるごとのできる予期せぬ可能性
があると固く確信している，と述べているj。 ま
た，上述したように，ヴァイネルトも，銑鉄生
産では技術的にも組織的にも非常に広範囲に切
り替えが行われたが√製鋼所および圧延工場で
は，まだとうてい締めくくりをつけるどころま
ではいっていない，としている(125)。それだけに，
｢技術的合理化｣をみる場合，企業集中に基づく
原料,ニェネルギーの節約のための諸方策，いわ
ゆる熱経済の合理化や副産物・廃物の有効利用
がどのような役割を果していたかが重要な問題
となってくるであろう。
　　　(2卜生産工程の統合化・連続化と節熱経
　　尚　‥済･。　　　　　‥
そこで，つぎに，これまでにみてきた鉄鋼業
における生産技術の発展を踏まえ，それに基づ
く合理化の諸成果がどのように発現されたか，
つぎの３点(126) ①生産の専門化，②経営体に
おける生産工程の一貫的統合，/③諸工程間の作
業連統一について,考察を深めることにしよう。
　第１の条件である生産の専門化は, 1926年の
合同製鋼の設立にともなうT消極的合理化｣の
過程で強力におしすすめられたのであり，そこ
では，生産と販売の条件が考慮され，各工場の
もう独自の専門性または立地条件にしたがっ，
て，最も効率の良い工場は特定の製品の生産に
特化するごとになった。
　また第２の経営体における生産工程の一貫的
統合についてみると，第１次大戦前にすでに発
展していた銑鋼一貫工場にみられる垂直的統合
の強化・徹底化が合理化の過程でおしすすめら
れた。ドイツでは，独占体の成立期である1890
年代から20世紀の初頭までの時期に強力に生産
と資本の集積・集中がすすんでおり，この時期
にはすでに鉄鋼業における大企業はたんに製鉄
だけでなく製鋼・圧延などをも包含する銑鋼一
貫企業に成長していた(127)。しかし, 1920年代の
合理化によIる再組織の時期には，原料の採掘か
ら精錬工程に至るまでの段階の大部分あるいは＼
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すべてを結合している工場は例外というよりは
むしろ一般的となっている。この点に関して，
R.A.∧ブレイディは，この時期には,単純圧延工
場はもはや実際には存在せず,〉製鋼所は，ほと
んどの場合，製鉄所と直接結合されており，ま
た製鉄所は石炭炭鉱，コークス炉と結合されて
おり，可能なところ(ジーゲルランド)では，
鉄鉱石の採掘こと結合されていた，としている。
さらに製鋼所およ=び圧延工場はふつうパイjプ，
針金，棒鋼，特殊合金，重機械および他の専門
の工場と結合されていたとしている(128)。このよ
うにi　この時期には，経営体における主産工程
の一貫的統合が¬層強化されたのであるノ▽
しその結果√第Ｓの条件である製銑二製鋼十圧
延の各工程間の作業の連続化が実現された。万す
なわち，溶銑は鋳造されずに高炉からすぐに転
炉に送られ，つぎにそれは転炉から鋳型に流し
込ま‥れる。そこでは，鋼塊は，一定の温度まで
加熱された後に，直接圧延工場に送ることがで
きるところまで固められる。そして圧延工場で
は√金属は直接棒鋼，針金，レール，梁材など
に加工されるのである(リ9)。このようしな生産工程
の十貫的統合の徹底化と諸工程間の作業の連続
化によっで，燃料・エネルギこｰの大幅な節約が
可能となっている。　　　　　　　犬　　◇
　そﾌこで，熱経済(Warmewirtschaft)の分野
における合理化をみると，この時期には，:石炭
炭鉱，コ÷クスエ場，高炉，製鋼所および圧延
工場を結合した混合企業では，熱を生み出す設
備と熱を消費する設備との間の経営内部の均衡
を生み出すことによづて，節熱経済め一層の改
善が可能になったとされている。ト熱節約のため
の高炉の構造の改良，高い鉄分の含有量をもつ
より大量の鉱石の使用，屑鉄のかなりの使用－
1913年の銑鉄100ト∧ン当り1.24トンから1925年
には6.31トンになっている一そして製鉄所,し製
鋼所および圧延工場の熱経済の結合は，増大す
る石炭需要にとって重大であった。例えば銑鉄
１ドンの生産のためのコークスの消費は, 1913
年の1.111トンから1925年には1.043トンに減ら
されたとされている(130)。鉄鋼生産には膨大なエ
ネルギーの消費をともなうが，ぞこでの熱効率
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型炉が存在していたが，これは一度も稼動され
なかったとされている。これに対して，西部の
ある工場では，し3本のすべての圧延ラインの上
にある粗圧延された物質はまず加熱炉で暖めら
れ，そして, 1913年から14年にかけての時期以
降には高速圧延機は石炭で加熱される２基の炉
を使用しており，一方中間圧延機は２基のガス
加熱炉をもっていたが，その燃焼は1922年から
23年にかけて混合ガス(高炉ガスと発生炉ガス)
に転換された。また棒鋼圧延機には石炭で加熱
される２基の炉が含まれていたが, 1924年から
25年にかけて，混合ガスで燃やされ，そして労
働時間当り300トンの装入能力をもつ１基のガ
ス炉がさらに加わった。この時以来，ガス炉が
稼動される場合には，１基の石炭ストーブ(ein
kohlenofen)のみが稼動しており，一部ではガ
ス炉のみでも行われていた。加熱時間は一般に
ガスによる加熱への移行によって短縮された。
西部のいまひとつの工場では，２基の押型炉が
採用されていたが,このうちの１基は1913/14年
と1921/22年の間にはじめて追加されたもので
あり，この炉は1924年９月にガスによる加熱に
転換された。鋳塊の引き抜きを機械化するため
に1924年にこの炉にキャプステンが取り付けら
れた。このキャプズテン設備は1925年９月に稼
動され，そして労働者の作業の軽減および節約
をもたらしたとされている(138)。
　このように，熱経済とガス経済との結合によ
って，生産過程で得られる熱の有効利用ととも
に，副産物として得られるガスを発電用燃料，
自家熱源として利用することが可能となり，鉄
鋼生産のために必要なエネルギー，燃料の消費
を大きく節約することができた。例えば,l空気
加熱装置のある変更は38％のガス消費の節約に
なったとされている(139)。また1931年の報告によ
れば，蓄熱式加熱によるコークス化の燃焼技術
の改善および熱放射や熱伝導の減少によづて，
コークスガスの余剰は旧設備では12％であった
が，改良設備では57％に引き上げられたとされ
ている(140)。
　熱経済の分野における合理化のための諸活動
をみる上で最後に指摘しておかなければならな
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い点は，製鉄所における燃料消費√エネルギー
の節約のための管理機関として1919年にデュッ
セルドルフに設立された熱経済局(Warmes-
telle)が熱経済の合理化をおしすすめる上で推
進的役割を果したということである。もとより。
ドイツの製鉄業においては，合理化は第１次大
戦後の石炭不足によってひとつの強いきっかけ
を得たのであった。燃料不足は当時工場の生産
高を制約し，それとともに工場の経済的な成果
をも制約しており，こうしたなかで,/鉄鋼生産
の領域において外国，とりわけアメリカに対し
て獲得していた技術的および経済的な優位性を
再び取り戻すことが重要となった。そこではi
徹底的な工場の近代化と伺様に,=集権的な調整
と分権的な作業方法の諸原則を効果的な方法で
統一する組織的な諸方策がこの目的に役立つと
考え/られ，当初は製鉄業における燃料経済およ
びエネルギー経済のための管理機関であったデ
ュッセルドルフ熱経済局(die Warmestelle
Dusseldorf)が1919年に設置された。それはその
後「エネルギーおよび経営経済局」(Energie-
und Betriebswirtschaftsstelle)と改称された。
ごくわずかな例外はあるが,＼当時のドイツの製
鉄製造業の企業は短い期間のうちにこの機関に
加入したのであった。この新しい機関は，１ヶ
月の燃料消費量に従って段階をつけられた会費
によって資金調達された。ルール以外のまとま
うた鉄鋼生産地域，すなわちジーゲルランド，
ザール地域およびオーバー・シュレエジェンに
は支局がおかれ，この支局はデュヅセルドルフ
の本部の指示に従って活動したが，その活動の
目標設定はそれらの地域の特別な諸要求に密接
に合わされたのであった。同時に多ぐの大規模
および中規模の製鉄所には，いわゆる工場熱経
済局(Werkswarmestelle)がおかれており，そ
の規模および活動は各工場の特別な要請に合わ
せて調整されており，組織上は各工場の構成要
素をなしていた(141)。
　熱経済の合理化のためのこのような諸活動に
おいては，一方では，デュッセルドルフ熱経済
局とその支局との間の協力が，また他方では，
デュッセルドルフ熱経済局と各工場との間の協
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力が行われたが‘……このよ/うな共同め活動は次め……………jJ生1産ゴ
諸原則に基づいて展開された巾仇…………宍=　＼万ニケご=万=術=的契
　　Ｌ＼デユヤセルyドルプ熱経済局は,レ日常の＼………Jニエ万力タjお
　＼相談,‥研究および実験ぬ実施√科学的な………万j万=ニす1jニずjむ
　………諸活動,∧国内およぴ国外におけy右関遵す　＼ず労極
労働災害の件数十　尚
疾病日数…………　……
　100人当りの罹災者数
（出所）：J咄咄ＭＣｈ……面ｙ
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263件に大きく減少しているが, 1926年には1，
639件に大きく増加しており,合理化運動の始ま
る以前の1921年の6.2倍にもなっている。また疾
病についても同様であり，疾病日数は, 1913年
の25.510日から1921年には7.638日に大きく減
少しているが, 1926年には45.013日に大きく増
加しており, 1921年の5.9倍となっている。 100
人当りの罹災者も, 1913年の3.85人から1921年
には0.64人に減少しているが, 1926年には再び
3.59人に増加しておD,1921年の5.6倍に増加し
ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　ｊ　　ト
　このように√｢技術的合理化｣の推進にともな
い，労働過程は，労働者の総意を反映すること
なく，資本の専制めもとに，より多ぐの剰余価
値を生み出すために労働強度を高める方向で組
織されるのである(148)。この時期の生産技術の発
展による合理化諸方策は，労働組織の再編成，
管理の変革・強化とあいまって，一層の労働強
化をはかるための方策としておしすすめられた
ことに注意しなければならない。ここに生産技
術の発展にともなう合理化の問題があるのであ
って，それが組織的に行われたことに,=この時
期の｢技術的合理化｣の主要特徴をみることが
できる。　：
　　３．副産物・廃物の有効利用
　　　(1)副産ガスの有効利用
　つぎに，副産物および廃物の有効利用につい
てみると，重工業においてこの時期に有効利用
のための取り組みが行われた副産物としてはガ
スおよび化学副産物をあげることができる。と
くに中央コークスエ場(Zentralkokerei)の建設
は副産物の有効利用にとって大きな意味をもっ
てい｡たといえる。
　新しい大規模な中央コークス・システムの建
設および操業にともない，燃料経済および副産
物の有効利用の諸問題が前面におし出されたの
であるが，こうした諸問題はまったく新しいも
のではなかった。しかし，ヴェルサイユ条約の
ドラコニアン条項の結果として経験させられた
資源の喪失，原油および水力における不足，そ
して石炭，およびとくに褐炭，すなわち資源が
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使い果されていく急速なテンポは，ドイツにお
いては，管理および燃料経済に関する戦後め議
論および計画化に特別な重要性を与えたのであ
った(149)ぷ石炭の化学的処理のために一般に利用
される方法には,イコークス化｣の過程(冨q産物
の抽出ｺﾆ場での)と水素添加があるが，前者の
方法ははるかに重要であり，あらゆる副産物の
なかでも√ガスが最も重要であるとされてい
る(150)。主に石炭の乾留のさいに取得される石炭
の揮発性の成分のうち，ガスは照明，熱および
動力の目的に利用されだ151)。
　この時期には，あらゆる副産物を最大限に有
効利用するために新しいコークズ炉が建設され
ている。ドイツの炭鉱におけるコークス炉の数
およびコークス生産高の推移を示した表33をみ
ると√ドイツ全体でみた場合でもライン・ヴヱ
ストプア十レンおよびアーヘンの地域をみた場
合でも，副産物め取得のための設備をもつコー
クス炉の数は合理化の時期をつうじてほとんど
変わらないのに対して，副産物の取得のための
設備をもたないコークス炉の数は大きく減少し
ている。すなわち，ドイヅ全体でみた場合，前
者の数は1925年の21,103基から28年には20,783
基とほとんど変わらないのに対して，後者のコ
ークス炉の数は311基から87基に大きく減少し
ており, 1913年の3,328基と比べると非常に大き
な減少を示している。ライン・ヴェストファー
レンおよびアーヘンの地域をみてもほぼ同じ傾
向がみられる。すなわち，副産物の取得のため
の設備をもうコークス炉の数は1925年の18,246
基から28年には18,215基とほとんど変わらない
のに対して，副産物の取得のためめ設備をもた
ないコークス炉の数は同じ時期に276基から52
基に大きく減少しており,1913年の3,045基と比
べると非常に大きな減少を示している。また稼
動されているコークス炉の数をみると，ドイツ
全体でみた場合，副産物の取得のための設備を
もつコークス炉の数は1925年の16,871基から28
年の16,862基とほとんど変わらず，存在する全
コークス炉のうち約80％が稼動されていたのに
対して，副産物の取得のための設備をもたない
コークス炉のうち稼動されていたものは同じ時
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表33　コークス炉の数およびコークス生産高の推移
年　度 企『
既存のコークス炉 稼動中のコークス炉の平均数 ノ　コークス生産
副産物の取得設備 副産物の取得設備 全　体二
企業１社
当　　り
操業炉
一基当り
有 無 有 無 づ1,000ドン
全　ド　イ　ツ
19132）
1925
1926
1927
1928
182
174
168
160
162
21,657
21,103
20,840
20,351
20,783
3,328
　311
　261
　177
　　87
20,277
16,871
15,369
17,157
16,862
2,094
　246
　139
　　98
　　33
31,668
28,397≒
27,297 ゛
33,242･
34,､775
174
163
162
208
215
1,416
1,659
1,760
1,927
1,967
ライン・ヴェストフアーレンおよびアーヘン
1913
1925
1926
1927
1928
153
148
142
134
138
18,623
18,246
17,966
17,584
18,215
3,045
　276
　226
　142
　　52
13,377
14,505
13,237
14,850
14,595
1,867
　212
　108
　　65
　　一一
28,408
25,256、
24,325
29,746、
31,038､ブ
186
171
171
222
270、
1,476
1,716
1,823
　1994
2,232
(注):1)その年度中に閉鎖された企業を含む。
ニレ2）戦後の領土＼　　　＼　　　　　　ト
（出所）:Enquete AusschuB, (ni)-l, a, a, O
期に246基から33基に減少しておﾚり,稼動されて
いるコ←クス炉の数の割合jは79.1%か=ら37.9%
に大きﾚく低下している。ラインユ･＼ヴェス下ファ
ーレンおよびアトヘンの地域でもほぼ同じ傾向
がみられる。　　　＼　‥‥‥‥‥‥‥‥犬
　このjような一方における副産物の取得のため
の設備をもつコークス炉の建設と:他方:に1おける
副産物Iの取得のための設備をもたないコククス
炉の大吝な減少は，重工業におけるこの時期の
副産物の有効利用ｿのた‘効利用ｿのための諸方策の推進の結果
〉この時期の副産物の有効利用を目的であっ]だ。▽こ
とした新規設備の建設をみると√例えくぼ,：1925 ＼
年５月丿丁日から28年半径ま犬でに，年間12,613√……1:.1
479ﾄ=ンのコークスの生産能力をも上も√9,626,……2j
575トンの新たな生産能力をﾚもつ約35の新七い白……j
コークスエ場が建設されて:いるが，そごでは，……I
まったぐ新しい設備が問題となるのではなく，犬＼
一部では新しいコーペクス炉が取り替えのために　･．
建設され，そして副産物の取得のための既存の………:
設備が維持されたとされている．ユ927年から28……=犬万
年にかけてのシンジケートの営業年度の2,830……
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きたが，かなり質の低い溶鉱炉ガスは浪費され
てきたとされている。新しい技術的計画はでき
る限り溶鉱炉ガスを有効利用することを必要と
し，また近隣の工場での使用のために，/あるい
は一般向けの販売のためにはるかに大量のコー
クスガスを利用することを必要とした。製鉄所
および製鋼所の諸要求を充たすことを前提とし
て十分なコークスが生産される場合には，溶鉱
炉ガスはふつうあらゆる局地的な燃料需要およ
び動力需要にとぅて十分であろうから，売却さ
れなければならないコークスガスの量はかなり
大きいであろうとされている(154)。コークスガス
は発生炉ガスや炉頂ガスのような他の工業ガス
と比べると強い熱火炎をもち，他のガスよりも
廃ガスの損失が少ないという利点をもってお
り√その結果，理論的には, 1,000°Ｃ以上の温度
のもとでは，発生炉ガスはわずか45％から50％
の，また炉頂ガスは35％未満の利用可能な熱し
か発生しないのに対して，コークスガズでは燃
料の熟の55％から60％が利用可能にされること
ができる。このようなコークスガスの導入はた
いていの熱工場にとっては既存の燃焼の変更を
意味したが↓例えば，平炉をゴークスガスと発
生炉ガスと炉頂ガスとの混合ガスによる燃焼に
転換する場合には，何らの改造も必要ではない
ことが明ちかになったとされている。また圧延
工場や鍛造工場の加熱炉においては必要な温度
は冷たいコークスガスや冷たい空気でも容易に
得られるので，これらの工場の加熱炉はコーク
スガスに容易に転換されるとされている(155)。大
規模な中央コークスエ場でも，コークスガスを
できる限り他の目的に利用するために加熱は炉
頂ガスか発生炉ガスに転換されるようになり，
コークスガスは圧延機の加熱のために利用され
た(y56)ｏ　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　プ
重工業において有効利用がぱかられた重要な
副産物であるガスの大部分は以前にはまったく
利用さトれなかったか，あるいはわずかしか利用
されておらず，それでもって，炭鉱およびそれ
とともにドイツ経済にとっては，かけがえのな
い価値が失われていたが，この時期には，コー
クス炉から発生する）－クスガスを徹底的に有
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効利用するために，コークスガスを自らの工場
において利用ずるだけではなく，外部に広く供
給するための組織的な諸努力がおしすすめられ
た。このような計画の実現への最も重要な一歩
は, 1926年10月11日のエッセンの石炭開発株式
会社(A. G. fur Kohlenverwertung)一後のル
ールガス株式会社一の設立であった。この会社
は，すぺての株式を受け継いだ５つの設立会社
によって設立された(157)。　＼
　この石炭開発株式会社は1926年のぞの設立の
直後に，同社が努力するであろう目的の声明を
発表している。その計画は，さまざまな石炭地
域および褐炭地域にそれらのガス供給をプール
ざせ，そしてそれを全ドイツをカバ＝したであ
ろうひとつめ巨大な連結されたパイプライン・
システムに送らせることであった。ガス・シス
テムが局地的につくられていたところでは，古
い工場は閉鎖され√そして局地的な配給網は中
央木管から供給されることになっていた。ガス
配給システムが建設されていなかったところで
は√それらは中央配給システムによって供給さ
れた。 ガズの加熱の質および化学的な純度は源
泉において管理され，圧力はポンプ・ステーシ
ョン・システムやラインおよび貯蔵管理の特別
な方法によって一定のレベルに保たれ，そして
料金はさまざまな消費者のグループの要求に合
うように調整されるこ1とになっていたノこのよ
うなガス供給システムの構想はもちろん新しい
ものではなく，アメリカにおいては，天然ガス
が豊富に発見されることができた地域では結合
された木管および配給網が戦前にむしろ一般的
となっていた。遠距離ガス供給網はドイツにお
いてさえ戦前の時期に知られていた。例えば，
ライン・ヴェス斗ファーレン電力会社=
(Rheinisch-Westfalisches　Elektrizitatswer-
k)および，ティセンによって支配されたガス・
水力発電有限会社(Gas-und Wasserwerke Ｇ.
m. b. H.)は1910年以降地域単位でガスを供給
してきた。しかし，これらは厳密には局地的な
組織であり，近代的な種類のものは何ら計画も
着想もされなかったとされている(158)。ト
∧1928年になると，石炭シンジケートに所属し
ト　高知大学学術研究報告犬第41巻二(1992年卜教会科学上)………∧==ﾚ‥‥‥‥‥　‥‥‥‥‥
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れるはるかに大量のコークスガスを遠距離ガス
供給の目的のために用意する可能性が生み出さ
れている。遠距離ガズ供給のためのコークス工
場の新規建設における５基の圧縮機ステーショ
ンの建設は完成に近づいている。同社はコーク
ス炉の加熱のために年間約30億III?の炉頂岸ス
を利用し,そして他方では自らの工場に８億m3
のゴークスガスを供給しているが，この目的の
ために21.9kmの自前のコークスガス供給網
と，同社のコークス工場と製鉄所の間に9.2km
の炉頂ガス供給網が新たに敷設されたとされて
tzゝる(166)。
　また1928年から29年にかけての第４営業年度
には，とりわけ同社の工場のガス燃焼への計画
的な転換が同社のコークス経済の再編成との関
係でさらにおしすすめられ，ハムおよびナハロ
ットにおけるヴェストファーレン・ウニオンの
工場，同社のラングンドーレ十ル針金工場およ
びミュールハイム(ルール)のティセン部門の
薄板圧延工場では，遠距離ガスでの加熱が導入
されている。ヘルテル・フ土ラインでは，ルー
ルガス株式会社の遠距離ガス供給との接続が生
み出され，さらにシャルロッテン製鉄所の工場
の遠距離ガスによる燃焼への転換が始められた
ほか，ボフーム・フェラインの圧延工場および
鍛造工場のコークスガ･スの供給も取り組まれ
た。アウグスト・ティセン製鉄所のディンスラ
ーケンエ場，アヘイン圧延工場，クニッピング
兄弟部門，ホー土ンリムブルクにおけるブラー
グエ場の諸工場でも，遠距離ガス燃焼の導入が
計画された(167)。この時期には,廃熱のより有効
的な利用，コークス工場の炉頂ガスでの加熱お
よび圧延機のコークスガスでの加熱への転換，
電気による高炉ガスの精製などのために多額の
支出が行われたとされている(168)。また同社のコ
ークス工場および副産物取得のための設備の拡
大との関係で同社のガス経済の整備が継続され
たが，それは同社の製鉄所とコークス工場との
間のガスの交換の方法で，また一連の新しい精
錬工場を遠距離ガス供給網に接続することによ
ってもおしすすめられた。こめ営業年度には，
ルールガス株式会社からの同社の遠距離ガスの
85
購入量は全体で8,170万m3を超えており，同社
のコークスガスの生産量は36億7,300万km3で
あったとされている(169)。またこの時期には，石
炭の新しい利用形態を開発するためのさまざま
な努力にも投資のかなりの部分があてられてい
るが，遠距離ガス供給設備(圧縮械，パイプラ
インなど)の切り替=えおよび建設が1927年末以
降にはじめていくつかの企業(とくに合同製鋼
およびライン製鋼)において一層大規模に行わ
れでいる。オーバー・シュレエジェンでは，そ
れより以前の年度にこの種のより小規模な設備
の建設が行われていたとされている(170)。
　ただここで注意しておかなければなちないこ
とは，合同製鋼の場合, 1927年に策定された新
規建設計画が新しい大規模なコークス工場の完
成でもってある程度の終了に達した1928年から
29年にかけての第↓営業年度になってこのよう
な遠距離ガス供給の本格的な取り組みが行われ
ており(171)このよう＼な合理化諸方策は合理化運
動の比較的に遅い時期に始められたということ
である。アンケート委員会の1929年の報告は，
｢最近はじめてガスの配送およびそれとともに
炭鉱コークスエ場あるいはガスエ場からの遠隔
地供給の問題はますます重要になってい
る(172)｣として,1920年代の末になって副産ガス
の遠距離供給が大きな意味をもつよ:うになった
ことを指摘している。こうして, 1920年代の末
頃には，新しい機械設備などの根本的な技術的
革新の導入よりもむしろ熱経済の合理化やこの
ような副産物の有効利用のための諸方策が重要
な役割を果していたと考えられる。　　万　し
　1920年代の合理化の時期の重工業における遠
距離ガス供給網の拡大をみる上で注意しておか
なければならないいまひとつの点は，この時期
には遠距離ガス供給網の拡大のための諸努力が
強力におしすすめられたが，世論も活発に扱っ
た多くの技術的，経済的および政治的な諸問題
がこのような計画と結びついており，これらの
計画のうち比較的わずかな部分のみが実現され
たにすぎないということである(173)。　ド不ツで
は,ニルールガス株式会社の設立後すぐに遠距離
ガス供給の必要性および経済性に関する見解の
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両大戦間期のドイツ重工業における
物質を長距離供給網による配給のために有効利
用することを可能にした(18･)。このように，合理
化の時期に行われた中央コークス工場の建設と
コークス生産のこれらの大規模工場への集中に
よって，化学副産物の有効利用が本格的に取り
組まれることになったのである。　　　　‥
　丿つぎに問題となるのは，これらの化学副産物
がどのような方法で取得され，有効利用されう
るようになったのかということである。石炭お
よび褐炭においては，燃料経済および副産物の
有効利用のための計画は，すべての等級および
タイプの炭坑の製品を最も効率的かつ経済的な
方法で有効利用する方法を発見する試みに反映
されてきたのであり, 1925年から27年の間の炭
塵の燃焼の注目すべき進歩を除けば，その傾向
は総生産高に占める化学的処理の割合の増大に
向かっていた。練炭および炭塵の形態で売却さ
れる石炭を含めると, 1927-28年までにドイツ
の生産高のほとんど60%が化学的に分解された
とされている(182)。さまざまな副産物を抽出し，
そして製精するための諸方法は大きぐ①コーク
ス化，あるいはいわゆる｢乾留よ法，②蒸留(あ
るいは｢半コークズ化｣)，および③水素添加法，
の３つの範躊に分けられるが，①の製法から生
じる副産物は主に鉄鋼業におけるコークスの需
要に付随しており，その結果，上質のコークス
用炭から抽出される。またもともと安価でかつ
低質の夕千プの燃料を利用することを目的とし
て開発された蒸留法は歴青炭産業においては何
ら大きな成功をおさめなかったが，それは広範
な副産物の工業が褐炭の領域において拠りどこ
ろとした基礎であった。水素添加はまだ多かれ
少なかれ実験段階であったとされている。当時
の目的のためには，コークス化と蒸留の方法が
取り上げられることができるが，前者が歴青炭
産業において重要な位置を占めていたのにほぼ
類似して，後者は褐炭業において重要な位置を
占めていたとされている(183)。
　コークスエ業の最も重要な副産物はアンモニ
ア(窒素を含む),ベンゾールおよびその類似品，
そしてタールであるが,アンモニアは製精され，
そして主に肥料用に使われた。ベンソールはそ
と合理化（山崎） 87
の化学成分に分解されたが，その最も重要なも
のは内然機関に使用されるベンソ＝ルであっ
た。クーノレも同様に処理され，それから多くの
化学品が抽出されるが，そのなかで最も重要な
ものはピッチ(練炭の生産のさいの結合剤√お
よび舗装道路の硬化剤として使用された)およ
び主に鉄道の燃料として利用された含浸油であ
った(184)。コークス化の副産物として発生する夕
－ルは一部は炭鉱企業の独自の工場において加
工され，一部は化学工業の工場においてピッチ，
ワニス，油(石炭酸油，クレオソート油，ナフ
タリン油),アントラセンおよびベンソールに加
工され，また合成染料および薬品の取得のため
にも加工された(185)。ただここでは，これらの副
産物が市場においてもちえた重要性はその製品
によって大きく異なっていたことを考慮に入れ
ておく必要がある。たとえこれらの製品がコー
クスエ場jと結合された工場において生産される
としても4それらはやはり大部分はその利用方
法に関しては他の経済領域に属しているが，全
体としては，これらの製品のうち重要なものが
その市場において重要性を失ったことは注目す
べきであるとされている。とくにこのことはコ
ークスアンモニアにいえるが，工業生産された
肥料の市場におけるその位置はドイツにおいて
は合成窒素の生産によって非常に駆遂された。
これに対して，道路建設の発展および内然機関
の利用の増大，Iとりわけ自動車交通の大きな増
加は，石炭タールおよびベンソールの市場に有
利な影響をおよぼしたのであった(186)。　　　∧
　つぎに，これらの化学副産物の有効利用が実
際にどの程度すすんだかを具体的にみていくこ
とにしよう。まずドイツ炭鉱業における副産物
の取得の推移を示した表34によると，石炭業で
は, 1913年から27年までにクールは15.7%,ベ
ンソールは74.4%,硫黄･アンモニアは8.8％増
加している。これを価格でみると，タールは3.
8倍，ペンソールは2.9倍に増加しているが,し硫
黄・アンモニアは25％の減少をみている。また
褐炭業をみると，そこでも，褐炭の乾留によっ
て一層の加工のために役立つ一連の成分が取得
されるが，その分解を経済的に行う歴青を含ん
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　　表34　炭鉱業における化学副産物の取得
年　度
石　　　　　　炭　　　‥　　業・　　、･
タールおよび濃縮タール ベ　ン　ソ　ー　ル 硫黄･アンモニアおよび濃縮アンモニア
1,000トン 100万マルク 1,000トン 100万マルク 1,000ドン 100万トン
1913"
1925
1926
1927
1.026(1㈱2）
　982( 95.7)
　966( 94.2)
1,187(115.7)
24.1(100)2)
42.9(178)
58.8(244)
92.5(383.8)
176(100)2)，
248(140.9)
245(139.2)
307(174.4)
29. i(㈲)2)/
78.8(271.0)
80.6(277.0)
85.1(292.4)
　421(100)2)
401( 95.2)
　380(90.3)
　458(108.8)
107.2（100）2）
77.8( 72.6)
69.7( 65.0)
80.2( 74.8)
年　度
褐　　　　　　、炭　　　犬 業
タ　　　　　ー　　　　　ル その他の副産物
1,000トン 100万トン 1,000トン 100万トン
1913"
1925
1926
1927
78.7(1㈱2）
74.3( 94.4)
78.3( 99.5)
83.6(106.2)
4.0(100)2)
4.3(107.5)
5.5(137.5)
7.2(180.0)
　　2.4(100)2)
6.0(250)
　　5.4(225)
　　5.3(221卜
0.5(100)2)
0.5(1㈱
1.0(200)
1.0(200)
(注):1)戦後の領土。（注）:T1）戦後の領土。　　　∧　　　　　犬　　　くぐ二:=ﾚ=1………:＼ノ=ﾚﾚ∧………
Iﾃﾞ:ﾗ……I=◇jｽｯﾉl:゛1ﾄ………ソ………:
　＼　ヤ（　）内は198年=坤Oの指数J=筆者の算定μよる:6……十∧＜……=<=…………Iヶ……＞〉…………
（出所）:Enquete AussとhUBバIll)
~1,∧改心○しS.
59∧上=l………:……ﾚ…………ﾚi:＼ﾌﾟ…………ﾉﾙ,=ﾉﾚﾉ………j………ﾉ…………
だ褐炭は中部ドイツ地域でのみ採炭され:るめ
で,レこの製品ぱこめ地域に限られでいた(18y)よ褐
炭業では，石炭業ど比べる＼と化学副産物め有効
利用はあjまりすすんでいなかったといえ＼る.｡犬す
なわち,ノ表34によると,△タ十ルの取得高ぱ1913ニ
年かち27年までにわずかに6.2％増犬したにす
ぎず√そめ量自体も７8,:700下ンから冊,ニ60０トン
とタつ千おり√石炭果めぞれの古に＼も/達しでい
に……も｡それぞれ14.0
yみている。=∧それゆ
ﾚの時期にく仁yれらの
yの取＼り組みが始め
ﾄてめ時期にそれは
tと考えﾚられる。二こ
y有効利用のたﾚめの
しﾉ上述したように，
yの設備おj;ﾚび,トと
と備め拡大＼･ﾉ建設が
ﾚとができる｡であろ
て＼みる∧と√同社は
呼』用のための取り
3年かくら･29年｡にか･け
(クロス生産の増大の
卜は=かな社増大され
しす=なわち,……同社
果,二副産物の生
……=未.精製のベンソー
ヅゼ土アでは2ご8万％の増
呻)ﾑ……:そｿごで,＼し同社の第４
両大戦間期のドイツ重工業における技術的発展と合理化（山崎）
営業年度および第５営業年度(1929年10月１日
～1930年９月30日）の副産物の取得高をみると
（表36参照），これらの両営業年度には，どの副
産物をみてもその取得高はほとんど変わらな
い。それゆえ，合同製鋼でも, 1928年から29年
にかけての時期に化学副産物の有効利用のため
の諸努力が２層強力におしすすめられたといえ
るであろう。このことは，このような副産物の
有効利用のための諸方策が合理化運動の比較的
遅い時期に本格的におしすすめられたことを意
味するが，ここでは，世界恐慌の圧力が強まる
なかで，このような合理化諸方策が厳しい市場
の諸条件のもとで十分な成果を達成することが
できたかどうかが問題となってぐる。
　ぞこで，これらの化学副産物が市場において
十分な販売を見い出すことができたかどうかを
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みておくことにしよう。合同製鋼の第１営業年
度の報告書によれば，副産物は妥当な価格で販
売を見い出し;　とくにタール製品の需要は非常
に活発であったが，アンモニアの需要のみがわ
ずかであ非，その結果，夏の月にはいTつもそう
であったように，在庫は増大を示したとされて
いる。ベンソールは相変わらず不足していたと
さ1れている(189)。つづく第２営業年度(!926/27
年)犬の報告書によれば,十その市場がコークス工
場の強化された操業によって影響を受けjるごと
にならだ副産物については，とくにベンソーリレ
およびピレツチでは正常な販売状況であ1つたが，
アメリカ商品の強力な輸入の結果，ま=だロシア
の輸出に対する世界市場における有名な争いと
結びついて，ペンソ＝ルは在庫されなければな
らず，とくに夏の悪天候の結果もあうて,犬自動
表35　ルール地域の炭鉱業における化学副産物の取得
年　度
窒　　　　　素 未精製のタール 軽　　　　　油
トン
1925年比の
増加率(％)
トン
1925年比の
増加率(％)
トン
1925年比の
増加率(％)
1925
1926
1927
1928
1929
66,026
66,075
79,313
81,118
92,442
　●●●
　0.07
20.0
22.9
40.0
　775,920
　791,058
　977,338
1,030,672
1,202,399
　●●●
　1.9
25.9
31.4
54.7
200,258
207,759
255,460
268,292
313,215
　●●●
　3.7
27.6
33.5
55.9
（出所）:R. A. Brady,　ｏｂ.ａt｡ｐ, 92.
表36　合同製鋼株式会社の副産物の取得
(単位：トン)
種　　　　類 1928.10. 1～1929. 9.30 1929.10. 1～1930. 9.30
コ　　ー　　ク　　ス
未精製のタール
タ　ー　ル　製　品
未精製のベンゾール
精製されたベンソール
ア　ン　モ　ニ　ア
潤　　　滑　　　剤
9,627,304
　356,640
　127,505
　　90,888
　　78,902
　129,143
　　4,383
9,338,172
　347,285
　124,515
　　92,435
　　81,711
　128,951
　　4,121
（出所）:Vereinigte Stahlwerke Ａ. Ｇ.,　ＢｅｒｉｃｋtＵｂｅｒｄａｓ Ｇｅｓｃｈａｆｔｓjafiｒ
　　　　ＩＪＯ竹11.0ktｏｂｅｒ 1928 biｓ ３０. Ｓゆ如
　　　　cfet　ｖｂｅｒ ｄａｓＧｅｓchｔ＾ｊｏｈｒｖｏｍ １. Ｏｋｔｏｂｅｒ1929 biｓ ３０,Ｓｅ
　　　　ｂｅｒ １９３０, S. 13より作成○・　　　　　　　　　■■　　　　　・　　・
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車向けのより強い需要の期待lは十分には実現さ　……=/y
れなかうたとされている．ペンソ←ルの総在庫………………
量はこの営業年度末には4,847下ツであり,上前年………j万
度末より……=･も･3,392トシ上回っておサ,アンモニア…………jﾉﾉ･
のそれもﾕ0,392トンであ/り，前年度末よ＼り3,114……=l,ﾚj
トン上回/つていたノイギリスの生産の減少の結……:
果この営業年度のぱじめに/はほとん=ど充足され…………:ﾉy J
ることがで孝なかっかダニルの需要は,゛その後……:万･..･･j
もまった==<良好であうたが,ニその在庫はこ/の営＞ﾉ
業年度の当初め3,552ドシに対＼して:192:7年9ｹﾞ月∧＼=1
30日ﾀﾞには4,992トンとなって.いるふピ･ヅチにうい∧ノ
てごも,く練炭生産および道路のタール舗装の後退
の結果，最後の月には販売不振が始まうた七さ
れていjるヅoしまTた第＼3営業年度(1927/28年)の
報告書によれば,十コ十クス生産の増大に応じて
副産物心生産も増大したが√＼ヤ般的にそれは良
好な販売を見い出したとさ宍れている６ 世界市場
におけるガソリン価格の上昇の＼結果√ベンダー
ルの価格は上昇し，好調な販売のもとで同社は………7………J万
在庫を1927年10月1:日の4,847トンから1928年
9月30=日1には2,262トンに減らすこﾚとができ･た。
ダーTル製品の販売は二般的/に,十低下ずる価格の
もとで=はまったく満足い＼くも瀧)とみなされうる
が，ピッチで1は強力な販売の減少がみられ，タ
ー¬ルの在庫は1927年10月１日の4,ﾚ992トンから
1928年９月30日には5,842トンに増加していﾑる．………:
また季節的に格差めっけられたアンモニアの価∇:ﾌ……
格は本質的には変わらない.ままであり/，その在………1
庫/はこの営業年度末には12,401トンであ：り，年　………
度当初より2,009トン上回っていた○ ･ .･･／..　　･＼　.・犬∧
　また化学副産物の取得高が一層の増大をみた十＼
第４営業年度(1928/29年)くには，ごれらの副産＜十
物の生産能力は前:営業年度ﾚよ丿もし増大された　∧＼:ﾉ
が，これに対して市場および価格の状況=は十般
的にあまサ満足いくものではなかったとされて
いるノピッチの価格を除く上と売上げは多かれ少
なかれ強力に減少した．･･こめ営業年度のjはじめ＝ﾀﾞ゜=万……るjl･.(.･1?.4?.J
以降,精製されたベンソこルめ在庫は2,262トン
から4,478トンに√タールおよびタ≒ル製品の在
庫は7,338トンから7,531トンに増大している。
割引価格にもかかわ方ず。ブツモニjア業務偉農
業の長びく厳しい財務状況のくもとで苦しまなけ
Ｖｱﾉｙ参与アの在庫は12，
ン征増大七九九とﾉさ＼れてい
年)の報告
よｽぴ精製された
をひ/きおこさな
の個々のダニル製
ヶチの在庫はこの
かし√ノピゾチの
な進歩は将来の
ﾚもｿのであったと
農業の非常に不
の在庫の十層の
かjつ:た。すべて
剰生産の結果，
報告期間＼にはか
状況はまさに不
用:の場合と同様に
備の拡大１革新，
建設七ｿﾞそれへの生
お七すすめられた
ﾚくﾉ………に
の時期には,＼市場
Σ十分な成果jをあ
ろﾄう。合同
め影響をう
10月①ｿ日=ぺ･1930年９
ﾚしで牡り，ノそれにと
しり多ぐの古いコ
:廃棄:されなけれ
t年度の末比はす
していた。すでに
いヰリレンのバッテリ
果;………=同社のゴニクス
してい
ﾚようﾃﾞにﾚ,ﾄ1928年
甘たなヶいコーク
か87基にすぎな
めyの設備をもつ
画年度心ナドイ=じﾂｿ全体で3:,921基
サ
両大戦間期のドイツ重工業における技術的発展と合理化（山崎）
鋼において第５営業年度に閉鎖されたか，ある
いは操業を停止されたコークス炉の多くは副産
物の取得のための設備をもつものであったであ
ろう。それゆえ, 1927年以降に本格的に始めら
れた副産物の取得をひとつの目的としたコーク
スエ場設備の拡大・革新，とりわけ中央コーク
ス工場の建設は，合理化運動の終了する1920年
代末から1930年代初めにかけての時期の副産物
市場の厳しい状況のもとで，過剰な生産能力を
増大させることになる。〉ここでは，IIにおいて
みたように，この時期に割当目当ての不良投資
が行われており, I.M.ファインガルが合同製鋼
による中央鉱坑(ツオルプエライン及びその他)
の建設をその実例としてあげていること(195)に
注意しておく必要があろう。ちなみに1925年と
1933年の化学副産物の取得高をみておくと(表
37参照)，タール1および濃縮タールでは17.0%,
ベンソアルでは6.4%,し硫黄，アンモニアおよび
アンモニア化合物では25.7%の減少をみてお
り，燈用ガスのみが大きく増大をみている。合
理化運動の初期にあたる1925年と比べて1928年
から29年にかけての時期にはこれらの副産物の
取得高もその生産能力も拡大されていることを
考えると, 1920年代後半の合理化の過程におい
て過剰能力が蓄積されたことが確認されうるで
あろケ。　　　　　　　　し
　　　(3)廃物の有効利用
　つぎに廃物の有効利用について簡単にみてお
くことにしよう。重工業においてこの時期に有
効利用がはかられた廃物としては，スラグi廃
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熱などをあげることができる。廃熱の利用は広
く行われているが，それには例えば圧延ローラ
この廃熱の利用などがある。またスラグについ
てみると，鉄鋼業では，それはセメントおよび
特殊な建築用の石の化合物のかたちでほと｡んど
完全に利用されたほか，その一部は鉄道の枕木
として，また公道の建設に利用された６さらに
それはコンクリートおよびモルタルの調合の成
分として利用された。ペッセマー炉(ト÷マス
炉)からも燐分を多く含んだ非常に大量のスラ
グが取得され，そして高価な肥料として売られ
ることのできるミール(トーマスミュル)しにな
るまで挽かれた。=トーマスミールの国内生産高
はたいへん大きなものであり, 1928年には436,
〇〇〇トンを超えるこのような肥料が外国に=売却
された(196)ノごうして，戦前には卜－ヤススラグ
の一部は利用されずに山積みにされ,＼厄介な場
所の問題がいくつかの頭痛の種となっていたの
に対して，スラグは余すことなく挽かれ,=下･¬
マスミー｡ﾉﾚとして出荷されるようになっ
た(197)ｏ　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　プ
　犬(4)ﾚ副産物・廃物の有効利用の特徴
　これまでの考察において√1920年代の合理化
の時期の重工業における副産物・廃物の有効利
用のための取り組みを具体的にみてきたが，こ
こではさらにこの時期の副産物・廃物の有効利
用の問題を考える場合に注意しておかなければ
ならないいくつかの点をみておくことにしよ
う。Iまず第1(に，このような｢技術的合理化｣
め諸方策が炭鉄結合のいわゆるモンタン産業＝
表37　1913, 1925年および1933年のコークス工場におけるコークスおよび副産物の生産
年度
コークスの生産
　(1,000トン)
副　産　物　の　生　産
タールおよび
濃縮タール
(1,000トン)
ペンソール
(1,000トン)
硫黄，アンモニア
およびアンモニア
化合物(1,000トン)
販売された
　燈用ガス
　(100万?)
1913"
1925
1933
31,667.5(m.5)2)
28.397.4(100)
20,944.7(73.8)
1,026.3(104.5)2)
　982.3(100)
　815.4(83.0)
175.5(70.9)2)
247.7(100)
231.8(93.6)
420.8(105.0)2)
400.6(100)
297.6(74.3)
151.5 (31.6)"'
478.7(100)
1,981(413.8)
（注）:1’戦後の領土　　　　　　　　　　　　　　　　　　六万
　　　2）（　）内は1925年=100とした指数。筆者の策定による。　i　　　･･:･
（出所）:ＳtａtiｓtiｓｃｋｅＪａｈｒｂｕchｆｕｒ　ｄａｓＤｅｕtｓｃｋｅｎＲｅｉｃｈ,1930. S. 104 ｕ 1941/42, S. 195より作成。
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石炭・鉄鋼業の大企業を中心におしすすめられ，
このような混合企業においでそれは最も=大:きな
成果を達成するこﾉとができたというごとであ
る。△鉄鋼業では，/副産物の有効利用ﾉは少なくと
もいく‥づかの点では石炭や褐炭の場合ほどには
まったく支配的な役割を果七了ごなから/たが，
その重要性は十分に認識されており，そしてぞ
の可能性はかﾉなり注意深く研究ざれてきたとさ
=万ぺEお万IJ=;
れている６ 副産物の有効利用のための活動にお……2=万Iるo万万2::そ=II，
.ミ　＝四ｋ　●･ミ　～･htｔp://www.-...●.ﾐ=６･●~　６　．　．｀　　･･．．ける最も大き/な成果のあうた領域は炭鉱業であ
ったが，炭鉱業務め再組織,○さまざまなタイプ
の石炭の化学的処理および精製に=おい七鉄鋼企
業は主導者であ万√しそして新しい中央つ十クス∧
工場および遠距離ガズ供給システムの発展/にお
いでイ土シアチブをとっ＼てきた(198)。このよう･な
大規模な中央７≒クスノエ場の建設や遠距離ガス
供給網の整備には多額の資本支出を必要とした
ために,十このような大きな資本支出/をともなう
技術的再編成によ=る=副産物の有効利用の試み:
は,コ資本力の強い炭鉄結合の大規模企業の主導
のもとにおしすすめられたのであった。　十
　このような炭鉄結合の混合企業におい＼ては,△
とぐに副産ガスの有効利用の場合にみられるよ
うに√企業集中に基づく生産工程の卜貫的統合=
と諸工程間の作業め連続化の進展は副産物の有＼］……ご=
効利用を÷層徹底して行う:こことを可能にした。
上述したように,＼例えば，ゴークスガスの有効
利用が行われるようになうた結果，とコークス工
場では加熱のためにコークスガスのかわりトに炉
頂ガスが利用され，フニクズガスは圧延工場で
利用されたほか(199)√平炉をゴークスガスと炉頂
ガスと発生炉ガスの混合ガスによる燃焼に転換
すれば炉の改造は必要とされず，また圧延工場
/こへのｿよ
であjろ
および鍛造工場の加熱炉でもコークズガスによ∧ﾚい]1
る燃焼に容易に転換される)ことができた(200)６銑…………=………;J
鋼一貫工場でない場合にみられるよう＼に，高炉……I:=代=０
がなければ製鋼所が溶鉱炉ガスでコークスガスニ＼効不
を代用するさいに得られる経済性を利用するこ十十＼ﾉこ:らi:ｵ
とはできない(201)という例は，副産物の有効利
阻にさいしで生産工程の＝貫的統合がいかに重＼
要な意味をもっていたかを示すも:のであろう。十
そればかりでなく，アシヶ一卜委員会の報告が/
ア -
して節約が
は,ﾉﾚとりわ
炭炭鉱地域
iokerei)が
工場を含む
経営jの関係のなか
本くは÷層重要=とな
なかでのコ
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･ちｿ=生郷る不科に対し
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ことができ
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ではなく，そこに備えられた設備において石炭
の化学的処理によって取得される製品をも供給
することが非常に多くみられる。すなわち炭鉱
は消費者にコークスエ場からのコークス，ター
ル，アンモニア，ベンゾール，遠距離ガスを供
給し，水素添加設備からの油，練炭工場からめ
練炭を供給する。こうして，炭鉱は，石炭精製
のさまざまな製品を市場に出す大化学工業め経
営部門となる。しかし，他方では，炭鉱および
コこクスエ場は，コークス工場の製品の最も強
力な需要者である鉄鋼業と非常に密接に結びつ
いている。コこのような技術的な結合は工業間の
資本結合のための一巨大なコンツェルンの形成
および集中化の過程めためのーひとつの基礎を
生み出すことになる(204)。重工業と化学工業との
間のこのような工業間の関係が強くなったこと
に関しては，鉄鋼業と化学工業との結合におけ
る石炭化学処理および冶金工程の巧妙な変諸化
の努力も重要であった。鉄鋼業の利害関係者は，
石炭化学，コークス化の過程，および副産物の
有効利用を通じて未加工の化学製品および完成
された化学製品の重要な製造業者となってき
た。製鋼冶金学が徐々に鋼生産を一種の化学分
解および化学合成にまで発展させてきたという
事実は，恐らくこれらの２つの工業間の業務提
携にとってはるかに大きな重要性をもっている
といえる。一方では，化学の領域における諸問
題の範囲の拡大は，物理学的(direct physical)
－すなわち｢物理化学的｣(“physico-chemical”)
二分析を含むようになったのに対して，他方で
は，製鋼冶金学においては，増大する重要性は
｢フェロ化学士(“ferro-chemistry”)および物理
化学における関連する諸問題にあるものと考え
られる。それゆえ，鉄鋼業全体が｢化学｣工業
となうてきているという見方が存在していると
されている(205)。また化学工業の側でも，化学企
業，とくにIGファルペンエ業株式会社は褐炭
の領域において，そしてオーバーコークスコン
ツ,7こルン，ルール化学株式会社，そしてリュツ
ツゲルスコンツェルンは歴青炭業において，大
鉄鋼企業のように大規模な鉱山資産を所有して
おりｉそして石炭業および褐炭業の大きな諸門
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部に対するそれらの支配を着実に増大させたの
であり，この傾向は，これらの企業が鉄鋼業と
非常に密接な接触をもたらし，そしてそれらの
間にすでに存在している関係を一層強めたので
あった(206)。＼＼　　∇犬
　このように，副産物･廃物の有効利用のため
の諸方策の推進によって重工業と化学工業との
間の関係が強められたのであるが，すでにみた
ように，炭鉱やコニクスエ場は多くの場合，コ
ークス工場のさまざまな製品の最大の需要者で
ある鉄鋼業と非常に密接に結びついておりｉ炭
鉄結合の混合企業4すなわち石炭・鉄鋼業(モ
ｙタン産業)の大規模企業においてこめような
工業間の関係は一層強力なものとなったどいえ
る=。:　　ト　　　＼　　／　十　　　∧　　　　ト
　副産物・廃物の有効利用をめぐる重工業と化
学工業との間の関係のこうした強化において
は，ルール化学株式会社｡(Ruhrchemie A.G)
の設立は大きな意味をもっていた。この会社は，
ルールガス株式会社が余剰ガスの問題を処理す
るのと同じ方法で化学副産物の問題を扱う=ため
に主に鉄鋼業界の人々のイニシアチブで設立さ
れたがi石炭業者と化学企業もすすんでこの事
業に協力したのであった(207)。またこれまでにみ
てきた重要な化学副産物の取得を集中させる目
的で√ルー－ル化学会社とタール開発会社(Gesel-
lschaft ftir Teerverwertung)の２社を設立す
るために鉄鋼企業の結合が行われている6 R.A.
ブレ々ディによれば，直接的および間接的な企
業間の所有,＼特別な協定，そして鉄鋼と化学の
利害関係者の間の効果的な利益共同体がﾚど‥の程
度すすんだかを述べることは不可能であるが，
技術的に関連する諸問題における分業，協力，
および全般的な経営政策に関する多くの協定の
豊富な証拠が存在しているとされている(208)。こ
のように，この時期には，副産物・廃物の有効
利用の問題をめぐり，重工業と化学工業との密
接な関係が築かれたことがわかる。　Ｊ
　重工業におけるこのような副産物・廃物の有
効利用のためにおしすすめられた諸方策の特徴
として最後に指摘しておかなければならないこ
とは，コークス化のさいに得られるさまざまな
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副産物の有効利用にあた＼り√国家‥に/よづて助成＼＝
された研究機関の研究成果が積極的に利用吝れ………万
たということである。最初の中央=コヽＴクズエ場………
は，第ユ次大戦前をはるかに超史る規模で熱√……j
廃ガスおよび副産物を有効利用ずる＼こ七/を可能＼＼:
にしたが√そこでは，ｲﾋ学工業と同様に鉄鋼業犬……=;
は，国家によって助成さ＼れた研究機関，/とりれ十=
け｢石炭研究所ト(Gesellschaft ftl「Kohle?ors-｣……万Ｉ
chung)トおよび「カイノザよf：ヴイ」レペルム石炭研レ………万::おり↓===:
究所(Kaiser-Wilhelm･Iねstitut fUr Kohlenfors-
chung)∧の研究成噪＼を利用セた＼とニざれ･でﾉい
る(209)6この時期には経営め合理化のためのこさまし…………………と｣
ざまな研究が取りj組まれてしいるが√=それには,1
新しい諸方法√製法↓材料の有効利用などに関
する研究,レエ場の能率の問題の研究,＼人的要因
の研究ととjも4こ,大研究凪△①存在が知られてい………万万c,
る無駄となっているぺ物質を取り戻すこと√お=よ　…………どI:9
び②取りﾚ戻ざれるか=あるいｹは取宍り＼戻されう右副ﾄ……:万八ﾝJ
産物の利用法を発見する仕事にも向けごられてい
た(21°)。どく宍に大規模企業にお¨け石=副産物の有効
利用のだめの研究め取り組みはこのようﾉな寸技
術的合理化｣ﾄをおしすすめる上で重要な役割を
果したが，そこでは√ﾚ国家によづて助成された
研究機関との密接な協力を強めながら独占的大
企業におjける研究開発体制の整備がおしすすめ
られた6/例えば,十合同製鋼jには,ノ化学研究所;
物理学研究所,∧万科学技術研究所などがおかれて
いたが,＼より一般的な性格のあら＼ゆる諸問題に六万づ=で;y/
おいては,j……合同製鋼，：クルヅプおよび他の大規
模な鉄鋼企業は，石炭，鉄，および鋼め物理学∧だ4……=j.==)とり一一ゝ1
的研究報よび化学的研究にあだる=ガイサー,・ビノ
ルヘル＼ムこ研究所（ぐKeiseトWilhelm-
Gesellschaft)のさま∇ざまな専門=の研究機関と……
非常に緊密に協力をしたのであっだ2リ。こう七
て，この時期には，重工業における副産物･l廃
物の有効利用のための取り組みは，企業内比お
ける研究開発体制の整備と国家によづて助成さ十
れた研究機関との緊密な協力をはかりながら/組
織的におしすすめられためであつ/た。
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市場問題の制約から大量生産をおしすすめるこ
とができず，そのために最新鋭の機械設備を導
入した場合の減価償却費の負担が重かったこ
と，また全般的な資本不足に規定されて資本コ
ストの負担が大きかったことなどから，ドイツ
の鉄鋼企業は当時の根本的な技術的革新を十分
に導入することができなかったといえる(212)。
　このことは，とりわけ自動車のような消費財
の大量生産がドイツでは立ち遅れていたために
国内市場が十分に拡大されなかったことにもよ
るが，そればかりでなく，「自動車のような消費
財の大量生産の立ち遅れは，機械製作工業の汎
用主義の克服にブレーキをかけることになり，
また鉄鋼業のように，それなりに大量生産に移
行してきている諸部門との不均衡を強め，それ
だけにこの諸部門の海外進出への依存｡を強める
ことになる(213)」。しかし，輸出市場においては，
国内市場において以上に外国，とくにアメリカ
の企業とのはげしい競争が展開されるわけで，
この時期に根本的な技術的革新を導入し，最新
鋭の機械設備でもっではるかに高い生産性で生
産を行うことのできたアメリカの企業との競争
を行っていく上で，ドイツ鉄鋼業のこの時期の
このような「技術的合理化」の限界はドイツの
鉄鋼企業にとっては決定的な打撃であったとい
える。　　　　　　　　　＞　ト〉　･I｡
　このような事情から，鉄鋼業におけるこの時
期の「技術的合理化」のなかで，とくに重要な
役割を果し，まjた大きな成果をもたらしたのは，
熱経済の分野における合理化であった。すなわ
ち，この時期には，企業集中に基づく生産工程
の一貫的統合の徹底化と諸工程間の作業の連続
化がおしすすめられ，このような内部的再編成
に基づく熱消費の節約めための合理化にむしろ
「技術的合理化」の重点がおかれていたといえ
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る。また副産物・廃物の有効利用のための諸方
策も比較的大きな成果をあげることができた
が，とくに化学副産物の有効利用の場合には，
それが本格的:におしすすめられたのが合理化運
動の比較的遅い時期であったこともあって，厳
しい市場の状況のもとで十分な販売が見い出さ
れたとはいえずi決して順調な発展をとげるこ
とはなかづたといえる。これに対して，副産ガ
スの有効利用は熱経済の合理化との関係で大き
な成果をしもたらしたといえるが,しこのような諸
方策についても，自工場内での副産ガスの有効
利用を除くと,□遠距離ガス供給網の建設には多
額の資本支出を必要としたことiしそれが合理化
運動の比較的遅い時期になうて取り組まれたこ
と，また地方自治体などの強力な反対･j抵抗が
みられたことなど，このような合理化諸方策も
順調な発展をとげることができたとはいえない
ことを考慮に入れておくことが必要であろう。
　それゆえ,=重工業，とくに鉄鋼業の場合，少
なぐとﾉも設備投資をともなうﾄ｢技術的合理化｣
についていえば√合理化が広範に普及しえたと
はいいがたいであろう。 Ｒ.ファーレンカンプ
は，合理化は1924年に始まり, 1929年の世界経
済恐慌でもって終ったとしているが，その=6年
間から，さらに1925年から26年にかけてめ深刻
な恐慌の年が排除さ'れるべきであり，したがづ
て，わずか５年の短い期間に合理化が広範に普
及していたということは疑わしいように思われ
る,コとしている(214)。このことは,犬まさに鉄鋼業
の｢技術的合理化｣についていえるも=のと思わ
れる。つづいて,=彼は，=合理化が広く普及しえ
たとすれば，恐らくそれは当時模範的な評価を
与えることのできた先端産業および先端工場に
のみあて｡はまるであろう，としている915)6＼この
点についても，合同製鋼についてみたように，
表38　合同製鋼の製鋼所の能力利用度の推移
年度 1927 1928 1929 1930 1931 1932
％ 75.1 65.2 75.8 51.6 35.5 23.9
（出所）:B. Weisbrod,　Ｓｃｈｗｅｒｉｎｄttｓtｎｅ in　ｄｅｒ Ｗｄｍａｒｅｒ
　　　　凡
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ごぐ限られた先端工場においでのみ技術的再編∧
成がほぼ完全に成し遂げられため＼であづだ。ニさ………
らに,j重工業では,ﾉ設備投資によﾉる寸技術的合
理化十め過程で生み出ざれた生産能力が√1929
年に始まる･世界恐慌の局面において遊休化せざ犬
るをえなかるたこと，＝まﾉだ割当且当ての不良投に:=
資が多くみちれたごとを考えてjも･，Ｇレジュ下ル
ベルクの要約にみられるように√重工業におけニ
るこめ時期の合理化は,＼断続的に√ま万だ危険を
はらんだかた/ちで行わlれたどいえるであろ＼
う:(216)ｏ　＼∇∇ト＼　∧　‥‥‥　‥‥　　‥　　‥　‥‥‥‥‥‥
　一般的/に,‥ヶこくの詩期めドイツ合理化運動は√
国内市場の狭陰性と輸出市場における諸困難と△
いう諸条件のjも＼とでおしすすめられ,し1928年に
はいわヶゆyる千合理化景気卦(“Rationalisierungs-
konjuktur")ﾚを生み出すに至つたが，結局1929
年の世界恐慌によづて限界につき＼あたることに
なる。トそれゆえｆ合理化の過程において拡大さ
れた生産能力が実際にどの程度利用されたかが
重要な問題=と＼なるが,犬例え:ば，合同製鋼におけ
る製鋼所=の生産能力の利用度をみること(表38参
照),1927年には75.1%, 1928年には65.2%, 1929万
年には75.8%∇と=なっており/√アメノリカの製鋼所
のそれ:(1929年= 88.5%)を下回って｡いる。操
業度はぞの後大きくﾉ低下し,1932年のそれは23.
9･％と万なうてい毎(勧。またｍご2におﾚいでみたよ土工……=……:万宍……j………1:･=:｡?
うに√士め時期には,lい鉄鋼業の大規模企業辻おjへI＼万万丿万万,ﾀﾞ4
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力がおしすすめられているが√こめような「結
合経済」にようて,＼技術的に統合された設備全
体の必要最低操業度が引き上げられており√そ
こでは√わずかにしか低下しない販売のもとで
さえ，鉄鋼業にとぅては，設備全体の閉鎖√さ/
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これに対して，新興輸出工業部門（J自動車，∧=し1 1=万jl=
化学，電機)〉においては，合理化は強力に，ま
れでいyる:(り?)。1それだけ
と＼いﾉつ＼だ新興の輸出依
ける合理化の展開過程
ｿでめ考察結果を踏まえ
領域における合理
わ]れ,]万一J･
I.ま･'た･ど.のよう
:らﾚか)にしてﾚいくこと
ﾚづいで……k
両大戦間期のドイツ重工業における
　いして，資本の回転期間が相対的に短かい民間企
　業のばあいよりも，長い期間を要する。公共投資
　部面で資金の再形成に要する時間的ずれの累積
　は，資金市場への資金還済のおくれの累積をつう
　じて，資金供給の相対的不足傾向をうみだす。そ
　れは，独占的大企業の急速な合理化設備投資・自
　己金融傾向とならんで，相対的安定期の高金利を
　もたらす主要な要因であった｣と指摘されている。
　(塚本健『ナチス経済―成立の歴史と論理－』，東
　京大学出版会, 1964年, 73-4ページ)。また工業に
　おけるドーズ・プランによる外資め利用が公共部
　門における外資の利用によって一定の制約を受け
　たことについてみると, 1924年から30年までのア
　メリカにおいて公募されたドイツの社債は総額で
　14億3,052万5,000ドルとされているが,そのうち，
　産業会社によって公募されたものは３億172万5，
　000ドルとなづており，全体の21.1%を占めるにす
　ぎない。これに対して，国家，州，市町村が公募
したものは総額４億5,265万ドルとなっており，全
　体の21.2%を占めているj詳しくは,前川恭一『ド
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炭　鉱　名 所在地
操業
開始
年度
就業
者数
閉鎖された日
1923年
Ver. Aufgottgewagt und Ung-
ewiB, Feigenbaun
Wohlverwahrt
Hasenwinkel
Nottekamps Bank l
Ver. Wolfsbach
Ubereinkunft
Neugottsegnedich
1924年
Kl. Windmuhle
Bergmann, Ver. Tannenberg
Anna u. Sybilla
Unna Malheim l
Vinzenz
Hektor
Beharrliehkeit
StOckersdreckbank
NOckerskottenbank Alte Haa･se
Ill
Schacht Barmen
Ver. Wiendahlsbank
Karl Friedr. Erbstollen
Hamburg
Franziska Tiefbau Deutschland
Schacht
Uhlenberg
Verlorener Sohn
Borgloh
Neugluck
1925年
Deutschland Schacht Beust
Gerta Maria
Alte Haase, Schacht Johannes-
segen
Westende l /II
Mannen I/II
Herbeder Steinkohlen
Stralsund
Schleswig
Admiral
Frei Vogel und Unverhofft Ver.
Magerkohlengewerksch.
Schurbank u. Charlottenbg.
Hattingen
Altendorf
Dahlhausen
Heisingen
Uberruhr
Werden
Hammerthal
Obersprockhovel
Annen
Vormholz
Liinen
Heven
Westerkappel
Bohmte
Erzkamp
Hammb. Wemden
SprockhOvel
Kruckel-Annen
Stiepel
Annen
Witten
HaBlinghausen
Baak
Wellendorf
Diimburg
HaBlinghausen
Weitmar
Bredenscheid
Duisburg-Maid.
Unna
Herbede
Vormholz
Hoerde
Hoerde
SchilrenHoerde
Aplerbeck
1917
1917
1862
1921
1920
1921
1921
1919
1919
1921
1920
1918
1921
1919
1912
1918
1856
1853
1863
1856
1856
1893
1903
1920
1917
1886
1922
1901
1864
1853
1913
1922
1859
1910
1843
1850
　　27
　　65
1,088
　136
　　33
　　47
　　46
　240
　475
　　40
　　72
　223
　　69
　100
　　54
　　69
　478
1,670
1,450
1,089
　558
　367
　617
　446
　215
　529
　　44
　588
1,100
1,641
1,206
　　51
1,325
1,032
1,480
1,402
1923
1923. 3.23
1923. 3.23
1923.10.23
1923.10.23
1923.10.23
1923.12.23
1924. 5. 5 -1926. 11. 1
1924. 6 .24-1926.10月
1924. 6.24
1924. 6.24
1924. 6.24
1924. 6.24
1924. 7.24
1924. 7.24
1924. 7.24
1924. 7.24
1924. 8.24
1924. 8.24
1924. 8.24
1924. 8.24
1924. 9.24
1924. 9.24
1924.10.24
1924.12.24
1925. 1.25
1925. 4.25
1925. 5.25
1925. 5.25
1925. 7.25
1925. 7.25-1926. 1.27
1925. 7.25
1925. 7.25
1925. 7.25
1925. 7.25
1925. 7.25
100　　　　　　　　　　高知大学学術研究報告　第41巻(1992年） 社会科学
炭　鉱　名 所在地　　　‥
操業
開始
‥年度
］就業
者数
閉鎖された日
Robert
Ver. Muhheimer Gluck
RheinpreuBen l /II
Eintracht-Tiefbau
Adler
Nordstern III/Ⅳ
Ver. Gibraltar Erbstollen
Rheinelbe l /II
Ver Bonifatius Ill
General
Kaiser Friedrich
Blankenburg
Ver. Hammerthal
Herkules l / V
Viktoria
Alte Haase II
Teutoburgia
Gluckauf-Tiefbau
NeumOhl Ill
Prinz Wilhelm
Gut Gluck u. Wrangel
Pluto, Schacht Wilhelm
Ver. Trappe
Massen III/Ⅳ
Zentrum II/V Konigin Elisabeth
Sch. Friedr. Joachim
Unser Fritz II/III
Schellenberg
Diana
Gliicksburg-Tiefbau
Hibernia
1926年
Ver. Margarethe
Gluckaufsegen
Schachtanlage Hannibal II
PreuBen I
Ver. Hermann
1927年
FlSte
1928年
Hugo Ill
KSnigssteele
Altendorf-Ruhr
Homberg
KSnigssteele
Kupferdreh
Horst-Emscher
Stiepel
Gelsenkirchen
Kray
Weitmar
Menglinghausen
Buchholz
Durchholz
Essen
Dyfang
Niederstiltter　　　　　‥
Holthausen
Hambruch b. Barop
Hamborn
Kupferdrec
Vormholz
ROhlinghausen
Silschede
Unna
Wattenscheid
Essen
Wanne
Essen
Essen
Essen　　　　　　　　　、、
Gelsenkirchen
Solde-Aplerbeck
H Orde- H acheney
Hordel
Liinen-Gahmen
Bork
Essen
Buer
917
910
876
856
906
857
919
855
899
812
858
874
913･
850
857
867
909
840
913
920
890
876
848
854
876
871
885
922
922
924
855
871
847
876
895
907
924 =
895
　　344
　　174
　3,025
　1,788
　･1,315
　4,733
　　507
2,623
　　311
　　827
　2,147
　　　753
　　　157
　1,528
　　975
　　978
　1,182･
、2,359
1,900
　　335
　　､120
　2,376
　　　736
　2,410
　1,136
　1,801
　1,655
　　104
　　　104
　　　’31
　2,065
　　1414
　1,855
1,115
　1823
　･3,749、
　　　50
　　　456
　1925. 7.25
1925. 7.25
　1925. 7.25
　1925. 8.25
　1925. 8. 1 -10.25
　1925. 8.25
　1925. 8.25
､1925. 8.15-12.31
　1925. 8.25
　1925. 9. 1 -12. 1
　1925. 9.25
　1925.9.25
　1925. 9.25
　1925. 9.25
　1925. 9.25
　1925. 9.25
1925. 9.25
　1925ユ0.25
　1925.10.25
　1925.11.25
　1925.10.25^1926. 6.30
　1925ユ1.25-1926. 6.30
　1925.11.25
　1925.11.25
　1925.12.31-1926. 5. 1
1925.12.31-1926. 7 .1
　1925.11.25
　1925.11.25
　1925
　1925
　1925
　1926.1.26
　1926. 2.26
　1926. 3 .26
　1926. 4 .26
　1926. 6.26
　1927. 1.27
　1928. 2.28
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鈴木武志氏は1930年の著書『欧米鉄鋼業合理
化運動と日本』において，「猫逸工場雑見」として
当時のドイツ鉄鋼業の工場を視察しての印象につ
いて次の点を指摘されている。
　①「第一に，機械設備等に付いては，余り目新
　し　らしいものが見受けしられないノ小型線材工場
　　の一部，タイプレート製造工場位が日本で見
　　られぬ丈けで，其の他には，見たことがない
　　と思はれるやうなものは殆んど見附からなか
　　った。むしろ旧式のものゝ多いのに驚く位の
　　ところである」。　　　　　　　　　　し
　②「第二に，しかも，その機械を動かす人間の=
　　数の少ないのには驚く。ロースキー氏の居る
　　工場に就て既に報告した通りであるが，大陸
　　各地殆んどごの類である」。
　③「第三に，かかるが故に，かかる旧式の機械
　　と少ない人間の数とによって挙げつゝある成
二　績を数字の上で見るときには，嘘ではないか
　　と思はれる程である。彼等の合理化運動の如
　　何に進歩したか。さればこそ，15円の運賃と
　　18円の関税を超えても吾等の敵となるのでは
　　ないか。母国に於ける合理化運動もこれから
　　ではあるまいか」。　　　　　　　　　　ニ
　④「第四に，分塊工場や，小型工場の活発なる
　　作業である。或る工場の分塊ロールでは一時
　　に二本をくはひ，三木目が待っている。線材
　工場と細丸工場とか中形丸細工場とか同一の
　　コンテニヤズから出て来る線材を交互に分配
105
　　　して，少しもよどみがない。所謂引き損ひや
　不良線材などは見られない｣。
　　⑤｢第五に，大型工場では圧延以後の精整や製
　　　品の荷捌きに特に力をそゝぎ殊更広い場所を
　　　とっ:ているのが羨しい。百万噸以上の工場と
　　　なっては，掌大の洞海湾丈けを利用しやうと
　　　云うのが間違ひぢゃなかろうか｣。
　犬⑥｢第六に，重軌條でも軽軌條でも，切口は特
　　　別の機械を以て奇麗にきりとって居た｣。
　　鈴木武志『欧米鉄鋼業合理化運動と日本』，エコ
　ノミカルアドヴアイザー, 1930年, 158-9ページ。
　　なかでも，①～③の点は，これまでの考察結果
　をみる場合，深いかかわりをもつものであると考
　えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　ユ
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